
１ ． 島根県の鳥類相

　 日本鳥類目録改訂第8 版には、 国内で記録さ れた種と し て2 4 目

8 3 科6 4 4 種と 、 国内で繁殖記録のある 外来種8 目1 7 科4 6 種が報

告さ れている。 島根県でこ れまでに報告さ れた鳥類は、 明治2 4

年に渡邊盈作が動物学雑誌に「 島根県下鳥類目録第一回報告」 と

し て6 2 種を 発表し て以来、 多く の報告がある が、 ま と ま っ たも

のは比較的限ら れる。 和名や分類が現在と 異なっ ている も のも あ

り 一概に比較はでき ないが、1 9 7 0 年の「 島根県に分布する 鳥類」

（ 島根県発行） では2 1 目4 8 科2 2 4 種（ 亜種1 1 種を 含む）、 1 9 7 8

年の「 島根県鳥類目録」（ 根岸啓二監修、 島根県発行） で は1 8

目5 5 科2 8 6 種（ 亜種を 含めば2 9 8 種）、 1 9 8 3 年の「 島根県の鳥

類」（ 内田　 映著、 島根野鳥の会発行） では2 9 7 種（ 亜種を 含め

ば3 0 5 種）、 1 9 8 4 年の「 し まねの野鳥」（ 佐藤仁志ほか著、 山陰

中央新報社発行） では3 2 3 種・ 亜種、 1 9 9 4 年の「 し まねの野鳥

（ II）」（ 濱田義治ほか著、 山陰中央新報社発行） では3 3 8 種・ 亜種、

1 9 9 7 年の「 し ま ねの鳥」（ 日本野鳥の会島根県支部編、 島根県

発行） では3 5 8 種が報告さ れて いる 。 な お、 現時点で記録さ れ

ている 種は3 9 0 種余り で、 現在日本野鳥の会島根県支部におい

て最新の鳥類目録作成が進めら れている。 こ のよう に、 本県に生

息する 鳥類相については、 次第にその概要が明ら かになっ てき て

おり 、 こ れまでに本県で確認さ れた鳥類は、 国内で記録さ れてい

る 鳥類の6 割以上に及び、 豊富な鳥類相が見ら れる 地域と いえよ

う 。

　 鳥類相の特徴は、地理的条件や自然環境と 不可分の関係にある 。

本県の北西部は日本海に面し 、 日本海に浮かぶ隠岐諸島も ある。

また、 南部には標高1 ,0 0 0 m級の中国山地が連なり 、 脊梁部を 形

成し ている 。 中国山地は標高がさ ほど高く なく 、 古く から たたら

製鉄に伴う 薪炭生産が盛んに行われてき たため、 多く の地域はア

カ マツ やコ ナラ を 中心と する 二次林が優占し 、 自然林はごく わず

かし か残っ ていない。 また、 中海・ 宍道湖と いっ たわが国で 5 番

目と 7 番目に大き い湖も 抱えている 。 こ れら の周辺には、 出雲平

野や安来平野などの広大な水田地帯も 広がっ ており 、 一帯は水鳥

類の絶好の生息域と なっ ている。 さ ら に、 朝鮮半島を 含む中国大

陸と 比較的近い位置にある など、 自然環境や地理的条件には、 他

県にみら れないよ う ないく つかの特徴があり 、 それら を 反映し た

鳥類相がみら れる 。 具体的には、 マガンやコ ハク チョ ウなど冬鳥

の日本列島における 南限の越冬地と なっ ている こ と や、 大陸系の

珍し い鳥類の渡来が多いこ と 、 日本海を直接横断し て渡来・ 渡去

する渡り 鳥が多いこ と 、 宍道湖・ 中海が国内最大級の水鳥類の渡

来地になっ ている こ と 、 カ ン ムリ ウミ スズメ などの希少な鳥類が

隠岐諸島などの無人島で繁殖し ている こ と などが上げら れる。

２ ． 掲載種の選定に当たっ て

　 こ のたびの改訂作業に当たっ ては、 改訂し ま ねレ ッ ド データ

ブッ ク （ 2 0 1 4 年、 島根県） に掲載さ れている 種を ベースに、 カ

テゴリ ー区分のも と に見直し や追加、 削除を 行っ た。 また、 前回

の選定と 同様に、 環境省のレ ッ ド データ ブッ ク 掲載種にはこ だわ

ら ず、 本県における 生息状況や絶滅の危険性と いっ た独自の観点

から 選定作業を 行っ た。 特に、 留鳥や夏鳥については繁殖状況を

重要視し た。 なお、 国内に渡来する こ と がまれな種や、 迷行的な

種で過去に繁殖し た記録のある 種などについては、 その取り 扱い

が難し いと こ ろ がある 。 そこ で、 過去の記録が繁殖分布上特異な

例と 考えら れる 場合や、 繁殖の記録と し ては不確かな場合などに

は取り 上げないこ と と し た。 また、 県内への渡来自体がまれな種

や、 逆に国内で分布が拡がっ た種、 県内でよく 観察さ れる よ う に

なり 増加し たと 判断さ れる種も 除外し た。 こ の結果カ テゴリ ーの

変更を 行っ た種は1 9 種あり 、 こ のう ち 多く がラ ン ク を アッ プ さ

せた種であっ た。 こ のほか新たに追加し た種があり 、 絶滅危惧Ⅰ

類に１ 種、 Ⅱ類に2 種、 準絶滅危惧に2 種、 情報不足に6 種を 選

定し た。 絶滅し た鳥類と し ては、 ト キのみを取り 上げた。 ト キの

ほかにも 過去において繁殖し ていたり 、 恒常的に渡来し ていた可

能性が高く 絶滅種と し て取り 上げても よ いと 思われる種も あっ た

が、 確かな生息や繁殖の記録がないため取り 上げなかっ た。

　 分類や学名等については、 日本鳥類目録改訂第8 版を採用し た。

亜種の記載があり 、 国内で1 亜種ある いはほぼ一つの亜種が生息

または渡来し ている と さ れる 場合には亜種と し て記述し たほか、

亜種の識別が可能で亜種ごと の評価が異なる場合も 亜種と し て記

述し た。 　

（ 佐藤仁志・ 森茂晃）
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鳥類掲載種一覧 計8 2 種

絶滅（ E X ）
・ ト キ 計1 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
↑ヨ タ カ ・ カ ラ スバト ↑コ アジサシ

・ カ ン ムリ ウミ スズメ ・ ヒ メ ク ロ ウミ ツバメ ◇コ ウノ ト リ

↑ク ロ ツ ラ ヘラ サギ ・ ヨ シゴイ ↑ミ ゾゴイ

・ ハチク マ ・ ク マタ カ ・ オオタ カ

・ サシバ ↑コ ノ ハズク ・ ブッ ポウソ ウ

↑ヤマセミ ・ ハヤブサ ・ ヤイ ロ チョ ウ

○チゴモズ ・ ウチヤマセン ニュ ウ 計2 0 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
・ ヒ シク イ ・ カ リ ガネ ・ オオハク チョ ウ

・ アカ ツ ク シガモ ・ ク イ ナ ○バン

・ ヒ ク イ ナ ◇マナヅル ◇ナベヅル

・ タ マシギ ◇オオミ ズナギド リ ◇ヘラ サギ

・ ミ サゴ ・ チュ ウヒ ○ノ スリ

・ オオコ ノ ハズク ・ アカ ショ ウビ ン 計1 7 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ マガン ・ コ ハク チョ ウ ・ ツク シガモ

・ オシド リ ◇セイ タ カ シギ ・ イ カ ルチド リ

・ シロ チド リ ・ ハマシギ ◇ズグロ カ モメ

・ サン カ ノ ゴイ ・ ク ロサギ ・ ハイ イ ロ チュ ウヒ

・ アオバズク ・ ト ラ フ ズク ・ コ ミ ミ ズク

・ フ ク ロ ウ ・ チョ ウゲン ボウ ◇コ チョ ウゲン ボウ

◇コ シアカ ツ バメ ○オオヨ シキリ ◇コ ルリ

・ ホオアカ ○ミ ヤマホオジロ ◇ク ロ ジ 計2 4 種

情報不足（ D D ）
・ コ ク ガン ◆ト モエガモ ○アマツ バメ

・ ホウロ ク シギ ・ マダラ ウミ スズメ ・ ウミ スズメ

・ コ ウミ スズメ ○ゴイ サギ ・ ササゴイ

○アマサギ ○コ サギ ・ イ ヌ ワシ

・ ツ ミ ・ ハイ タ カ ◆オジロ ワシ

・ アカ モズ ・ コ ヨ シキリ ○オオセッ カ

○カ ラ アカ ハラ ・ コ サメ ビ タ キ 計2 0 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 5 2 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 6 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 1 1 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 1 1 種）

◆： 情報不足への変更種（ 2 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 日本鳥類目録改訂第８ 版
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選定理由

　 江戸時代には県内全域にト キが生息し ていたが、 昭和初期に絶滅し て

し まっ た。

概　 　 要

　 ト キは古く は日本全国に生息し ていたが、 1 8 7 0 年代には乱獲や生息

環境の悪化などにより 各地で数を 減ら し た。 1 9 3 4 年に天然記念物に指

定さ れ、 1 9 5 2 年に国の特別天然記念物に指定さ れたが、 こ の時点では

能登半島と 佐渡島にわずかに生息する のみで、 すで に絶滅寸前の状態

と なっ ていた。 1 9 6 7 年新潟県は佐渡ト キ保護セン タ ーを 建設し 、 野生

のト キへの給餌や飼育個体での人工繁殖を 試みた。 その後、 1 9 7 6 年に

環境庁が人工繁殖に取り 組むこ と を決め、 1 9 8 1 年には最後に残っ てい

た5 羽の野生のト キを 捕獲し 、 人工繁殖を 本格的にスタ ート さ せたが成

功せず、 2 0 0 3 年には日本産最後のト キが死亡し た。 一方、 1 9 9 8 年に

中国から 2 羽が寄贈さ れ、 1 9 9 9 年に初めて人工繁殖に成功し た。 その

後、 中国産ト キによ る人工繁殖によ り その数を増やし 、 2 0 0 8 年には佐

渡島で1 0 羽を 放鳥し た。 その後毎年放鳥が続けら れ、 2 0 2 4 年には佐

渡島で野生下の個体が5 7 6 羽まで増加し ている。 また、 2 0 0 8 年に分散

飼育実施地と し て石川県、 出雲市、 長岡市の3 カ 所が決まり 、 出雲市で

は2 0 1 1 年よ り 分散飼育を 開始し ている。 さ ら に、 環境省は2 0 2 2 年に

本州における放鳥候補地と し て石川県能登地域と 出雲市を選定し 、 出雲

市は2 0 2 7 年度中の放鳥を目指し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 昭和の初期から 中頃には、 隠岐諸島全域に多数生息し ていたが、 狩猟

圧などにより 急激に減少し た。 最後の確認は1 9 3 7 年の西ノ 島美田地区

である が、 1 9 3 9 年の聞き 取り 調査ではまだ4 ー6 羽が生息し て いたと

の記録が残っ ており 、 絶滅は1 9 4 5 年と 考えら れる。

存続を脅かし た原因

　 人口増加や社会の変化に伴う ト キの生息環境（ 採餌地、 営巣地など）

の消失、 狩猟圧、 農薬汚染によるエサの減少など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

木村康信（ 1 9 7 4 ） 隠岐の動物． 島前の文化財,4 ， 隠岐島前教育委員会： 1 8 -2 4 ．
中川顕允（ 1 9 7 3 ） 石見外記． 1 1 3 pp． 石見地方未完資料研究会， 大田市．
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞． 3 0 4 pp . 保育社, 大阪．
田籠博（ 2 0 0 8 ） 出雲国産物帳 山陰研究シリ ーズN o .2  島根県古代文化セン タ ー蔵． 2 0 2 pp . ワン ・ ラ イ ン ， 出雲．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅（ E X ）

ト キ
ペリ カ ン目ト キ科

N ip p o n ia  n ip p o n  ( Tem m in ck, 1835 )

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 本種（ 亜種） の県内における生息状況は十分に把握さ れていないが、 生息確

認は減少傾向にある。 生息地が局所的であるため、 環境の変化が起き た場合の

影響が大きいと 考えら れるこ と から も 絶滅が懸念さ れる。

概　 　 要

　 本種はヨ タ カ 科に属する夜行性の鳥で全長は約2 9 cm。 黒褐色や茶褐色、 灰

色などから なる虫喰い斑状の複雑な模様で、 森林の落ち葉や樹皮に紛れるこ と

で捕食者から 身を守る。 昼間、 樹上で休息する姿は、 木の瘤と 見分けがつき に

く いほど。 夜間、 活発に飛び回り 、 昆虫を捕食する。 長い翼でゆっ く り と 羽ば

たき 、 柔ら かく 、 滑ら かに飛翔する。 嘴は小さ いが根元の方が幅広く 、 扁平で、

口を開けると 非常に大き い。 食性は、 蛾や甲虫類を好み、 口を開いて飛翔し な

がら 飛んでいる虫を採食する。 繁殖期の夜間には、 オスがよく 響く 声で「 キョ

キョ キョ キョ …」 と 連続し て長く 鳴く 。 種と し ては中国から 極東アジアに分布

し 、 北方のも のは非繁殖期に南へ移動する。 国内には、 本亜種が夏鳥と し て九

州北部以北の山地に渡来し 、 おも に森林の林縁部や草地、 伐採跡地などで繁殖

する。 非繁殖期にはイ ンド ネシアやフ ィ リ ピン、 イ ンド シナ半島へ渡り 越冬す

る。 繁殖期は5 ー7 月頃で、 林内の開けたと こ ろ にある 草地や裸地の地上に直

接産卵する。巣材を集めるよう な巣は作ら ず、浅いく ぼみに2 個程度の卵を産む。

親鳥の複雑な模様が地上に落ちた枯れ葉のよう にも 見え、 周囲の環境に溶け込

むこ と で天敵から 守る。 抱卵期間は約1 9 日で、 ふ化後の雛も 成鳥同様に周囲

の地面と 見分けがつき にく い幼羽が保護色と なっ ている。 全国鳥類繁殖分布調

査によ る と 、 国内における 確認地点は1 9 7 0 年代から 1 9 9 0 年代にかけては減

少し たも のの、 2 0 1 0 年代にかけては確認地点が大き く 増加し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 中国山地のほか、 本種の好む環境があると こ ろ では、 海岸に近い

山でも 鳴き 声を確認するこ と があるが、 繁殖は一部の限ら れた地域で確認さ れ

ているのみで記録は多く ない。 ただし 、 夜行性で観察さ れにく いこ と も あり 、

県内の生息状況や分布については不明な点が多い。 県西部では、 山林の伐採地

で繁殖が確認さ れたこ と がある。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や林相の変化などによる生息環境の減少、 中継渡来地や越冬地に

おける環境の悪化など。 餌資源と なる甲虫などの昆虫類の減少。 シカ の増加な

どによる山地の下層植生の急激な変化や営巣適地の減少。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）
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叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.

中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.

多田英行（ 2 0 2 2 ） 岡山県中部におけるヨ タ カ の営巣環境の特徴. 日本鳥学会誌, 7 1 (2 ): 1 3 7 -1 4 4 .

内田博（ 2 0 1 1 ） ヨ タ カ の抱卵行動. 日本鳥学会誌, 6 0 (2 ): 2 3 8 -2 4 0 .

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ヨ タ カ
ヨ タ カ 目ヨ タ カ 科

Cap rim u lg u s jo ta ka  jo taka  Tem m in ck &  Sch legel, 1844

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種（ 亜種） は、 おも に島嶼部で人の出入り が少ないタ ブノ キなどの常緑樹

林を好んで生息する。 県内では隠岐諸島や高島などの限ら れた地域で生息し て

おり 、 その数は多く ない。 生息地は限ら れており 、 森林の伐採や人の立ち入り

などによる生息環境の悪化が危惧さ れる。

概　 　 要

　 本種は、 ハト 科カ ワラ バト 属で全長は約4 0 cm。 ハト の仲間では最大級の大

き さ 。 国内には3 亜種が生息する。 小笠原諸島に亜種アカ ガシラ カ ラ スバト 、

先島諸島に亜種ヨ ナグニカ ラ スバト が生息し 、 本亜種は基亜種と し て県内を含

め、 伊豆諸島や本州西南部沿岸、 四国、 九州、 南西諸島などに分布する。 本亜

種は、 全身が黒く 、 頭部や頸、 背や腰などに緑や紫色の金属光沢がある。 よく

茂っ た常緑樹林やスギ林を 好み、 おも に樹上でスダジイ やタ ブ ノ キ、 アブラ

ギリ などの木の実を好んで食べる が、 地上で堅果などを採食する こ と も ある 。

「 ウッ ウー ウッ ウー」 あるいは「 グルグルウー グルグルウー」 などと 聞こ える

太く 低い独特の声は、牛を連想さ せるためウシバト と 呼ばれるこ と も ある。ディ

スプレ イ フ ラ イ ト をし ながら 鳴く こ と も ある。 本亜種は、 伊豆諸島の島間を移

動し ている こ と が知ら れているほか、 近年ではGPSを用いた追跡などによ り 、

韓国の鬱陵島と 隠岐の間でも 移動が確認さ れており 、 １ つの島に留まら ず長距

離移動を 行っ ている 可能性が高い。 繁殖期は2 ー9 月で、 1 巣に1 つの卵を 産む

と さ れ、 おも に樹上に木の枝などを用いて粗く 編んだ皿形の巣を作る。 国の天

然記念物に指定さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 常緑樹林が発達し た高島や隠岐諸島と いっ た離島で生息が確認さ

れるほか、 おも に春に島根半島などでも 観察さ れるこ と がある。 よく 茂っ たタ

ブノ キなどの常緑樹林やスギの混交林などで営巣する。 確実に繁殖が確認さ れ

ている のは隠岐のみで、 島後や西ノ 島、 中ノ 島など の大き な島のほか、 大波

加島や大森島などの無人島でも 繁殖する。 冬季にはシイ 類の樹林などで地上採

食する 群れが観察さ れる こ と がある。 隠岐諸島全域が本亜種の繁殖地と し て

N GOバード ラ イ フ ・ イ ン タ ーナショ ナルの「 鳥を 指標に生物多様性の高い場

所（ IBA）」 に選定さ れている。

存続を脅かす原因

　 よく 茂っ た常緑樹林を好んで生息するため、 改変面積が狭く ても 森林が分断

さ れたり 、 部分的な伐採で林相が変化するだけでも 影響する懸念がある。 営巣

地への人の立ち入り など。

（ 執筆者： 星野　 由美子）●参考文献

安藤温子・ 森由香・ 佐藤望（ 2 0 1 7 ） 伊豆諸島八丈島と 八丈小島におけるカ ラ スバト の島間移動行動． Bird  Resea rc h ,1 3 ： 3 5 -4 0 ．
深谷治（ 2 0 0 5 ） 隠岐の鳥カ ラ スバト -島前中ノ 島における生息状況-. 隠岐の文化財, 2 2 : 2 3 -2 9 .
深谷治（ 2 0 2 3 ） 隠岐諸島の無人島における 鳥類. 隠岐の文化財, 4 0 : 3 1 -3 8 .
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
Soon K yoo Cho i, Y ung  Chu l Pa rk , J on g  Chu l P a rk , G i Chan g  B ing , W oo  Y ue l K im  (2 0 1 9 ) M ig ra tion  by  the  J a p ane se  W ood  P ig e on  (Co lu m ba  ja n th in a ) Ac ross  the  Is la nd s o f Ea st 
As ia : D ire c t Tra c k ing  by  Sa te llite  Te lemetry . Pa c ifi c  Sc ie nce , 7 3 (2 ): 2 2 5 -2 3 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

カ ラ スバト
ハト 目ハト 科

Co lu m b a  ja n th in a  jan th in a  Tem m in ck, 1830

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内では過去の記録のほと んどが渡り の時期であり 、 以前は旅鳥と さ

れていたが、 2 0 1 4 年以降は繁殖が確認さ れている 。 し かし 、 確認さ れ

ている 繁殖地は河口部の中州1 カ 所であり 、 その存続基盤はき わめて脆

弱である。

概　 　 要

　 全長約2 4 cm。 全体的に白っ ぽい小型のアジサシ類。 体と 翼の上面は

淡灰色で、頭部は黒く 額が白い。 嘴は黄色で先端に小さ な黒色部がある。

脚は橙黄色。 種と し てはユーラ シア大陸から オセアニアにかけて世界中

に広く 分布し 、 本亜種は東南アジア、 韓国、 日本などで繁殖し 、 オース

ト ラ リ ア、 ニュ ージーラ ンド などで越冬すると さ れている。 国内には夏

鳥と し て本州以南に渡来する。 4 月頃に渡来し 、9 月頃まで見ら れ、海岸、

河川、 湖沼などの水辺に生息し 、 水面上を飛んで、 時には停空飛翔をし

ながら 、 ダイ ビ ン グし て小魚を 捕食する。 繁殖期は5 ー8 月。 繁殖適地

は小石混じ り の乾燥し た裸地であり 、 砂浜海岸や、 河川の川原や中州、

埋め立て地などの砂礫地を利用し て集団で繁殖する。 地面を浅く 掘っ た

巣をつく り 、 1 ー3 卵を産む。 抱卵日数は約2 0 日。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 9 0 年代に飯梨川で繁殖を 示唆する 情報があっ たが、 その後は確認

さ れず、 県内では旅鳥と さ れていた。 2 0 1 4 年に県西部で繁殖が確認さ

れ、 2 0 2 5 年時点でも 継続し ている が、 営巣地は1 カ 所であり 小規模で

ある。 渡り の時期には、 宍道湖・ 中海や河川の河口部などで観察さ れる

こ と があるが、 近年は繁殖が確認さ れている周辺以外の情報は少ない。

存続を脅かす原因

　 国内の繁殖地では草地化による裸地の消失や、 造成地だっ た場合には

工事の進行で失われるなど繁殖適地が安定的ではない。 また、 カ ラ ス類

やノ ネコ などによ る卵や雛の捕食、 工事やレ ジャ ー等によ る人為的攪乱

を受ける こ と も 多いと さ れる 。 県内で確認さ れている 繁殖地は1 カ 所の

みである上に、 こ う し た懸念は十分に考えら れる。 また、 営巣地が河口

部の中州であるため、 繁殖期に増水し て営巣地が流さ れてし まう 危険性

がある一方、 中州が岸と 地続き になると 地上性の捕食者の侵入が容易に

なるほか、 人の立ち 入り による攪乱も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
松岡好美（ 2 0 0 6 ） コ アジサシ. B ird  Resea rch  N ew s , 5 (5 ): 4 -5 .
本吉洋子（ 1 9 9 6 ） 飯梨通信（ 4 月-5 月） . スペキュ ラ ム, 5 2 : 3 . 
日本野鳥の会島根県支部（ 1 9 9 7 ） 第5 1 回愛鳥週間「 全国野鳥保護のつどい」 記念誌「 し まねの鳥」 . 1 9 8 pp . 島根県農林水産部森林整備課, 松江.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

コ アジサシ
チド リ 目カ モメ 科

Stern u la  a lb if ro n s sin en sis  ( Gm e lin , 1789)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 確実な繁殖地は隠岐諸島の小さ な島嶼1 カ 所で、 存続基盤はき わめて脆弱。

また、 繁殖期間以外にも 県下の日本海域で観察さ れるこ と があるが、 滞在期間

や分布、 生息数などの実態は不明であり 、 情報を収集し ておく 必要がある。

概　 　 要

　 全長約2 4 cm。 夏羽は頭頂に黒く 細長い冠羽がある 。 冬羽はウミ スズメ に似

るが、 本種は眼の前後に白色部がある。 おも に日本近海の島嶼で繁殖し 、 国外

では韓国でも 繁殖が報告さ れている。 繁殖以外は海上で生活し 、 潜水し て魚類

や甲殻類などを 捕食する。 種全体で5 ,0 0 0 ー1 0 ,0 0 0 羽程度と 見ら れ、 現状維

持か減少傾向と さ れる。 繁殖地ではネズミ 類やカ ラ ス類の捕食による影響が大

き く 、 例えば福岡県小屋島ではド ブネズミ の侵入によるも のと 考えら れる斃死

体が大量に発見さ れ、 殺鼠剤の駆除は容易には進まなかっ たと さ れる。 国の天

然記念物。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島では1 9 6 9 年に採集さ れた卵標本を はじ め、 以前から 繁殖の可能性

が示唆さ れていたが、 2 0 1 0 年のモニタ リ ン グサイ ト 1 0 0 0 海鳥調査において

無人島の一つで繁殖が確認さ れ、 島根県の調査など でも 確認さ れてき た。 し

かし 、 同地では長く ネズミ 類の生息が確認さ れていなかっ たも のの、 2 0 2 1 年

度に環境省によ り 実施さ れた調査でド ブ ネズミ の侵入が確認さ れた。 同省は

2 0 2 2 年度から 殺鼠剤散布によ る駆除を試みているが、 油断でき ない状況と し

ている。 2 0 2 2 年度のモニタ リ ングサイ ト 1 0 0 0 海鳥調査では、 確認さ れた6 巣

のう ち抱卵中は1 巣で、 ほかの巣の卵は冷たく なっ ていたこ と から 放棄卵と 考

えら れると し 、 過去に巣があっ た場所で見つから なかっ たこ と も あっ たと し て

いる。隠岐諸島では、島根県の調査で繁殖地以外の島の周辺海上にも 夜間集まっ

ている様子が観察さ れているが、 繁殖は確認さ れていない。 また、 それら の島

はネズミ 類の生息情報があるため、 仮に繁殖し ていたと し ても その数は少ない

可能性が高い。 海上では、 繁殖期には県西部の沖合でも 観察さ れている ほか、

隠岐航路では繁殖期の前後などにも まれに確認さ れるこ と がある。

存続を脅かす原因

　 繁殖地へのネズミ 類の侵入は小型海鳥類に対し ては深刻な問題である。 また、

カラ ス類による捕食も 考えら れ、 磯釣り などで訪れた人のゴミ の残置がこ れらの

定着を助長する可能性も 懸念さ れる。 海上では油汚染により 一気に危機的な状況

が増大する可能性があり 、魚網への絡まり なども 起きている可能性も 考えられる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

環境省中国四国地方環境事務所・ 特定非営利活動法人隠岐し ぜんむら （ 2 0 2 4 ） 令和5 年度マリ ンワーカ ー事業 大山隠岐国立公園隠岐地域星神島ド ブネズミ 駆除業務報告書. 5 4 pp . 環境省中国四国地方環
境事務所, 岡山.
環境省自然環境局生物多様性センタ ー（ 2 0 2 3 ） 2 0 2 2 年度モニタ リ ングサイ ト 1 0 0 0 小島嶼（ 海鳥） 調査報告書. 1 6 2 pp . 環境省自然環境局生物多様性センタ ー, 富士吉田.
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
佐藤仁志・ 森茂晃・ 八幡浩二（ 2 0 1 2 ） 隠岐諸島における カ ンムリ ウミ スズメ Sy n th lib o ra m ph us w um izu su m e の生息状況. ホシザキグリ ーン財団研究報告, 1 5 : 2 9 9 -3 0 6 .
山本裕（ 2 0 1 0 ） カ ンムリ ウミ スズメ . B ird  Resea rc h  N ew s, 7 (9 ): 4 -5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

カ ンムリ ウミ スズメ
チド リ 目ウミ スズメ 科

Syn th l ib o ram ph u s w u m izu su m e  ( Tem m in ck, 1836)

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 国内では5 ,0 0 0 つがい以下と の推定も あり 、 県内の確実な繁殖地は隠岐諸島

の無人島1 カ 所のみで、 その存続基盤はき わめて脆弱である。

概　 　 要

　 全長約2 0 cmの小型の海鳥。 全体に黒褐色で、 腰に白色部はない。 翼はウミ

ツバメ 類と し ては短めで、 上面は大雨覆が淡色のため、 その部分が淡い帯状に

見える。 初列風切基部の羽軸は白いが、 野外での確認は難し い。 日本のほかロ

シア極東部、 韓国、 中国沿岸の離島で繁殖し ている。 国内には夏鳥と し て渡来

し 、 青森県、 岩手県、 石川県、 京都府、 福岡県などの島嶼で繁殖し ている。 繁

殖地では、 夜間に飛来し 、 夜明け前に飛び立つ。 岩の隙間や土中に穴を掘っ て

営巣するほか、 オオミ ズナギド リ の古巣などを利用し て繁殖する。 繁殖期以外

は外洋に生息し 、 生活史や食性についてはほと んど知ら れていないと さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土側では松江市で保護個体の記録が2 例ある ほか、 海上は生息域と し て考

えら れる も のの、 確実に生息地と し て判明し ている のは隠岐諸島の繁殖地の

みである。 隠岐諸島では、 1 9 5 3 年および翌年に成鳥と 雛が採集さ れ、 本種の

繁殖が明ら かになっ たが、 その後はわずかな目撃情報のみであっ た。 2 0 0 5 年

にモニタ リ ングサイ ト 1 0 0 0 海鳥調査で、 無人島の一つで繁殖し ている こ と が

改めて確認さ れた。 その後も 2 0 1 0 年度以降3 年毎に行われている 同調査で継

続し て巣が確認さ れている。 ただし 、 こ れまでは本種のよう な小型海鳥類の繁

殖地の脅威になると 考えら れるネズミ 類の生息が確認さ れていなかっ たと こ ろ

へ、 2 0 2 1 年度に環境省によ り 実施さ れた調査でド ブネズミ の侵入が確認さ れ

た。 モニタ リ ン グサイ ト 1 0 0 0 海鳥調査では、 2 0 1 0 年度以降、 固定調査区が

設定さ れているが、 2 0 2 2 年度は7 巣のみで、 それまでの1 3 ー3 7 巣に比べて大

幅に減少し ている。 同省は2 0 2 2 年度から 殺鼠剤散布による 駆除を 試みている

が油断でき ない状況と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 繁殖地へのネズミ 類の侵入は小型海鳥類に対し ては深刻な問題である。 また、

カラ ス類などによる捕食も 考えら れ、 磯釣り などで訪れた人のゴミ の残置がこ れ

らの定着を助長する可能性も 懸念さ れる。 また、 繁殖が確認さ れている島は小さ

く 、 オオミ ズナギド リ も 繁殖し ているため、 営巣場所をめぐる競合も 考えられる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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選定理由

　 19 71年に国内における野生個体は絶滅し たが、 野生復帰の取り組みが進み、 現在

では再導入さ れた個体が全国各地で繁殖し ている。 県内では、 この放鳥由来の個体

が繁殖し ているほか、 冬期には大陸産の野生個体がまれに渡来する。 繁殖地が限ら

れた地域に限定さ れていること、 種の存続には十分ではない生息数であること から

絶滅のおそれがある。種の保存法に基づく 国内希少野生動植物種に指定さ れている。

概　 　 要

　 本種は全長が約110 cm、 翼を広げると 2m以上にも なる大型の鳥。 体と 尾羽は

白く 、 翼の風切羽が黒い。 嘴は太く て長く 、 成鳥は黒い。 脚は赤い。 野生個体の繁

殖地は、 シベリ ア南東部から中国東北部で、 冬季は中国東南部へ渡る。 かつては国

内に広く 分布し ていたが、 狩猟圧、 営巣木の消失、 餌資源の減少と 水銀中毒、 個

体数減少による遺伝的多様性の低下など多く の要因により 野生絶滅と なった。 その

後、 人工繁殖の成功によって飼育個体が増え、 2 0 0 5 年から野生復帰に向けた放鳥

が開始さ れた。 現在は国内に5 0 0 羽以上の再導入由来の個体が生息し ている。 湿

地や河川、 浅い湖沼や里地の水田などで採食し 、 浅い水辺をゆっく りと 歩きながら

獲物を探し 、 長い嘴で捕らえる。 食性は動物食で、 おもに魚類のほか、 両生・ は虫

類、 昆虫類や甲殻類など多種多様なものを食べる。 繁殖期は3 ー7 月で、 人工構造

物の上に直径2m近い大きな巣を作る。 卵は2 ー5 個産卵し 、 31ー3 5日でふ化する。

雛は約2カ月で巣立つ。親鳥は雌雄交代で抱卵と 育雛を行う 。国の特別天然記念物。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大陸産のも のと 見ら れる野生個体は、 斐伊川や飯梨川河口周辺などで記録が

あるほか、 隠岐（ 島後） では複数回越夏し たこ と がある。 野生復帰による放鳥

個体は、 2 0 0 5 年以降、 県内各地に飛来し ていたが、 2 0 1 7 年から 雲南市で繁

殖が始まっ た。 2 0 2 2 年頃から は県内各地で複数のつがいによ る造巣行動が確

認さ れるよう になり 、 2 0 2 5 年には県内で4 つがいが繁殖し た。

存続を脅かす原因

　 開発や耕作放棄地の増加などによる生息適地の減少や農薬の使用による採食

条件の悪化など。 営巣適地の不足や再導入個体の遺伝的多様性の低さ 。

特記事項

　 再導入個体の考え方について は、 2 0 1 9 年の環境省レ ッ ド リ スト の見直し

で、 野生絶滅（ EW ） の基準を 満たさ ない状況を 5 年以上にわたっ て維持し て

いるこ と を踏まえて絶滅危惧 IA  類（ CR） に変更し たこ と を参考と し た。 なお、

2 0 2 6 年3 月の見直し では、 絶滅危惧ⅠB類（ EN ） に変更さ れている。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）●参考文献
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星野由美子・ 森脇昭子・ 高橋誠（ 2 0 2 3 ） 島根県雲南市大東町における コ ウノ ト リ 繁殖行動のビ デオ録画によ る 観察結果. 野生復帰, 1 1 : 1 5 -1 9 .
兵庫県教育委員会・ 兵庫県立コ ウノ ト リ の郷公園（ 2 0 1 1 ） コ ウノ ト リ 野生復帰グラ ン ド デザイ ン . 3 6 pp . 兵庫.
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
内藤和明・ 星野由美子・ 高橋誠二（ 2 0 2 0 ） 野外でのビ デオ録画によ る コ ウノ ト リ の繁殖の行動解析. 野生復帰, 8 : 1 -9 .
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選定理由

　 世界的に局地的な分布で、 生息環境の減少が深刻と さ れる。 県内の渡来数は

1 ～数羽程度であり 、 毎年のよう に越冬あるいは越夏する個体が観察さ れるが、

も と も と 生息に適し た環境は少ないため、 存続基盤は脆弱と 考えら れる。 絶滅

のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律で国内希少野生動植物種に

指定さ れている。

概　 　 要

　 全長約7 0 ー8 0 cm。 し ゃ も じ 形の長い嘴は、 成鳥は全体に黒く 皺があるが、

若鳥は皺がなく 肉色を帯びている。 体は全体に白いが、 成鳥の夏羽は冠羽と 胸

に黄色味があるほか、 幼鳥や若鳥は翼の先端が黒く 、 飛翔時に目立つ。 ヘラ サ

ギに似ているが、 眼先は黒い皮膚が露出し ている。 干潟、 水田、 河川、 湖沼な

どの湿地に生息し 、 嘴を半開き にし て水の中に入れ、 横に振り ながら 、 魚類や

甲殻類などを捕食する。朝鮮半島北西部と 中国東北部などで繁殖し 、台湾、香港、

中国、 ベト ナム、 日本などで越冬する。 かつては九州の干潟に局所的に越冬す

る鳥で、 世界的にも 香港や台南に大き な越冬地がある程度だっ たが、 その生息

数は急激に増加し ていると さ れる。 し かし 、 こ の増加のすべてが個体数の増加

ではなく 、 見つかっ ていない越冬地が開発などで消失し 、 既知の越冬地に移動

し てき た可能性も ある と 考えら れている。 国内の記録数も 1 9 9 0 年から 2 0 2 4

年にかけて増加傾向にあるが、 生息環境は狭まり つつあると さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に旅鳥または冬鳥と し て1 羽ある いは数羽程度が観察さ れる。 県内には

干潟のよう な広い湿地環境がほと んどないが、 水深が浅い砂泥地がある河口部

や湖岸、 水田などで採食する姿が見ら れる。 県東部には、 流入河川の広い河口

部と 周辺に水田地帯などがある宍道湖や中海があり 、 県中部や西部に比べると

記録が多い。 越夏するこ と も あり 、 その場合は若齢個体であるこ と が多いと 考

えら れる。 隠岐諸島でも 確認さ れているが、 一時的な渡来と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 国内では生息環境が開発や整備などで狭まっ て来つつある と さ れる 。 また、

餌生物から の有害物質の摂取の懸念のほか、 釣り 糸の絡まり などの事故も 多く

なっ ていると さ れる。 県内では、 も と も と 生息に適し たが環境が少ないため、

人為的な改変や植生遷移などで狭まっ た場合には影響が大き いと 考えら れる 。

また、 一時的でも 極端な増水あるいは渇水などで生息環境が縮小し たり、 写真

撮影などで過度な接近が繰り 返さ れたり するこ と による影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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国繁殖分布調査では2 0 1 0 年代にかけて西日本の記録が減少し たと さ れる。 繁

殖環境の保全が重要であるほか、 越冬地での狩猟圧の影響も 懸念さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 過去には宍道湖西岸域などで繁殖が確認さ れており 、 現在も 繁殖期に観察さ

れる こ と から 夏鳥と し て渡来し ている と 考えら れる。 ただし 、 1 9 9 0 年代も し

く は2 0 0 0 年代の初め頃までは繁殖期の観察情報が比較的ある が、 近年は少な

い。 また、 秋の渡り の時期あるいは繁殖期でも 渡来初期に観察さ れるヨ シ原は

いく つかあるが、実際に繁殖し ている可能性がある場所はわずかと 考えら れる。

2 0 2 4 年に県東部で生息に適し ている と 思われる 場所から 任意に5 カ 所を 選択

し て行っ た調査では、 繁殖は未確認だが1 カ 所だけ6 ー7 月に2 羽以上の生息が

確認さ れた。 県東部では冬季（ 1 2 ・ 1 月） の記録や3 月の観察例も ある。 隠岐

諸島は古い文献に繁殖を示唆する記載があるも のの、 近年は一過性の渡来の可

能性がある程度と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 ヨ シ原などの生息適地の減少や湿地の改変。 繁殖期に河川や湖沼で極端な増

水が起き た時の影響も 懸念さ れる。 ほかに東南アジアなどの越冬地や中継渡来

地における生息環境の悪化など。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

選定理由

　 県内で繁殖期に確認さ れる 個体数が減っ ている と 考えら れる 。 本種（ 亜種）

の生息に適し た抽水植物の群落が広がる湿地が県内には少なく 、 こ う し た環境

は人為的な改変も 受けやすい。

概　 　 要

　 小型のサギ類で全長約3 7 cm。 全体に茶褐色から 淡黄色の羽色で、 成鳥と 幼

鳥あるいはオスと メ スで模様に違いがある。 近縁のオオヨ シゴイ やリ ュ ウキュ

ウヨ シゴイ と は、 羽色のほか、 本種（ 亜種） の虹彩は円く 後方で途切れないこ

と で見分けら れる。 夏鳥と し て5 ー6 月頃に渡来し 、 ヨ シやガマ、 マコ モなど

の抽水植物が繁茂する湖沼や河川の岸辺などに生息する。 ヨ シ原や水面の上を

低く 飛ぶこ と はあるが、 ほと んど草むら の中に潜んでいて姿を見る機会は少な

い。 渡来初期に、 なわばり を示すよう な追尾行動が見ら れる。 夕方や早朝など

に「 ウー ウー」 と う めく よう な声で鳴く こ と があり 、存在に気づく 場合も ある。

繁殖はヨ シやガマなどの茎や葉を 支えに営巣し 、 4 ー8 個の卵を 産む。 単独で

営巣するが、 良好な生息地では数個から 十数個の巣が集中するこ と がある。 多

く の場合、 待ち伏せし て魚類やカ エルなどを捕食する。 警戒すると 嘴を上に向

けて頸を伸ばし て静止し 、 周囲の環境に擬態するこ と でよく 知ら れている。 全

●参考文献
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は動物食で、 沢筋や谷間の渓流などでサワガニやミ ミ ズ、 魚類などを捕食する。

繁殖期は5 ー7 月で、 樹上に皿形の巣を つく る がコ ロ ニー性はなく 、 つがいご

と に分散し て繁殖する。 特に沢沿いの湿潤な環境を好み、 樹冠が閉じ た薄暗い

谷地形に営巣するこ と が多い。 1 回の繁殖で3 ー5 個の卵を産み、 親鳥は交代で

抱卵する。 約2 5 日で雛がふ化し 、 約1 カ 月で巣立つ。 開けた場所にはほと んど

出ず、単独行動するために観察さ れる機会は少ないと 考えら れる。 全国的には、

2 0 0 0 年代までは減少傾向にある と 言われていたが、 2 0 1 0 年代は観察地点が

増加し た。 こ れは環境省レ ッ ド リ スト に選定さ れ注目さ れたこ と と、 調査方法

が確立し たこ と に起因し ている可能性がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏鳥と し て4 月上旬から 中旬に渡来する。 県内では隠岐を含む各地の山地か

ら 丘陵地で鳴き 声の確認などの情報がある が、 繁殖の確認はき わめて少なく 、

その数や分布などの状況はほと んどわかっ ていない。

存続を脅かす原因

　 森林の開発や伐採、 林相の変化などによる生息適地の減少など。 越冬地や中

継地である東南アジアの森林減少も 影響を与えていると 考えら れる。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

選定理由

　 おも に夜行性で森林に生息するため県内の生息状況は十分に把握さ れていな

い。 繁殖状況など不明な点が多いが、 生息環境の減少と と も に生息数も 減少傾

向にあると 考えら れる。 今後も 情報の集積や調査が望まれる。

概　 　 要

　 本種はペリ カ ン目サギ科に属する中型のサギで、 全長約4 9 cm。 頭頂が茶褐

色で部分的に暗青色が入る。 後頭の羽毛が短い冠羽状。 喉から 体下面は淡褐色

で前頸から 胸には数本の黒褐色の縦斑がある。 脇腹と 下腹部には褐色斑が不規

則にある。 雌雄同色。 本種は、おも に夏鳥と し て本州の新潟県以南、四国、九州、

伊豆諸島などに渡来し 、 低山や丘陵地のスギ、 ヒ ノ キなどの針葉樹やク リ 、 ナ

ラ 類などの落葉広葉樹、 ある いは針広混交林のよく 繁っ た樹林に生息する。 丘

陵地の谷戸田のよう な里山の環境が生息に適し ていると 考えら れる。 おも に夕

方から 夜間にかけて、 あるいは雨や曇り の日の日暮れから 数時間と 夜明け前の

数時間、ゆっ く り し たテンポで「 ボォ ー ボォ ー」 と いう 低い声で繰り 返し 鳴く 。

夜行性のため日中は林内で休息し ているも のが多いが、 茂みの中や木陰などの

暗い場所では活動し ているこ と がある。 冬季は、 フ ィ リ ピンおよび台湾を含む

中国南部などで越冬するほか、 一部は南西諸島や種子島などで越冬する。 食性
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ら 6 月下旬で抱卵期間は3 0 ー3 5 日。 行動圏は広く 、 育雛中、 巣から 1 0 k m以

上離れた場所まで蜂の巣をと り に出かけるのは、 ごく 日常的なこ と であると さ

れる。 また、 ディ スプレ イ フ ラ イ ト は繁殖期を通し て見ら れるが、 巣の近く の

みでなく 、 1 0 k m以上離れた場所でも 観察さ れる と いう 。 2 0 1 6 ー2 0 2 1 年の

全国繁殖分布調査では、 記録メ ッ シュ 数は増加し ているが現地調査の確認地点

数は減少し ており 、 個体数の増減は明ら かでないと さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏鳥と し て渡来し 、 丘陵地から 山地にかけて見ら れる。 行動圏の広さ も あり

県内の生息状況は十分に把握でき ていないが、 観察などの情報数から 考えると

個体数は多く ないと 推測さ れる。 1 9 9 0 年に浜田市で雛のいる 巣に蜂の巣を運

び込む様子が観察さ れるなど繁殖が確認さ れている。 隠岐諸島では、 夏季にも

観察さ れているこ と から 繁殖し ている可能性があると 考えら れるが、 確実な記

録は見当たら ない。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採や開発、 林相変化などによる生息適地の減少や餌動物の減少など

が考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

選定理由

　 本種（ 亜種） は食物連鎖の頂点に立つ猛禽類であり 、 里山の丘陵帯から 山

地において餌と なる生物が十分に生息でき る環境が保たれているこ と を象徴す

る。 県内の生息状況について十分に把握さ れているわけではないが、 個体数は

多く ないと 考えら れる上に、 営巣に適し た生息適地は減少し ている。

概　 　 要

　 種と し ては、 アジアおよびヨ ーロッ パに分布する。 国内には本亜種が夏鳥と

し て丘陵地から 山地の林に渡来し 、 5 月から 1 0 月頃まで見ら れる。 全長はオス

約5 7 cm、 メ ス約6 1 cmで、 ト ビ（ 全長約6 0 cm） と 同じ く ら いか少し 小さ い

程度の猛禽類で、 姿はク マタ カ に似ているが、 本種の方が飛翔時の翼の幅が狭

く 見える。 また、 飛翔中、 ほかのタ カ 類に比べると 頸が細長く 見える。 全体に

褐色を主体にし た色彩であるが、中間型（ 茶色形） や淡色形（ 白色形）、暗色形（ 黒

色形） などにグループ分けさ れるほど個体による変化が大き い。 タ カ の仲間で

あり ながら 蜂の幼虫を好んで食べると いっ た特異な習性を持っ ている。 地中や

樹上に作ら れたスズメ バチ類の巣を攻撃し て捕食し 、 雛にも 給餌する。 ほかに

も カ エルやト カ ゲなども 捕ら える。 アカ マツ、 カ ラ マツ、 スギ、 モミ などの針

葉樹や、 コ ナラ 、 ク リ 、 カ シ類などの広葉樹に巣をつく る。 産卵は5 月下旬か
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選定理由

　 森林性の大型のタ カ で、 生態系の頂点に立つ種である。 生息数が多く

ない上に、 山林の伐採や風力発電施設の新設などの開発行為に伴う 影響

が懸念さ れる 。 また、 近年繁殖率の低下も 指摘さ れている。

概　 　 要

　 種と し ては、 スリ ラ ンカ ・ イ ン ド 南西部から 中国南部・ 日本にかけて

分布する。 国内に生息する亜種ク マタ カ は、 韓国で観察さ れた情報も あ

る が、 日本が主要な生息地で あり 、 ほぼ日本特産の亜種と いえ る。 国

内では、 北海道から 九州にかけて留鳥と し て分布し 、 1 年中、 同一地域

で暮ら す。 国内の生息数については、 最低でも 約9 0 0 ペア（ 1 ,8 0 0 羽）

が確認さ れたと いう 報告がある。 生息域の地形的要素と し ては大き な谷

が重要で、 行動圏は4 ー2 5 k m² と いわれている 。 餌はノ ウサギ、 テンな

どの哺乳類や、 アオダイ ショ ウ、 シマヘビなどの爬虫類、 ヤマド リ 、 キ

ジなど中型以上の鳥類が多い。 1 ー2 月頃、 求愛行動や巣材運びを 行い、

3 月下旬から 4 月に産卵する 。 繁殖は古い巣を 直し ながら 毎年使用する

こ と が多く 、 行動圏内に予備の巣を持つこ と が知ら れている。 営巣に使

用する木は、 アカ マツ などの針葉樹の大木が多く 、 幹上部の大枝の分か

れ部などに、 直径1 m以上、 厚さ 7 0 cm以上の大き な巣を 作る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 ある程度急峻な斜面を持つ谷のある 森林地帯が主たる生息域で、 平野

部と 里山低地部を 除く ほぼ全域に生息し ている。 営巣は、 山地の中腹よ

り 下部の針葉樹林の大木で行う こ と が多く 、 高樹齢の林内や伐採跡地な

どを餌場と する。

存続を脅かす原因

　 ダムや道路建設などの林地開発、 松く い虫被害等による 繁殖し ていた

アカ マツの消失、 森林伐採や、 有害化学物質の蓄積による 繁殖力の低下

など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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選定理由

　 本種（ 亜種） は里山部における食物連鎖の頂点に立つ大型の猛禽類で、

その生息基盤が脆弱である。 関東などでは近年生息数が増加し 、 レ ッ ド

データ ブッ ク のラ ンク が下げら れたり し ているが、 本県においてはその

よう な状況はみら れない。 県内で繁殖が確認さ れている地域は、 里山の

比較的人の生活圏に近い場所で、 開発行為が行われやすいこ と や、 松く

い虫被害に伴い営巣に適し たアカ マツの枯死などによ り 生息環境が悪化

し てき ている 。

概　 　 要

　 種と し てのオオタ カは、 ユーラ シア大陸および北アメ リ カ 大陸の北部を

中心に北半球に広く 分布し ており 、本亜種は国内では留鳥と し て南西諸島、

南方諸島を除く 九州以北に分布する。 オスの全長約5 0 cm、 メ ス約5 6 cm

のカ ラ ス大の猛禽類で、 森林内や森林に接し た草地や農地に生息する。

おも にハト 類などの鳥類を餌と し ており 、 まれにノ ウサギなどの哺乳類も

捕食する。 アカ マツなど針葉樹の太枝の付け根などに、 小枝を組み合わ

せた直径6 0 ー7 0 cm、 厚さ 5 5 cmほど の巣を かける。 5 月頃3 ー4 個の淡

青灰色の卵を産み、 抱卵日数は3 5 ー3 8日で、 おも にメ スが抱卵する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 里山を中心に広く 生息し ているが、 繁殖個体は限ら れてお

り サシバの繁殖個体数に比べると かなり 少ない。 冬に漂行し た個体が農

耕地や川原などで比較的よく 見ら れる 。 以前は、 夏季にも 個体が確認さ

れるこ と などから 、 繁殖が確実視さ れていたが、 営巣確認には至っ てい

なかっ た。 近年（ 2 0 0 0 年頃から ） になっ て、 数は多く はないが繁殖が

確認さ れるよう になっ た。 繁殖は低山部の森林で行い、 営巣木はアカ マ

ツが多い。

存続を脅かす原因

　 林道整備などの開発行為による生息環境の悪化、 近年の松く い虫被害

に伴う 営巣木と し て利用するアカ マツ の枯損など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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Accip ite r g en til is f u jiyam ae  ( Sw ann  ＆ Hartert,1923)

絶滅危惧Ⅰ類
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絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 かつては、 県内の里山で普通に見ら れたが、 近年渡来数が激減し た。 人里に

近い環境に営巣するため、 人為的な改変によ り 影響を受けやすく 、 タ カ 類の中

ではも っ と も 減少率が高い種と 考えら れ、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 日本、 朝鮮半島、 中国東部で繁殖し 、 南西諸島、 中国南部、 東南アジアで

越冬する。 夏鳥と し て渡来する中型のタ カ で、 全長約5 0 cm、 翼開長1 1 0 cm。

頭部の白色の眉斑が特徴で、 本州から 九州の低山や丘陵などで繁殖する。 アカ

マツ 林に営巣する こ と が多く 、 巣はアカ マツ など の1 0 ー2 0 mの枝上に作り 、

生息環境がよければ毎年同じ 巣を補修し て連続し て使用するこ と が多い。 し か

し 、 近年では松く い虫被害に伴う アカ マツの枯損などにより 、 スギなどマツ類

以外の樹木に営巣するこ と が多く なっ ている。 餌場は、 水田や畑、 伐採跡地な

どの開けた土地で、 谷に水田が入り 込んだ地域を特に好む。 一方、 水田などが

ほと んどない里山にも 生息するこ と が知ら れており 、 山サシバまたは山のサシ

バと 呼ばれている。 近年の調査により 、 里サシバは急激に減少し たが、 山サシ

バはほと んど変わっ ていないこ と が分かっ てき た。 里サシバは、 電柱や木の枝

などにと まっ て地上にいる ヘビやカ エル、 ト カ ゲ、 大型昆虫などを捕食する 。

「 ピッ ク イ ー」 と か「 キンミ ー」 と 聞こ える 独特の鳴き 声が特徴。 春に南方か

ら 渡来し 、 4 月末から 5 月初めにかけて2 ー4 個の卵を 産む。 1 カ 月ほど で雛が

かえり 、 4 0 ー4 5 日で巣立つ。 1 0 月初旬頃、 大群で渡り をする事が知ら れてい

る が、 日本海側では太平洋側のよ う に大き な群れを 見る こ と がないこ と から 、

山陰地方で繁殖し た個体は、 瀬戸内海に抜けて九州に入り 、 島つたいに東南ア

ジア方面へ渡っ ていく のではないかと 考えら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域の里山に生息し 、特に谷あいの入り 組んだ水田地域を好む。 中には、

里山の森林地帯を中心に生息する個体も みら れ、 近年では森林地帯の個体が多

く なっ ている。

存続を脅かす原因

　 里部における森林の開発、 松く い虫による営巣木の減少、 谷奥部の水田や畑

地の放棄、 東南アジアなど越冬地や中継渡来地における生息環境の悪化など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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東淳樹（ 2 0 0 4 ） サシバと その生息地の保全に関する 地域生態学的研究. 我孫子市鳥の博物館調査研究報告, 1 2 : 1 -1 1 9 .
東淳樹・ 時田賢一・ 武内和彦・ 恒川篤史（ 1 9 9 9 ） 千葉県手賀沼流域における サシバの生息地の土地環境条件. 農村計画学会誌， 1 8 (1 8 -supp l)： 2 5 3 -2 5 8 ．
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環境省自然環境局野生生物課（ 2 0 1 3 ） サシバの保護の進め方．  h ttp s ://w w w .env .g o .jp /p re ss/fi le s/jp /2 3 7 0 6 .p d f, (2 0 2 5年9 月1 日閲覧)
植田睦之・ 百瀬浩・ 中村浩志・ 松江正彦（ 2 0 0 6 ） 栃木県と 長野県の低山帯における オオタ カ ・ サシバ・ ハチク マ・ ノ スリ の営巣環境の比較． 日本鳥学会誌， 5 5 (2 ): 4 8 -5 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

サシバ
タ カ 目タ カ 科

Bu ta stu r in d icu s ( Gm elin , 1788)

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

鳥
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

3333

https://www.env.go.jp/press/files/jp/23706.pdf,


ツツキの古巣を利用し て営巣する。 鳴き 声は「 ブッ  キョ ッ  コ ー」 と 3 音で鳴く

独特なも ので、「 ブッ・ ポウ・ ソ ウ」と 聞こ えるこ の声を「 仏法僧」と ききなす。「 姿

のブッ ポウソ ウ」 に対し 「 声の仏法僧」 と 呼ばれている。 鳴き 声は夕方から 夜

半にかけてと 早朝によく 聞かれ、 深夜にはあまり 鳴かない。 繁殖地に渡っ てき

た直後には、 昼間に鳴く こ と も ある。 1 回の繁殖で4 ー5 個の卵を産み、 抱卵期

間は約2 4 日。 ふ化後、 約3 週間で巣立つ。 全国繁殖分布調査では、 1 9 7 0 年代

以降、 確認地点が減少を続けており 、 個体数が減少し ていると 思われる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地のブナ帯を主と する豊かな自然環境が残存する森林に、 わずかに生

息し ているが、 夜行性のため確認さ れにく いこ と も あり 、 県内の生息状況や分

布については不明な点が多い。 県東部や西部には、 本種の鳴き 声が比較的よく

聞かれる山地がある。 なお、近年の観察情報のほと んどは春の渡り の時期（ 5 ー

6 月上旬） の記録であり 、 繁殖期の生息状況に注意する必要がある。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採や開発、 営巣木と なる大木の減少、 越冬地や中継渡来地における

生息環境の悪化など。 餌資源と なる甲虫などの昆虫類の減少。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

選定理由

　 本種（ 亜種） は夜行性と いう こ と も あり 、 県内の生息状況は十分に把握さ れ

ていないが、 近年、 こ れまで生息し ていたと さ れる地点で観察さ れなく なるな

ど、 個体数が減少し てき たと 思われる。 も と も と 生息数が多く ないう えに、 生

息地は限ら れており 、 森林環境の変化や越冬地の環境変化による絶滅が懸念さ

れる。

概　 　 要

　 本種（ 亜種） はフ ク ロウ科コ ノ ハズク 属で、 フ ク ロウの仲間では国内最小の

全長約2 0 cm。 体色は、 淡灰褐色の体に黒色、 褐色、 淡い橙色、 白色などが複

雑に入り 交じ り 、 樹木の幹や枝と 見分けにく い。 また、 全体に赤褐色を帯びた

赤色型の個体がいる。 虹彩は黄色で頭部には羽角がある。 天敵などが近づく と 、

羽角を立て、 体を細く し て木などに擬態する。 ふし ょ のほぼ全体が羽毛に覆わ

れているが足指にはない。 翼の羽には消音機能が備わっ ており 、 羽音を立てず

に飛び回り 、飛翔する夜行性の昆虫類を足でつかみと る。 おも に森林に生息し 、

日中は木の枝上や樹洞内などの暗いと こ ろ で休息し ている。 ユーラ シア大陸の

ウスリ ーから 中国、 東南アジア、 イ ンド にかけて分布し 、 国内には九州北部か

ら 北海道にかけて夏鳥と し て渡来し 繁殖する。 繁殖期は5 ー6 月で、 樹洞やキ

N o  Im ag e
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）
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絶滅危惧Ⅰ類
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中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

たこ と が問題と なっ た。 中国地方では、 巣箱による保全が行われるこ と で個体

数が増加し た地域がある。 1 回の繁殖で3 ー5 個の卵を産む。 抱卵は雌雄が交代

で行い、 2 2 ー2 3 日間で雛がふ化する 。 その後、 約2 6 日程度で巣立つ。 育雛中

に貝殻や金属片などを巣内に持ち込む習性があるほか、 巣内にはペリ ッ ト や甲

虫の死骸などが貯まっ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 以前は中山間地域を中心に県内全域で生息し ていたが、 近年はごく 限ら れた

地域でのみでし か生息が確認さ れていない。 おも に伐採地周辺や林縁にある大

型キツツキ類の古巣や橋梁の隙間などでの営巣が観察さ れている。近隣の広島、

岡山、 鳥取各県では電柱に巣箱を取り 付けるなどの保全活動により 生息数が増

加に転じ たと さ れるが、 島根県内での取り 組みは一部の限ら れた地域で行われ

ているのみである。

存続を脅かす原因

　 営巣木（ 大型キツツキ類やムササビなどの古巣がある大木） の朽壊、 橋梁の

架け替え工事などによる営巣環境の消失。 餌資源と なる甲虫などの昆虫類の減

少。 越冬地や中継渡来地における生息環境の悪化など。 カ メ ラ マンによる過剰

な接近など繁殖に影響を与えるよう な行為。

（ 執筆者： 星野　 由美子）

選定理由

　 近年、 急激に個体数が減少し ていると 考えら れる。 県内全域では自然木や橋

梁の営巣が多いと 考えら れるため、 森林伐採などによる繁殖に適し た営巣木の

減少や橋梁の工事などで営巣環境が不足するこ と により 、絶滅のおそれがある。

概　 　 要

　 本種（ 亜種） は、 ブッ ポウソ ウ科に属し 、 全長は3 0 cm程度。 金属光沢のあ

る青色の羽は、 光の具合で緑色にも 見える。 嘴と 脚は鮮やかな赤色。 初列風切

の基部近く は青味のある白色で、 飛翔時に翼を広げると 大き な白斑と なっ て見

えるのが特徴。「 ゲェ  ゲゲゲ」 と 濁っ た声で早口で鳴く 。 本種はアジア北東部

から オースト ラ リ アにかけて広く 分布し 、国内には本亜種が夏鳥と し て渡来し 、

本州、 四国、 九州で繁殖し 、 冬季には東南アジアへ渡る。 食性はおも に昆虫食

で、 大型の甲虫、 セミ やト ンボなどを好む。 周囲を見渡せる高い木の上や電柱

などにと まっ て餌を探し 、 飛翔し ながら 採食し て再び同じ と こ ろ に戻っ てく る

姿をよく 見かける。 繁殖期は5 ー7 月で、大型キツツキ類やムササビなどの古巣、

橋梁などの人工物の隙間を利用し て営巣する。 西日本で繁殖する個体群は、 以

前は木製電柱に大型キツツキ類が空けた古巣を利用し て営巣し ていたが、 電柱

がコ ンク リ ート 製へと 変更さ れたこ と で、 営巣場所が失われ、 生息数が激減し
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選定理由

　 本種（ 亜種） の個体数は多く なく 、 営巣に適し た土壁が必要であるなど、 特

定の環境を要するため、 生息適地は限ら れている。 特に垂直に近く 、 ある程度

の面積がある土壁は、 人為的に造成さ れた場所が多く 、 短期間で改変さ れるこ

と がある。 自然な土壁であっ ても 安定的に存続する こ と は少ないと 考えら れ、

今回の改訂にあたっ て2 0 2 3 年に実施し た巣穴調査では2 0 年前に巣穴があっ た

壁面の約6 7 ％が消失あるいは営巣に適さ ない状態になっ ていた。

概　 　 要

　 本亜種はカ ワセミ 科ヤマセミ 属の留鳥で全長約3 8 cm。 国内に生息するカ ワ

セミ の仲間ではも っ と も 大型。体の上面は白黒の鹿子模様であり 冠羽が目立つ。

種と し ては、 イ ンド シナ半島北部、 中国南部、 朝鮮半島、 日本に分布する。 国

内には、 本亜種が九州、 四国、 本州に生息するほか、 北海道に亜種エゾヤマセ

ミ が分布する。 山地の渓流や湖に留鳥と し て生息し 、「 ケッ 」、「 キュ ッ 」 など

１ 声ずつ区切っ て鳴く 。 繁殖期には「 ケッ ケッ ケッ ケッ 」「 キュ ルルルル」 と

雌雄で鳴き 交わす。 1 年を 通し てつがいごと になわばり を 持っ て分散し 、 おも

に山地の上流から 中流に生息する。 積雪期に下流域に漂行する個体も いる。 食

性は、 おも に魚類を食べるが、 甲殻類や水生昆虫も 捕食する。 空中や枝などか

ら 勢いよく 水面にダイ ビングし て魚を捕るため、 水深が5 0 cm以上の場所が餌

場と なる こ と が多い。 繁殖期は3 ー8 月で、 垂直に近い土の壁に深さ 9 0 ー1 4 0  

cmく ら いの穴を 掘っ て営巣する が、 古い巣を 再利用する こ と も ある。 1 つの

崖には1 ～数個の穴が掘ら れているこ と が多い。 巣穴の奥深く に卵を 産み、 親

鳥が交代で抱卵する。 ふ化後、 雛は約１ カ 月で巣立つ。 全国繁殖分布調査では

1 9 7 0 年代以降、 分布は縮小を続けている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 留鳥と し ておも に山地の渓流から 中流域、 湖沼などに広く 生息が認めら れる

が、生息密度は減少し ていると 考えら れる。 山地の粘土層（ 赤土） の営巣壁は、

河川などの水辺から かなり 離れた場所にも 存在する。 斐伊川・ 神戸川水系で調

査し た結果では、 営巣に利用する土の壁は、 高さ が5 m以上で、 傾斜は8 0 度以

上のも のがほと んどであっ た。

存続を脅かす原因

　 河川改修や開発などによる生息適地の減少。 渓流釣り などによる人の影響で

雛への給餌が減少するこ と も 知ら れている。 また営巣壁は時間の経過と と も に

植生に覆われたり 、 壁面が崩落し たり するこ と などで消失するこ と が多い。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）●参考文献

神保健次（ 1 9 9 2 ） 巣穴作り に適し た足－ヤマセミ －. 週間朝日百科 動物たちの地球, 2 7 : 6 8 -7 1 .・ 叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
笠原里恵･加藤和弘（ 2 0 0 7 ） ヤマセミ  Ce ry le  lu g u b r is  の育雛に釣り 人の存在が与える 影響． 日本鳥学会誌, 5 6 (1 ): 5 1 -5 7 .
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ヤマセミ
ブッ ポウソ ウ目カ ワセミ 科

M eg acery le  lu g u b ris lu g u b ris  ( Tem m in ck, 1834)

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 海岸部における生態系の頂点に立つ重要な種である が、 県内における

繁殖個体数は多く はない。 県内の海岸部は、 北海道や三陸海岸に次ぐ 国

内有数の繁殖地域である日本海側地域に含まれるが、 近年、 繁殖地付近

への人の立ち 入り などによる生息環境の悪化や、 有害化学物質の蓄積な

どによる繁殖率の低下などが危惧さ れる。

概　 　 要

　 種と し ては、 ほぼ全世界に分布し 、 こ のう ち亜種ハヤブサは東アジア

北部と 日本に分布する。 本県には、 留鳥と し て生息し 、 人の近寄れない

海岸や山の断崖の岩棚に営巣する 。 羽ばたき と 滑翔を 交互に行い、 直線

的に高速で飛翔し 、 ヒ ヨ ド リ などの中型の小鳥類を中心に捕食する。 飛

翔中の鳥の上空から 翼をすぼめて急降下し 、 脚で蹴り 落と し 捕ら えるこ

と が多い。 繁殖期は3 月下旬から 4 月上旬で、 岩だなの平坦部に直接3 ー

4 個の卵を産む。 約1 カ 月で雛がかえり 、4 0 日ほどで巣立つ。 冬季など、

非繁殖期には全国各地の海岸や平野部などに漂行し 、 特に広い水面や平

坦地のある 環境を 好む。 本県で は、 冬季に水田地帯など で漂行し て き

た個体が比較的よ く 確認さ れる。 環境省の全国鳥類繁殖分布調査では、

1 9 7 0 年代に比べ2 0 1 0 年代には確認さ れたメ ッ シュ がかなり 拡大し て

いるこ と が明ら かになっ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 繁殖個体は、 切り 立っ た岩場のある 海岸部に多く 、 島根半島や隠岐諸

島の海岸部で繁殖地が確認さ れている 。 近年になっ て、 内陸部において

も 繁殖が確認さ れたが、 こ れはまれなケースである。 一方、 非繁殖期に

漂行する個体は、 斐伊川など大河川の河口部や平野部で多く 見ら れ、 冬

季に個体密度が増加する。

存続を脅かす原因

　 繁殖地付近への釣り 人などの立ち入り による繁殖障害や、 農薬等に含

まれる有害化学物質の蓄積により 卵殻が薄く なるこ と によ るふ化率の低

下など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

五百沢日丸（ 2 0 0 4 ） 日本の鳥5 5 0  山野の鳥 増補改訂版． 3 8 3 pp． 文一総合出版， 東京．
黒田長久監修， C.M .ペリ ン ズ・ A.L.A .ミ ド ルト ン 編（ 1 9 8 6 ） 動物大百科7  鳥類I． 1 9 4 pp． 平凡社， 東京．
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年． 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会， 府中．
山田一太（ 2 0 2 3 ） 広島県における ハヤブサの営巣数の変化と 営巣環境. B ird  Resea rch , 1 9 : S2 3 -S2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ハヤブサ
ハヤブサ目ハヤブサ科

Fa lco  p e reg rin u s ja p o n en sis Gm elin , 1788

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種が好む湿潤な森林環境が伐採などにより 減少すると と も に、 営巣好適地

である倒木や低木の茂みが森林管理の変化やシカ による下層植生の食害などに

より 減少し ている。 また、 カ メ ラ マンによる過剰な接近や繁殖地への立ち入り

と いっ た人為的な影響も 懸念さ れる。 種の保存法に基づく 国内希少野生動植物

種に指定さ れている。

概　 　 要

　 本種はスズメ 目ヤイ ロチョ ウ科に属し 、 美し い色彩と 「 ホヘン ホヘン」 と 2

声ずつ大き な声で繰り 返し て鳴く 独特のさ えずり で知ら れている。 さ えずり の

期間はごく 短く 、 2 週間程度と さ れている。 全長は約1 8 cmで、 鮮やかな緑色

の背、 青色の翼と 腰、 赤色の腹から 下尾筒、 黒色の顔、 茶色の頭部を持つ特徴

的な外見をし ている。 飛ぶと 初列風切の白斑が目立つ。 脚は比較的長く 、 尾羽

は短い。 日本や中国南東部には夏鳥と し て渡来し て繁殖し 、 非繁殖期にはイ ン

ド や東南アジア各地で越冬する。 国内では本州中部から 四国、 九州に夏鳥と し

て見ら れ、 温暖な地域の森林に生息し 、 繁殖期には特に湿潤な落葉広葉樹林を

好むと さ れる。 食性は、 昆虫類やミ ミ ズを好み、 地上を歩き ながら 地中や落ち

葉の下に潜む小動物を 採食する こ と が多い。 繁殖期は5 ー7 月で、 巣は大木の

太い枝の股や根元の隙間、倒木周辺のく ぼみなどに、落ち葉や小枝を用いてド ー

ム状に作る。 1 回の繁殖で4 ー6 個の卵を 産む。 抱卵は雌雄が交代で行い、 約2

週間でふ化する。その後、1 4 ー1 6 日ほどで巣立つ。全国鳥類繁殖分布調査では、

1 9 9 0 年代にく ら べて2 0 1 0 年代で観察例は増加し た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内でのヤイ ロ チョ ウの確認事例は多く ない。 し かし 、 全国鳥類繁殖分布

調査によ る と 、 県内においても 2 0 1 6 年以降の調査では、 2 0 0 0 年以前の確認

数より 増加し ている。 かつては龍頭が滝や鰐淵寺周辺などの優れた照葉樹林が

残っ ている斜面部で確認さ れるこ と が多かっ たが、 近年は、 三瓶山周辺などの

夏緑樹林と スギ・ ヒ ノ キなどの植林がモザイ ク 状になっ ている森林で繁殖期に

継続し て観察さ れており 、 2 0 1 7 、 2 0 1 8年には顕著な抱卵斑がある メ ス個体

が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 伐採などに伴う 繁殖に適し た湿潤な森林環境の消滅、 越冬地や中継渡来地に

おける生息環境の悪化。 シカ の増加などによる 森林内の下層植生の急激な変化

など。 また、 営巣地近く への人の立ち入り 、 撮影などによる過剰な接近などの

行為は繁殖に影響を与える可能性が高く 懸念さ れる。

（ 執筆者： 星野　 由美子）●参考文献

林正敏（ 1 9 8 2 ） 長野県におけるヤイ ロチョ ウの繁殖初記録. Str ix , 1 : 1 2 3 -1 2 4 .
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 岩本富雄・ 中村 豊・ 川崎慎二・ 今野 怜・ 佐藤重穂・ 高 美喜男・ 高嶋敦史・ 滝沢和彦・ 沼野正博・ 原田 修・ 平野敏明・ 堀田昌伸・ 三上かつら ・ 柳田和美・ 松井理生・ 荒木田義隆・ 才木道雄・
雪本晋資（ 2 0 1 4 ） 全国規模の森林モニタ リ ン グが示す 5  年間の鳥類の変化. B ird  Re sea rch , 1 0 : F3 -F1 1 .
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： 松田均

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ヤイ ロチョ ウ
スズメ 目ヤイ ロチョ ウ科

Pitta  n ym p h a  Tem m in ck &  Sch legel, 1850

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 以前は渡り の途中にま れに見ら れる 旅鳥と 考えら れていたが、 近年

6 ー7 月の繁殖期における 確認個体数が増えてき ており 、 2 0 2 3 年7 月に

島根県中央部の里地地域で繁殖が初めて確認さ れた。 環境省レ ッ ド リ ス

ト で絶滅危惧ⅠB類に選定さ れており 、 国内における繁殖は東北地方の

日本海側を 中心に推定で1 6 0 つがい程度と さ れて いる。 こ のよ う な希

少な鳥類が島根県内で繁殖期に多く 確認さ れ、 繁殖も 確認さ れたこ と か

ら 新たに選定するも のである。

概　 　 要

　 アジア極東部の温帯地域で繁殖し 、東南アジアの熱帯地域で越冬する。

日本には夏鳥と し て渡来し 、 本州の平地や低山地の林縁、 果樹園などで

繁殖する。 国内の分布は局所的で、 本州西部では少ないと さ れている。

全長1 8 .5 cm、 頭から 首の後方は青灰色、 背から 尾羽、 翼の上面は赤色

がかっ た褐色。 胸・ 腹は白色で、 顔には目を通る太い黒線がでる。 メ ス

はこ の黒線が嘴まで届かず、 脇には褐色の横斑が見ら れる。 嘴は黒色、

脚は灰黒色。 昆虫類を主食と し 、 モズと 同様“ はやにえ” も つく る。 尾

を振り ながら 「 キュ ー・ キュ ー・ ギチ・ ギチ・ ギチ・ ギチ」 などと アカ

モズより も 濁っ た低い声で鳴く 。 環境省の第2 回および第5 回・ 第6 回自

然環境保全基礎調査の鳥類繁殖分布調査の比較では、 生息確認メ ッ シュ

数が4 8 から 1 0 へと 激減し 、生息状況が悪化し ていると 報告さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 繁殖地は比較的海岸部に近い里山斜面の混交林で、 前面に休耕田が広

がっ ているよう な環境であり 、斜面に生育するノ グルミ に営巣し ていた。

存続を脅かす原因

　 開発などによる 繁殖地の生息環境の消失、 越冬地・ 中継地おける環境

の変化、 地球温暖化など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
●参考文献

有岡英明・ 岡本智臣・ 小坂秀樹・ 内倉康幸・ 芦明也（ 2 0 2 5 ） 島根県内における チゴモズLa n iu s  tig r in u s の繁殖初記録． Str ix , 4 1 : 6 7 -7 2 .
田悟和巳・ 横山陽子・ 谷口裕紀・ 柏原 聡・ 樋口広芳（ 2 0 2 3 ） 日本海沿岸部における チゴモズLa n iu s  tig r in u sの分布と 個体数. 日本鳥学会誌, 7 2 (1 ): 6 7 -7 6 .
谷口裕紀.原田俊司.柏原 聡.横山陽子.大坪二郎.田悟和巳.樋口広芳（ 2 0 2 0 ） ジオロ ケータ によ る 絶滅危惧種チゴモズの渡り ルート の推定. 技術広報誌, 5 6 : 2 -3 .
渡辺健三・ 渡辺貴美恵（ 2 0 0 7 ） 広島県内におけるチゴモズの繁殖記録． Strix , 2 5 : 1 5 1 -1 6 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 北脇努

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

チゴモズ
スズメ 目モズ科

Lan iu s tig rin u s Drap iez, 1828

ー ー
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選定理由

　 県内では、 少なく と も 本土側の島嶼1 カ 所で繁殖記録がある ほか、 隠岐諸島

の無人島で夏季に観察記録がある。 いずれも 小さ な島で、 個体数は非常に少な

く 、 存続基盤はき わめて脆弱である。

概　 　 要

　 全長約1 7 cm。 シマセンニュ ウによく 似ているが、 体はやや大き めで嘴が長

い。 さ えずり は、「 チッ チ チョ イ チョ イ チョ イ 」 などと 聞こ える鳴き 方で、 シ

マセンニュ ウに似るがやや短い傾向がある。 日本鳥類目録ではシマセンニュ ウ

の亜種と さ れていたこ と も あっ たが、改訂第7 版（ 2 0 1 2 ）以降は別種扱いと なっ

ている。 本種は、 ロシア沿海地方や朝鮮半島、 日本の沿岸の島嶼で繁殖し 、 中

国南部から イ ンド シナ半島北部で越冬する。 国内では、 夏鳥と し て渡来し 、 伊

豆諸島のほか紀伊半島周辺や九州近海の小島などで繁殖し ている。 海岸に近い

ササ薮や草地、 照葉樹林などに生息する。 数百羽が生息し ている三宅島と 筑前

沖ノ 島を除けば島の面積が狭く 、 一つの島には数羽から 数十羽が生息し ている

に過ぎないと さ れるなど分布がき わめて局所的であり 、 総個体数は少ないと 考

えら れている。 干拓による陸地化で消失し た繁殖地があるほか、 ド ブネズミ な

どの侵入により 局所個体群が絶滅し やすい。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土側の島嶼1 カ 所で2 0 0 8 年に繁殖が確認さ れている。 隠岐では少なく と

も 2 カ 所の小島で複数年にわたっ て繁殖期にさ えずり が確認さ れたり 、 複数個

体が見ら れたり し ており 、 現在のと こ ろ 営巣や巣立ち雛などの確認には至っ て

いないが、 繁殖し ているも のと 考えら れる。 いずれの場合も 、 小さ な島の一部

にある草原と 灌木が混在するよう な環境で観察さ れるが、 こ のよう な適度な生

息環境が維持さ れるかなど、 今後の動向について注意深く 見守っ ていく 必要が

ある。 また、 近年、 繁殖期が終わっ て間も ないと 思われる時期に本土側のヨ シ

原で毎年幼鳥が確認さ れるこ と が明ら かになり 、 渡り の中継地と し ての重要性

が考えら れる。

存続を脅かす原因

　 県内で繁殖期に確認さ れている島嶼は小さ く 限ら れている上に、 繁殖に利用

する植生の範囲が限ら れるなど、 存続基盤が極めて脆弱。 ネズミ 類の侵入や増

加、 植生の変化などの影響は大き いと 考えら れ、 荒天などの一時的な影響も 懸

念さ れる。 また、 本土側の渡り の中継地と みら れるヨ シ原の縮小や植生遷移な

どの環境変化がどれほど影響を及ぼすか、まだ解明さ れているわけではないが、

幼鳥の生存率などに影響する可能性も 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

石本賢治（ 2 0 0 9 ） 島根県におけるウチヤマセンニュ ウの繁殖記録. ホシザキグリ ーン財団研究報告, 1 2 : 3 4 3 -3 4 6 .
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
森茂晃（ 2 0 2 3 ） シマセンニュ ウの渡り はじ めはいつかと 遡っ ていっ たら ウチヤマセンニュ ウの渡り に辿り ついた件. 2 0 2 3 年度(第3 7 回)日本鳥類標識協会全国大会 講演要旨集: 1 2 .
永田尚志（ 2 0 0 8 ） ウチヤマセンニュ ウ. B ird  Resea rc h  N ew s, 5 (5 ): 4 -5 .
日本鳥学会（ 2 0 1 2 ） 日本鳥類目録 改訂第7 版. 4 3 8 pp . 日本鳥学会, 三田.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ウチヤマセンニュ ウ
スズメ 目センニュ ウ科

Lo cu ste l la  p leske i Taczan ow ski, 1890

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 本種の集団渡来地は東日本に片寄っ ており 、 それも 局地的である。 琵

琶湖より 西の集団渡来地は斐伊川水系だけであり 、 特に斐伊川下流部や

河口部で集中し てみら れる。 国内に渡来するヒ シク イ は亜種オオヒ シク

イ 、 亜種ヒ シク イ 、 亜種ヒ メ ヒ シク イ の3 亜種が知ら れているが、 ほと

んどは亜種オオヒ シク イ と 亜種ヒ シク イ の2 亜種で占めら れている。 し

かし 、 斐伊川水系に渡来する ヒ シク イ はこ れら 2 亜種に比べ体サイ ズが

一回り 小さ い個体が多く 、 中にはマガン と 同サイ ズの個体も 見ら れる。

なお、 亜種オオヒ シク イ と 考えら れる 大型の個体も 数割含まれるが多く

はない。 当地に渡来するヒ シク イ は、 東日本に渡来する個体群と は繁殖

地や渡来ルート が異なる 可能性が高く 、 2 0 1 0 年4 月には日本海を 北上

し て大陸へ直接渡るルート が確認さ れるなど、 学術的にも 注目さ れる。

概　 　 要

　 1 9 7 1 年に国の天然記念物に指定さ れ保護さ れてから 、 その数が回復

傾向にある が、 渡来地は局地的。 現在、 国内には東北地方を中心に約2

万羽が渡来し ている。 国内に渡来する ヒ シク イ を 亜種レ ベルでみる と 、

タ イ ガ地帯をおも な繁殖地と する亜種オオヒ シク イ と 、 ツ ンド ラ 地帯を

おも な繁殖地と する亜種ヒ シク イ の2 亜種が渡来し ており 、 亜種オオヒ

シク イ の方が多く 渡来数の約2 /3 、 亜種ヒ シク イ が約1 /3 と いわれてい

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 集団で定期的に渡来するのは、 以前は斐伊川中流から 下流部であっ た

が、 近年は河口部一帯を中心に渡来する。 塒や餌場はおも に斐伊川の河

川敷内で、 中州を 塒と し 牧草やツルヨ シの根などを餌と し ていたが、 近

年は斐伊川河口周辺の水田地帯を餌場と するよう になっ てき ている。 斐

伊川水系に渡来するヒ シク イ は、 2 0 1 5 年頃までは1 0 0 羽前後で推移し

ていたが、 その後増加傾向にあり 近年は4 0 0 羽前後にまで 増加し てき

ている。

存続を脅かす原因

　 大規模な圃場整備に伴う 乾田化など餌場環境の悪化、 伝染病の蔓延な

ど。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

建設省中国地方整備局出雲工事事務所監修（ 1 9 9 7 ） 斐伊川水系の鳥類. 1 7 1 pp . 社団法人中国建設弘済会, 広島．
林野庁編（ 1 9 6 9 ） 鳥獣行政の歩み. 財団法人林野弘済会， 東京．
佐藤仁志（ 2 0 1 5 ） 松江市史 通史編1  自然環境・ 原始・ 古代, 8 4 2 pp． 松江市， 松江.
佐藤仁志編（ 1 9 8 5 ） 宍道湖の自然. 1 7 9 pp . 山陰中央新報社, 松江．
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城県における 越冬個体数の推移では、 2 0 1 2 年以降増加傾向で2 0 1 9 年の冬に

は3 0 0 羽以上になっ たと さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て、 お も に 宍道湖や中海の周辺で1 ～数羽が観察さ れて い る。

1 9 9 9 年以降は毎年のよ う に観察さ れているが、 記録がない年や越冬期の一時

期に限ら れる年も ある。 特に宍道湖西岸域でマガンの群れに混じ っ て観察さ れ

るこ と が多いが、 一時的な渡来の場合にはマガンに酷似する本種を発見し き れ

ず、 実態より 記録が少ない可能性も 考えら れる。 採食地はマガンと 同じ く おも

に刈り 取り 後の水田で、 塒は宍道湖の湖面のほか斐伊川の中州の場合も あると

考えら れる。 2 0 0 4 年4 月には出雲市で渡り の途中に渡来し たと 思われる2 5 羽

の記録がある。

存続を脅かす原因

　 採食地は非耕作期の水田であるこ と が多いが、 乾田化や作付けの変化などに

よっ て利用可能な場所が減少傾向にある。 塒や休息地あるいはその近く が釣り

やレ ジャ ーなどで使用さ れる場所と なる可能性も 考えら れるほか、 観察や撮影

などで過剰な接近や追いかけと いっ た人為的な影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

選定理由

　 世界的希少種で、 国内にも 少数が渡来する。 宍道湖西岸域を中心に、 一時期

は毎年のよう に１ ～数羽の渡来が確認さ れていたが、 近年は記録さ れない年も

ある。 越冬ではなく 一時的な出現と みら れる場合も 多く 、 安定し ていない。

概　 　 要

　 全長約5 8 cmの小型のガン類で、 マガンより 一回り 小さ い。 マガンによく 似

ているが、 嘴が小さ く て短く 、 ピンク 色味が強い。 成鳥では額の白色帯が嘴の

基部と 同じ 幅で頭頂まで達し ており 、 眼の周り に黄色の明瞭なリ ングがある 。

全世界で数万羽と 推定さ れており 、 2 つの個体群があると さ れる。 一つはスカ

ンジナビアから ヨ ーロッ パロシアで繁殖し 、 中欧南部から 中央アジアで越冬す

る個体群で、 も う 一つはアジア側ロシアで繁殖し 、 日本、 中国、 朝鮮半島など

で越冬する。 中国の東洞庭湖がも っ と も 大き な越冬地と さ れる。 1 9 8 0 年代後

半から 1 9 9 0 年代前半には中国で6 0 ,0 0 0 ー7 0 ,0 0 0 羽が生息し ていたと 推定さ

れていたが、 2 0 1 1 年には1 4 ,0 0 0 ー1 9 ,0 0 0 羽、 2 0 1 9 年には4 ,1 9 0 羽と 急激

に減少し ている。 国内では、 北海道や宮城県のほか、 秋田県、 新潟県、 石川県、

島根県などで記録があり 、 マガンの渡来地に重なる。 雁の里親友の会による宮

●参考文献

池内俊雄・ 澤祐介（ 2 0 2 1 ） 世界的に減少も 、 日本の越冬個体数が増加 希少ガン類のカ リ ガネ 本格的な研究スタ ート . 北海道野鳥だより , 2 0 5 : 4 -6 .

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.

北脇努（ 2 0 0 4 ） 本号の表紙. スペキュ ラ ム, 9 9 : 1 .

P E IR U  A O ,  X IN  W A N G , D IA N A  SO LO V Y E V A ,  FA N J U A N  M E N G , T O SH IO  IK E U CH I,  TE TSU O  SH IM A D A ,  J IN Y O U N G  P A R K ,  D A L I G A O , G U A N H U A  L IU ,  B IN H U A  H U , 

TSEVEEN MY ADAG N ATSAGDORJ , BOFU  ZH EN G , SERGEY  VARTAN Y AN , BATMU N K H  DAVAASU REN , JU N J IAN  ZH AN G , LE I CAO &  AN TH ON Y  D. FOX  (2 0 2 0 ) Ra p id  dec line  o f 

the  g eog ra ph ic a lly  restr ic te d  a n d  g lo ba lly  th rea te ned  Ea ste rn  P a lea rc tic  Le sse r W h ite -fronte d  Goose  An se r  e ry th ro p u s , W ild fow l (Spec ia l Issu e  6 ): 2 0 6 -2 4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ リ ガネ
カ モ目カ モ科

An ser e ry th ro p u s  ( Lin n aeu s, 1758 )

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 本県ではコ ハク チョ ウに比べ渡来数が少なく 、 渡来状況も 不安定であるこ と

から 、 動向を注意深く 見守っ ていく 必要がある。 かつてはマコ モが生育し てい

る水辺で過ごす個体群が見ら れていたが、 現在は絶えてし まっ ている。

概　 　 要

　 国内に渡来する ハク チョ ウ類は、 主と し てオオハク チョ ウと コ ハク チョ ウ

の2 種で、 令和5 年度の環境省のガン カ モ類生息調査では、 オオハク チョ ウが

2 7 ,6 0 7 羽、 コ ハク チョ ウが4 4 ,9 0 0 羽数えら れている。 本種は、 コ ハク チョ

ウより 一回り 大き く 、 全長約1 .4 m、 翼開長約2 .2 mで、 日本に生息する鳥類の

中でも っ と も 大き いも のの一つ。 コ ハク チョ ウより も 嘴の黄色の部分が広く 、

その先端が三角形にと がり 黒色部に食い込むのが特徴。 繁殖地は、 ユーラ シア

大陸のタ イ ガ地帯で、 コ ハク チョ ウが繁殖するツンド ラ 地帯より も 南部に位置

する。 国内には冬鳥と し て渡来し 、 越冬地は北海道東部から 関東にかけての太

平洋側で、特に福島県以北に数が多い。 国内で越冬し ているオオハク チョ ウは、

沿岸域ではアマモ、 内陸湿地ではマコ モやレ ンコ ン、 湿地周辺の草本類を採食

し 、 農地では水田の落ち籾やト ウモロコ シの落穂などを食べる。 ただし 、 水田

がおも な採食地になっ ているコ ハク チョ ウに比べると 、 自然の水辺環境で採食

するこ と が多いよう である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て県内に渡来するハク チョ ウ類の大半はコ ハク チョ ウで本種は少な

い。 おも に宍道湖や中海の周辺に見ら れ、 数羽から 十数羽の本種のみの群れで

いる 場合も ある が、 コ ハク チョ ウの群れに1 ～数羽が混じ る こ と が多く 、 水田

で採食し ているこ と が多い。 かつてはマコ モの群落があっ た神戸川河口部で群

れが見ら れたが、 河川工事の影響などから 近年は見なく なっ ている。 神戸川で

は、 近年は下流部で観察さ れるこ と があるが、 長期間の滞在はし ていないと 考

えら れる。 県中部や西部にも 一時的に渡来するこ と があり 、 江の川の中流部で

観察さ れたこ と も ある。 隠岐諸島にも 渡来するこ と があり 、 越冬と みら れる情

報も あるが、 ほと んどが渡り の途中の一時的な滞在と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 河川工事などによるマコ モなどの餌の減少と いっ た生息環境の悪化。 近年の

採食地は非耕作期の水田の場合が多いが、 乾田化や作付けの変化などによっ て

採食場所が減少傾向にある。

（ 執筆者： 森　 茂晃・ 佐藤　 仁志）
●参考文献

環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 2 5 ） 第5 5 回ガン カ モ類の生息調査報告書. 1 1 9 pp . 環境省自然環境局生物多様性センタ ー, 富士吉田.
神山和夫（ 2 0 1 5 ） オオハク チョ ウ. B ird  Resea rch  N ew s, 1 2 (1 ): 4 -5 .
島根県（ 2 0 2 5 ） 令和6 年度ガン カ モ類生息調査の結果(主要地域). 平成4 年度以降の主要地域の調査結果一覧（ P DFフ ァ イ ル） 神戸川. h ttp s ://w w w .p re f.sh ima ne .lg .jp /in d ustry /
no rin /chou jy u _ ta isa k u/g a n-k a mo .d a ta /R6 k a ndo .p d f, (2 0 2 5 年1 0 月2 8 日閲覧)
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選定理由

　 本県は、 朝鮮半島と 近い位置にあるこ と などから、 本種の渡来が比較的多い

と 考えら れる。 過去には、 宍道湖西岸域に毎年のよう に渡来し ていたこ と があ

り 、 貴重な地域と 考えら れる。 近年は渡来が確認さ れなかっ た年や、 渡来し て

も 一時的で越冬し ない年も あり 、 不安定な状況が続いている。

概　 　 要

　 全長約6 4 cmで、 ツク シガモと ほぼ同大の大型のカ モ類。 全身橙色だが頭部

は白色に近い。 嘴と 脚、 尾羽と 翼の先端は黒く 、 翼を広げると 白と 黒のコ ント

ラ スト が目立つ。 オスには頸部に黒色の輪があるが、 メ スにはない。 ユーラ シ

ア大陸中南部と アフ リ カ 大陸の一部に分布し 、 東アジアでは朝鮮半島や中国南

部、 日本などに冬鳥と し て渡来する。 ただし 、 国内に渡来する数は少なく 、 不

定期な飛来と 考えら れる。 環境省のガン カ モ類の生息調査によ れば、 1 9 8 2 年

には全国で3 4 羽と なっ ている が、 それ以降は2 0 1 3 年の1 7 羽や2 0 2 3 年の1 2

羽以外は数羽で、 記録さ れていない年も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て宍道湖や中海の周辺、 神西湖など県東部で確認さ れるこ と が多い

が、 一時的な通過と みら れる 場合も ある。 1 9 7 9 年以降ほぼ毎年少数が渡来し

ていたと さ れる が、 2 0 0 4 年度以降は不安定な渡来状況が続き、 記録がない年

も ある。 渡来し たほと んどの年は1 羽から 数羽だが、 1 9 8 7 年には斐伊川河口

に1 0 羽の群れが渡来し たこ と があり 、 2 0 2 4 年には県東部で9 羽の記録がある。

宍道湖や中海の周辺では、 水田に飛来し て落ち穂や青草などを採食する姿をよ

く 見る。 塒や休息地は水面に囲まれた砂州を利用するこ と が多い。 群れで渡来

し たと き は独自で行動する こ と が多いが、 1 羽など数が少ない場合にはマガン

の群れと 行動を共にするこ と も ある。 県西部では記録があるが、 中部は参照す

るこ と ができ た範囲の文献には記録が見当たら なかっ た。 隠岐諸島は古い文献

の記載のほか、 近年の確認例がある。

存続を脅かす原因

　 採食地は非耕作期の水田であるこ と が多いが、 乾田化や作付けの変化などに

よっ て利用可能な場所が減少傾向にある。 塒や休息地あるいはその近く が釣り

やレ ジャ ーなどで使用さ れる場所と なる可能性も 考えら れるほか、 カ メ ラ マン

による過剰な接近や追いかけと いっ た人為的な影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃・ 佐藤　 仁志）
●参考文献

環境省自然環境局生物多様性センタ ー（ 2 0 1 7 ） 第4 7 回ガンカ モ類の生息調査報告書. 1 9 6 pp . 環境省自然環境局生物多様性センタ ー, 富士吉田.

環境省自然環境局生物多様性センタ ー（ 2 0 2 5 ） 第5 5 回ガンカ モ類の生息調査報告書資料編. 8 0 pp . 環境省自然環境局生物多様性センタ ー, 富士吉田.

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.

公益財団法人ホシザキグリ ーン財団（ 2 0 2 5 ） 島根県内におけるカ モ科鳥類のカ ウン ト 結果報告（ 2 0 2 3 年度） . ホシザキグリ ーン財団研究報告, 2 8 : 1 -1 3 .

日本野鳥の会島根県支部（ 1 9 9 7 ） 第5 1 回愛鳥週間「 全国野鳥保護のつどい」 記念誌「 し まねの鳥」 . 1 9 8 pp . 島根県農林水産部森林整備課, 松江.
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アカ ツク シガモ
カ モ目カ モ科

Tad o rn a  fe rru g in ea  ( Palla s, 1764)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 本種は、 草原などの茂みの中に潜んでいるこ と が多く 、 観察さ れにく

いこ と から 、 生息状況が十分に把握さ れているわけではないが、 個体数

は多く ないと 考えら れる。 また、 生息場所である水辺の草原などが減少

し ており 、 気づかないう ちに数を 減ら し ている可能性がある。

概　 　 要

　 全長約2 9 cm。 キジバト より 少し 小さ く 、 尾羽は短いが脚は長い。 体

の上面は黄褐色で、 羽根の黒い軸斑が縦斑に見える。 顔から 腹部の中央

は青灰色で、 脇腹から 下腹部には白と 黒の横縞がある。 細長い嘴は下嘴

が赤く 、 眼も 赤い。 ユーラ シア大陸の温帯・ 亜寒帯などで繁殖し 、 亜寒

帯のも のはイ ンド 、 中国南部、 イ ンド シナ半島に渡っ て越冬する。 国内

では北海道や東北地方北部、 関東の一部などで繁殖し 、 中部以南などで

は冬鳥と し て見ら れる。 湖沼などの水辺の草原やヨ シ原、 水田や休耕田

などに生息するが、草むら に生息するため、姿を見るこ と は容易ではない。

半夜行性と さ れるが、湿地を歩いたり 泳いだり し ながら 、昆虫類、両生類、

魚類、 甲殻類などの動物質のほか、 草の種子なども 食べる。 警戒心が強

く 、 ちょ っ と し た物音などにも すぐ 反応し て隠れる。 単独あるいはつが

いで生活し 、 雛を連れて育てている時期以外は群れをつく るこ と はない。

なわばり 意識は強く 、 繁殖地でも 越冬地でも 一定の範囲を縄張り と し て

構え、 ほかの個体が侵入し てく ると 追い払う と いう 。 全国鳥類越冬分布

調査では、 1 9 8 0 年代と 比較し て2 0 1 0 年代は本州の太平洋側と 四国地方

で分布が拡大し ており 、 中国地方では減少し ていたと さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て水辺の草原やヨ シ原などで観察さ れるが、 草の茂みに潜ん

でいる こ と が多く 、 生息状況は十分に把握でき ていないと 考えら れる。

記録や観察例は、 県東部の宍道湖や中海、 神西湖の周辺などのほか、 県

西部の益田市などある程度限ら れているが、 ほかの地域にも 生息し てい

ると 思われる。 隠岐諸島では古い採集記録があるほか、 いく つかの文献

に記載がある。 2 0 2 0 年から 宍道湖グリ ーン パーク で実施し ているセン

サーカ メ ラ によ る モ ニタ リ ン グ調査で は、 1 0 月から 5 月にかけて毎年

確認さ れており 、 夜間ではなく 日中に行動する様子が記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息状況などに不明な点も 多いが、 水辺の草原やヨ シ原、 水田などの

生息適地の減少が考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.
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ー
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マなどの草むら や水田に枯れ草を積み上げて皿状の巣をつく る。 1 巣卵数は5 ー

9 個と さ れるが、 種内托卵や一夫多妻のメ スたちが一つの巣を 共同利用し て産

卵する ため、 1 0 個以上になる こ と も ある と さ れる。 早成性の雛は黒い幼綿羽

に覆われており 、 ふ化後2 ー3 日は巣で抱雛さ れるが、 その後は巣から 離れる。

2 0 1 6 ー2 0 2 1 年の全国繁殖分布調査で顕著に減少し ている こ と が明ら かと な

り 、 2 0 2 2 年に狩猟鳥獣の指定から 解除さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖の西岸域はヨ シ原が比較的多く あり 、 河川敷の草原や河畔林の中に小

さ な池や水路が点在する斐伊川をはじ め小河川も 複数あり 、 水田地帯が広がる

など、 本種の生息が見込まれる様々な環境があり 、 実際に留鳥と し て生息し て

いる。 また、 平野部でなく ても 水田やため池などがあると 観察さ れるこ と があ

り 、 県内に広く 分布し ていると 考えら れる。 隠岐諸島でも 留鳥と し て生息し て

いる。

存続を脅かす原因

　 圃場整備によ る水路のコ ンク リ ート 化や乾田化、 水田以外の作付けの増加、

河川の人工護岸化によるヨ シ原などの減少と いっ た生息環境の減少が考えら れ

る。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

選定理由

　 以前は普通に姿が見ら れていた宍道湖周辺などで、 近年はその機会が減り 、

特に雛連れを見るこ と が極端に少なく なっ た。 従っ て、 生息数が減少し ている

可能性が考えら れるが、 県内における生息状況の実態は不明である。 こ のまま

では気づかないう ちに絶滅に瀕する事態になり かねず、 注意喚起の意味も 含め

て選定する。

概　 　 要

　 全長約3 2 cmの中型のク イ ナのなかま。 雌雄同色で、 成鳥は額板から 嘴にか

けて赤く 、 嘴の先端は黄色。 体は黒く 側面に白斑が並ぶほか、 下尾筒の左右は

白斑状に見え、 警戒時には見せつけるよう な行動をする。 種と し ては、 オース

ト ラ リ ア区を除く 世界中の熱帯から 温帯にかけて分布し 、 温帯のも のは南方に

渡っ て越冬する。 国内では、 本亜種が北海道や本州北部では夏鳥、 関東地方以

南では留鳥と し て生息する。 湖沼や河川ではヨ シやガマが生育する水辺、 水田

やハス田などの湿地に生息する。 物音や人影に敏感で、草むら にすぐ 隠れるが、

ク イ ナなどに比べると 開けた場所にも 姿を見せる。 長い足指には水かき はない

が、 水面を自由に泳ぐ こ と ができ る。 雑食性で、 水辺で水草や甲殻類、 オタ マ

ジャ ク シなどを食べるほか、 陸上で草の葉や種子、 昆虫やミ ミ ズなども 食べる。

繁殖期は4 ー8 月で、 つがいが縄張り を 構えて分散し 、 ヨ シやマコ モ、 イ 、 ガ

●参考文献

中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.

植田睦之（ 2 0 2 2 ） 全国鳥類繁殖分布調査の結果でゴイ サギと バンが狩猟鳥獣から 解除に. バード リ サーチ ニュ ース 2 0 2 2 年9 月： 2 【 活動報告】 . h ttps ://db3 .b ird -re sea rch .jp/new s/2 0 2 2 0 9 -no2 /, 

(2 0 2 5 年6 月1 5 日閲覧)

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.
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2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6
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ー

環境省カ テゴリ ー
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ー ー
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選定理由

　 草原などの茂みの中に潜んでいるこ と が多く 、 個体数の増減などの生息状況

が十分に把握さ れている わけではないが、 数は多く ないと 考えら れる。 また、

生息場所である水辺の草原などが減少し ている。

概　 　 要

　 全長約2 3 cm。 体の上面は暗緑褐色で顔から 胸にかけて赤茶色。 嘴は黒っ ぽ

く 、 脚は赤い。 種と し ては中国東北部から 広東地方、 朝鮮半島、 日本に生息し 、

冬季にはミ ャ ンマー、 イ ンド シナ、 タ イ などに渡る。 国内には亜種ヒ ク イ ナと

亜種リ ュ ウキュ ウヒ ク イ ナが生息する。 九州以北で繁殖するのは亜種ヒ ク イ ナ

で、 本州中部以南で留鳥だが、 北日本のも のは冬に暖地へ移動する。 河川や湖

沼のヨ シ原、 水田などに生息し 、 草むら に潜んでいるこ と が多く 、 姿を現すこ

と は少ない。 繁殖期には、 おも に夕方から 夜にかけて「 キョ ッ  キョ ッ  キョ ッ  

キョ キョ キョ …」 と 一声ずつ区切っ た後に尻下がり に連続し て鳴き、 その声で

存在に気づく こ と が多い。 水辺の草の中に、 イ ネ科植物やヨ シなどの葉や茎を

利用し て皿形の巣をつく る。 雛は早成性で、 ふ化後まも なく 巣を離れ、 親に連

れら れて歩く 。 餌はおも に動物質で昆虫類が多く 、両生類や草の種子も 食べる。

全国繁殖分布調査報告書では、 1 9 7 0 年代から 1 9 9 0 年代にかけて特に分布域

の北側で記録メ ッ シュ 数が減少し たが、 2 0 1 0 年代には特に東日本で分布が増

加し ていた。 同報告書では、調査が進んだこ と も 寄与し ていると 考えら れるが、

分布や個体数が回復傾向にある こ と から、 環境省レ ッ ド リ スト 2 0 1 4 で絶滅危

惧Ⅱ類から 準絶滅危惧になっ たと し ている。 本種（ 亜種） の生息は、 ヨ シ原な

ど湿地性植物の面積と 密接に関わっ ており 、 その生育面積が減少すると 生息状

況が悪化する可能性が示唆さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 繁殖期の鳴き 声に特徴があり 、 夏季の記録が多いが、 冬季にも 確認さ れるこ

と から 、 種と し ては留鳥と 考えら れる。 県内の河川や湖の岸辺のヨ シ原や水田

などで観察さ れる。 隠岐諸島では古い採集記録があるほか、 いく つかの文献に

記載がある。 2 0 2 0 年から 宍道湖グリ ーン パーク で実施さ れているセンサーカ

メ ラ によるモニタ リ ングでも 越冬が確認さ れており 、 夜間ではなく 日中に行動

する様子が記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息状況などに不明な点も 多いが、 水辺の草原やヨ シ原、 水田などの生息適

地の減少などが考えら れる。 また、 水田では圃場整備や作付けの変化などで生

息に合わなく なっ てきている可能性も ある。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.

森茂晃（ 2 0 2 2 ） 宍道湖グリ ーンパーク のビ オト ープ池におけるヒ ク イ ナの冬季の記録. ホシザキグリ ーン財団研究報告, 2 5 : 2 8 5 -2 8 7 .

中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.

渡辺美郎（ 2 0 0 9 ） ヒ ク イ ナ. B ird  Resea rc h  N ew s, 6 (1 1 ): 4 -5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ク イ ナ
ツル目ク イ ナ科

Zapo rn ia  fu sca  e ry th ro th o rax ( Tem m in ck &  Sch legel, 1849 )
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https://db3.bird-research.jp/news/202209-no2/,


選定理由

　 定期的な渡来地である鹿児島県など九州地方の県を 除けば、 本県は四

国地方に次いで比較的渡来記録や羽数が多い県の一つである。 新たな定

期渡来地と し ての可能性も あるが、 現段階では年変動が大き く 、 定期的

な越冬地にはなっ ていない。 集中し た越冬地においては感染症による大

量死の恐れが高いこ と など問題点が多いこ と から 、 環境省ではツル類の

分散化について対策を進めている と こ ろ であり 、 本県においても 注意深

く 見守っ ていく 必要がある。

概　 　 要

　 全長1 2 0 ー1 5 3 cmで、 雌雄同色。 成鳥は頭頂から 後頸・ 喉は白色で、

眼のまわり の皮膚が赤く 大き く 裸出し ており よく 目立つ。眼先は黒色で、

眼の後には灰色斑がある。 腹や背は灰黒色。 幼鳥は褐色の羽が各部分に

ある。 1 ー4 羽で行動し 、「 グルー」 などと こ も っ た声で鳴く 。 東シベリ

ア南部、 ロシア極東南部のハンカ 湖やアムール川流域、 中国東北部、 モ

ンゴル東北部などで繁殖し 、 中国南東部の長江下流域、 朝鮮半島、 日本

などで越冬する 。 国内の定期的な渡来地は鹿児島県だけであり 、 出水地

方には世界の生息羽数の約5 割が渡来し ている 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 渡り の時期に見ら れるこ と が多く 、 斐伊川河口部を中心に冬季県内の

いく つかの場所で確認記録がある。 単独または数羽のこ と が多く 、 時々

越冬する個体がみら れる。 出雲市の新内藤川を中心と し た地域には、 少

なく と も 2 0 年以上前から マナヅル1 羽が周年観察さ れており 、 居着い

ていると 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 塒や餌場環境の悪化、伝染病の蔓延、カ メ ラ マンによる追い回し など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

趙三来・ 元柄昨（ 1 9 9 0 ） 韓国でのナベヅルの越冬生態に関する研究. 慶照大学鳥類研究所報告第3 集: 1 -2 2 .
鄭鐘烈編（ 1 9 8 7 ） 朝鮮半島の希少鳥類. 4 8 pp . 朝鮮大学校自然博物館， 小平.
IU CN  Red  Lis t o f Th re a tened  Spec ie s . V e rs ion  2 0 1 2 .3 2 pp .スイ ス
黒田長久・ 森岡弘之監修（ 1 9 8 9 ） 世界の動物 分類と 飼育1 0 Ⅱ ツ ル目. 1 7 9 pp . 東京動物園協会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

マナヅル
ツル目ツル科

An tig o n e  vip io  ( Palla s, 1811)

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 定期的な渡来地である鹿児島県など九州地方の県を 除けば、 本県は四

国地方に次いで比較的渡来羽数が多い県の一つである 。 安定し た定期渡

来地と し ての可能性も あるが、 現段階では年変動が大き く 、 定期的な越

冬地にはなっ ていない。 集中し た越冬地において感染症による大量死の

恐れが高いこ と など問題点が多いこ と から 、 環境省ではツル類の分散化

について対策を 進めている と こ ろ であり 、 本県においても 注意深く 見

守っ ていく 必要がある。

概　 　 要

　 全長9 1 ー1 0 0 cmで、雌雄同色。 成鳥は額から 頭頂が黒色をし ており 、

眼の上は赤色。 頭部から 頸は白色で、その他は灰黒色で黒っ ぽく みえる。

幼鳥は頭部から 顔や頸が淡褐色を 帯びる。 3 ー5 羽の家族単位で行動し 、

1 0 羽以上の群れで行動する こ と も 多い。 成鳥は「 ク ルル」「 ク ク ゥ 」 と

鳴く 。 ロシアのウスリ ー川東域から アムール川北側地域、 中国北東部の

一部などで繁殖し 、 国内には冬鳥と し て渡来する。 国内の定期的な渡来

地は鹿児島県が中心であり 、 ナベヅルの世界の生息数の9 割が冬季日本

に飛来し ており 、 そのほと んどが鹿児島県出水地方に渡来し 越冬し てい

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 渡り の時期に見ら れるこ と が多く 、 冬季斐伊川河口部を 中心に県内の

いく つかの場所で確認記録がある。 単独または数羽のこ と が多いが、 越

冬個体が1 0 羽を超えるこ と も ある。 斐伊川河口部などで時々越冬する。

存続を脅かす原因

　 塒や餌場環境の悪化、伝染病の蔓延、カ メ ラ マンによる追い回し など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
●参考文献

藤巻裕蔵・ 花輪伸一・ 尾崎清明・ 柚木修・ 西島房宏・ K h ra b ry i・ V .K .， Sh ib nev  Y .V .・ Sta r ik ov , Y .B .・ Tup ik ov , S .V . （ 1 9 8 9 ） ソ 連極東ビキン 川中流域における ナベヅルの繁殖生態. 
Str ix , 8 : 1 9 9 -2 1 7 .
IU CN  Red  Lis t o f Th re a tened  Spec ie s . V e rs ion  2 0 1 2 . 3 2 pp .スイ ス
清棲幸保（ 1 9 7 8 ） 増補改訂版日本鳥類大図鑑Ⅱ. 8 9 8 pp . 講談社, 東京．
高野伸二（ 2 0 0 7 ） フ ィ ールド ガイ ド  日本の野鳥 増補改訂版. 3 7 4 pp . 財団法人日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志
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ツル目ツル科

Gru s m on ach a  Tem m in ck, 1835
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選定理由

　 県内の生息状況は十分に把握さ れているわけではないが、 観察情報がある場

所は限ら れており 、 個体数は少ないと 考えら れる。 また、 生息に適し た湿地環

境の減少に伴い、 生息数が減少し ていく 可能性がある。

概　 　 要

　 全長約2 4 cm。 眼の周り の曲玉模様と 胸から 背中に走る 白線がよ く 目立つ。

メ スの方が額から 胸にかけて赤褐色が鮮やかな羽色で、 繁殖期には「 コ ー コ ー 

コ ー」 と 連続する特徴的な声で鳴く 。 一妻多夫と いう 繁殖習性を持ち、 メ スは

卵を産むだけで、 巣づく り や抱卵、 子育てはオスが行う 。 サハラ 砂漠以南のア

フ リ カ と 南アジアから 東アジアに広く 分布し 、 国内では東北地方南部から 南西

諸島で繁殖記録がある。 おも に水田やその周辺環境に生息し 、 繁殖場所と し て

は特に草丈の低い湿っ た休耕田を好む。 成鳥は繁殖期にはほと んど群れをつく

ら ないが、 幼鳥は群れになり 、 秋から 冬にかけては成鳥も 幼鳥も 群れをつく る

傾向がある。 秋に稲刈り などで水を落と し た田はタ マシギの生息に適さ ず、 水

路やほかの地域に移動すると さ れる。 雑食性で、 昆虫やミ ミ ズ、 甲殻類、 カ ワ

ニナなど の貝類など の動物質のほか、 イ ネ科やタ デ科など の種子を 食べる こ

と も ある。 全国繁殖分布調査報告書によ れば、 1 9 7 0 年代から 1 9 9 0 年代にか

けて記録メ ッ シュ 数は7 9 メ ッ シュ から 4 2 メ ッ シュ に減少し 、 2 0 1 0 年代は4 9

メ ッ シュ であっ た。 減少には、 圃場の乾燥化と 湛水休耕田の減少が関係し てい

ると 考えら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 観察情報はおも に水田地帯で、 多く は平野地域に該当する場所である。 繁殖

期には特徴のある鳴き 声で確認さ れやすいと 考えら れるが、 記録がある場所は

限ら れている。 その声を発し ない越冬期の情報は特に少なく 、 県内における生

息状況は十分に分かっ ていないと 考えら れる。 宍道湖周辺では、 かつて繁殖期

に鳴き 声が聞こ えていた場所で確認でき なく なっ た水田地帯がある。

存続を脅かす原因

　 水田地帯では乾田化や作付けの変化などによっ て生息適地が減少し ていると

考えら れる。 その上、 丈の低い草が適度に生えた湿っ た休耕田や、 それに類似

し た本種が好む環境は特に安定し て存在せず、 限ら れていると 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

日高敏隆監修（ 1 9 9 6 ） 日本動物大百科 第3 巻 鳥類Ⅰ. 1 8 2 pp . 平凡社, 東京.

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.

K a ta y a m a  N , Od a y a  Y , Am a no  T  &  Y osh id a  H  (2 0 2 0 ) Sp a tia l a n d  tem po ra l a ssoc ia tio n s b e tw een  fa llow  fi e ld s  a n d  G re a te r  P a in te d  Sn ip e  d en s ity  in  J a p a ne se  r ic e  p a d d y  

la n dsc ap es. Ag r icu ltu re , Ecosy stems &  Env ironmen t 2 9 5 : 1 0 6 8 9 2 .

小田谷嘉弥（ 2 0 2 0 ） タ マシギ. B ird  Resea rch  N ew s, 1 7 (1 1 ): 3 .

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ マシギ
チド リ 目タ マシギ科

Ro stra tu la  b en g h a len sis  ( Lin n aeu s, 1758 )

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 夏鳥と し て渡来し 隠岐諸島の無人島などで集団繁殖地（ コ ロニー） が

確認さ れているが、 場所によっ てはその数が減少し ている。 特殊な環境

条件に生息し 、 生息地が局限さ れているほか、 ネズミ 類等の侵入により

繁殖環境が悪化し てき ている。

概　 　 要

　 全長4 9 cm、 翼開長1 .2 mの海鳥で、 日本のミ ズナギド リ 類ではも っ

と も 大き い。 雌雄同色で、 頭や顔には白地に黒い斑点がある。 翼の正面

は黒褐色で、 淡い羽縁がある。 オスはメ スより も 高い鳴き 声を出す。 日

本近海などの島で繁殖し 、 海洋を おも な生息場と する 。 昼間は、 魚群を

求めて群れで海上を 飛び回り 魚を 捕食し 、 夜間に巣に戻る。 2 ー3 月頃

に集団繁殖地に飛来し 、 6 ー7 月頃地中に2 mほどの巣穴を 掘っ て集団で

繁殖する。 穴の奥に1 卵を 生み、 雌雄で抱卵・ 育雛する。 1 0 月から 1 2

月上旬には島を 離れ、 越冬のためにフ ィ リ ピン近海などまで南下する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 日本海の海上上空を集団で飛翔し 、 魚の群れを見つけて捕食する。 隠

岐航路などから 集団で飛翔する本種の群れを見るこ と がある。 本種が繁

殖するのは日本海に浮かぶ無人島で、 隠岐郡知夫村の大波加島に島根県

内でも っ と も 大き な集団繁殖地がある。 こ のほか、 西ノ 島町の星神島、

隠岐の島町白島にある 沖ノ 島などの隠岐諸島の無人島で繁殖し ている。

隠岐諸島以外では、 益田市高島が繁殖地と なっ ている。 こ れら の集団繁

殖地の内、 星神島と 沖ノ 島が国の天然記念物に、 大波加島が県の天然記

念物に指定さ れている。

存続を脅かす原因

　 ネズミ 類やカ ラ ス類などによる卵や雛の捕食、 重油事故など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

●参考文献

井上裕紀子・ 出口智広・ 越智大介・ 綿貫豊（ 2 0 1 3 ） オオミ ズナギド リ の繁殖における 親鳥の給餌行動と 雛の成長. 日本生態学会誌, 6 3 (1 ), 1 3 -2 2 .
越智大介・ 出口智広・ 井上裕紀子・ 綿貫豊（ 2 0 1 2 ） オオミ ズナギド リ の繁殖における 親鳥の給餌行動と 雛の成長. 日本鳥学会誌, 6 1 (2 ), 2 6 1 -2 6 9 .
岡奈理子（ 2 0 0 4 ） オオミ ズナギド リ の繁殖島と 繁殖個体数規模およ び海域表層水温と の関係. 山階鳥類学雑誌, 3 5 (2 ): 1 6 4 -1 8 8 .
前迫ゆり （ 2 0 0 5 ） 土中営巣性海鳥オオミ ズナギド リ と 植生と の関係. 植生情報, 9 : 4 8 -5 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 佐藤仁志

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオミ ズナギド リ
ミ ズナギド リ 目ミ ズナギド リ 科

Calo n ectris leu co m e las  ( Tem m in ck, 1836 )
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選定理由

　 県内の渡来数は数羽程度と 少ない。 も と も と 本種（ 亜種） の生息に適

し た浅く 水につかる 湿地環境が広がっ ている 場所は少なく 限ら れる た

め、 継続し て渡来する存続基盤は脆弱と 考えら れる。

概　 　 要

　 全長は約8 3 cmでク ロ ツ ラ ヘラ サギよ り 一回り 大き い。 本種（ 亜種）

は眼と 嘴の間に淡色の部分があり 、 眼がはっ き り 見える 点でク ロツラ ヘ

ラ サギと 識別でき る。 し ゃ も じ 形の嘴は黒く 、 上面に黄色部がある。 体

は全体に白いが、 繁殖期には後頭部に橙黄色の冠羽を生じ 、 胸に橙黄色

の帯ができ る。幼鳥や若鳥は翼の先端が黒く 、飛翔時に目立つ。ヨ ーロッ

パ、 アフ リ カ 、 イ ン ド 、 中国などに3 亜種が分布する と さ れ、 国内には

本亜種が冬鳥または旅鳥と し て渡来する。 干潟、 水田、 河川、 湖沼など

の湿地に生息し 、 嘴を半開き にし て水の中に入れ、 横に振り ながら 、 魚

類や甲殻類などを捕食する。 同じ 形状の嘴を持ち、 類似し た採食生態を

持つク ロツラ ヘラ サギと 混群になっ ているこ と も ある 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に冬鳥または旅鳥と し て1 羽ある いは数羽程度が観察さ れる 。 県

内には干潟のよう な広い湿地環境がほと んどないが、 水深が浅い砂泥地

がある 河口部や湖岸、 水田などで採食する 姿が見ら れる。 県東部には、

流入河川の広い河口部と 周辺に水田地帯など がある 宍道湖や中海があ

り 、 県中部や西部に比べて記録が多い。 ク ロツラ ヘラ サギほど頻度は高

く ないが、 越夏する こ と も あり 、 その場合は若齢個体である こ と が多い

と 考えら れる。 まれな渡来例と し て邑南町でも 記録があるほか、 隠岐諸

島でも 記録があるが一時的な渡来と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 国内では干潟などの海岸開発や堤防工事などによっ て、 生息環境は必

ずし も 良好ではないと さ れる。 県内ではも と も と 浅く 水につかる湿地が

広がる生息適地が少ないため、 工事などの人為的な改変のほか、 植生遷

移などによっ て縮小し た場合の影響は大き いと 考えら れる 。 また、 一時

的でも 極端な増水あるいは渇水などで生息環境が縮小し たり 、 写真撮影

などで過度な接近が繰り 返さ れたり するこ と による影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

深谷治（ 2 0 2 1 ） 2 0 1 9 年から 2 0 2 0 年に隠岐諸島で確認し た鳥類で長期間報告さ れていない繁殖及び初確認の記録. ホシザキグリ ーン財団研究報告, 2 4 : 9 1 -9 4 .
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
桑野修（ 2 0 2 5 ） 邑南町における 野鳥撮影の記録 -2 0 0 8 年から 2 0 2 4 年-. 島根県立三瓶自然館研究報告, 2 3 : 4 3 -4 8 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヘラ サギ
ペリ カ ン目ト キ科

Pla ta lea  leu co ro d ia  leu co ro d ia  Lin n aeu s, 1758

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 本種（ 亜種） は、 魚類をおも な餌と するタ カ で、 海岸部や湖沼周辺を

中心に県内に広く 分布し ている が、 営巣地など 本種を 取り 巻く 環境が

年々悪化し てき ている。 中でも 、 森林部で営巣木と し て利用し てき たア

カ マツの大木が、 松く い虫のためほと んど枯死し てし まっ たため深刻な

状況にあるほか、 餌と し ている魚類に蓄積し た有害化学物質の取り 込み

に伴う 蓄積影響も 危惧さ れる。 沿岸・ 湖沼・ 河川部における生態系の頂

点に立つ生物で、 その環境指標と も なる種であるが、 繁殖成功率が高い

と はいえない状況にある。

概　 　 要

　 本種は広く 世界中に分布する。 国内には本亜種が留鳥と し て生息し 、

全長5 5 ー6 5 cm、 翼開長は1 7 0 cmにも 及ぶ。 ト ビ よ り も 翼が細長く 、

本種の方がスマート に見える。 全体的に白っ ぽく 、 日本産のタ カ 類では

も っ と も 白く 見える。 空中で停空飛翔を行い、 急降下し て水中にいる魚

を脚の爪で捕ら える。 水上に突き 出た杭の上などで、 捕ら えた餌を食し

ている姿がよく 見ら れる。 巣は、 海岸部の切り 立っ た崖の先端部に作る

こ と が多かっ たが、 近年は山間部の大木の樹上にかけるこ と が多く なっ

た。 さ ら に、 近年、 営巣木不足から 、 送電鉄塔など人工の構造物に営巣

するこ と も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 海岸や湖沼部を中心に広く 生息し ており 、 その生息密度は

全国有数の高密度地域と 考えら れる。 特に、 中海・ 宍道湖や神西湖周辺

における個体密度が高く 、 隠岐諸島でも よく 見ら れる。 河川沿いに内陸

部まで入り 込むこ と があり 、 ダム湖など山間部の水域でも 見ら れる。

存続を脅かす原因

　 松く い虫による 営巣木の枯死、 釣り 人などの海岸営巣部への接近、 餌

場環境の悪化、 有害化学物質の体内蓄積など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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選定理由

　 ヨ シ原などから なる生態系における食物連鎖の頂点に位置し、 その豊かさ を

象徴する種の一つである。 そのよう な本種が安定し て生息するこ と が可能な広

いヨ シ原がある場所は限ら れており 、 存続基盤は脆弱と 考えら れる。 絶滅のお

それのある野生動植物の種の保存に関する法律で国内希少野生動植物種に指定

さ れている。

概　 　 要

　 オスは全長約4 8 cm、 メ スは約5 8 cm。 ゆっ く り と し た羽ばたき と 滑空を 繰

り 返し ながら 飛翔し 、 翼をＶ 字型に保っ て低空を滑翔するのが特徴。 羽色には

個体差が多く 、 全体に茶褐色の個体、 頭部から 翼の前縁部にかけてク リ ーム色

の個体、 淡い褐色で胸から 腹部に縦斑があり 翼の雨覆が青灰色で尾羽が灰褐色

の個体などさ まざま。バイ カ ル湖付近から ウスリ ー地方、モンゴル、中国北東部、

日本などで繁殖し 、 日本や台湾、 ボルネオ、 フ ィ リ ピン、 東南アジア、 中国南

部などに渡る。 国内では、 北海道のほか、 本州や九州で局地的に繁殖し ており 、

日本野鳥の会が2 0 1 8 ー2 0 2 0 年に北海道全域を対象に繁殖分布調査を実施し 、

本州などの繁殖状況についてヒ アリ ングを実施し た結果では1 3 6 つがいと 報告

し ている。 越冬期は、 北海道や東北地方の生息数は減少するが、 本州中部以南

のヨ シ原などに広く 生息する。 ネズミ や小鳥類などの小動物を捕食し 、 カ エル

や魚類、 昆虫類を食べるこ と も ある。 越冬期には、 カ モ類を中心と し た大型の

鳥類も 捕食し 、 幅広い食性をし ていると の報告も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て、 河川や湖沼のヨ シ原などの広い草原に生息し 、 農耕地にも 飛行

し て狩り をする。 河川敷に広いヨ シ原がある斐伊川などでは冬季に複数個体が

みら れるが、 近年は少なく なっ ていると 考えら れる。 斐伊川流域では、 まれに

夏季の観察例も あるが、 繁殖は確認さ れていない。 隠岐諸島は2 0 0 0 年1 0 月の

観察例や2 0 2 0 年4 ー5 月に撮影を伴う 記録があるが、 一時的な渡来の可能性が

高いと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 河川敷内の工事などによる広いヨ シ原の縮小や消失。 生息に適し た草原環境

から の植生遷移。 採餌やねぐ ら など高頻度に利用すると 考えら れる場所では小

規模の改変でも 影響する可能性があり 、 長時間あるいは頻繁な観察や撮影など

の過度な接近などがあっ た場合にも 影響が懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

深谷治（ 2 0 2 1 ） 2 0 1 9年から 2 0 2 0 年に隠岐諸島で確認し た鳥類で長期間報告さ れていない繁殖及び初確認の記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 4 : 9 1 -9 4 .
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ミ などの小型哺乳類、 昆虫、 両生爬虫類、 鳥類などを捕食する。 樹上や空中で

ホバリ ング（ 停空飛翔）を行い、獲物を狙っ て急降下し て捕食する。 非繁殖期は、

農耕地などの開けた一定の採食場に出てき て狩り を行う 。 繁殖期は4 ー7 月で、

大木の樹上に枯れ枝などを積み重ねて巣を作り 、 毎年、 同じ 巣で繁殖するこ と

が多い。 1 回の繁殖で2 ー3 個の卵を 産み、 おも にメ スが抱卵を行い、 3 3 ー3 5

日ふ化する。 その後、 約6 週間で飛べるよう になり 、 さ ら に1 カ 月半から 2 カ 月

で独り 立ち する。 全国鳥類繁殖分布調査による と 、 1 9 7 0 年代以降、 分布は拡

大傾向にあり 、 こ れまで繁殖の少なかっ た低地や西日本でも 繁殖例が増えてい

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内には、 多く が冬鳥と し て渡来し 、 平地から 山地の林や草原、 農耕地、 河

原などさ まざまな環境で生息する。 近年、 農耕地が近隣にある標高の低い山地

で繁殖が確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採や開発による生息地の減少、 耕作放棄地の増加や農薬の使用による

食物資源の減少。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

選定理由

　 県内では、 おも に冬鳥と し て渡来し 、 各地に見ら れるが、 近年、 繁殖が確認

さ れた。 繁殖地がき わめて限定的であるため、 保全の必要性が高く 留意する必

要がある。また、繁殖の可能性がある地域では、相応の認識と 配慮が必要と なる。

概　 　 要

　 本種（ 亜種） はタ カ 科に属し 、 全長は約5 5 cm。 翼を 広げる と 1 m以上にな

るト ビより やや小型の猛禽類。雌雄年齢に関係なく 羽色や模様に個体差がある。

成鳥の頭部から 背は淡褐色から 黒褐色。 頸から 胸は白っ ぽいも のから 淡褐色の

も のがいる。 腹から 脇腹にかけて茶褐色の部分がある。 翼を広げると 翼下面は

白っ ぽいも のから 淡褐色のも のまで個体差があるが、 風切はすべての個体に横

斑があり 、 翼角部分は暗褐色をし ている。 本種（ 亜種） はユーラ シア大陸の中

央部分から 、 アフ リ カ 南東部、 東南アジアまで広く 分布し ている 。 国内では、

おも に本州中部以北で繁殖し 、 留鳥。 九州、 四国、 中部以南では冬鳥と し て越

冬するなど広範囲に生息し ている。 西日本での繁殖は局所的。 平地から 山地の

林や草原、 農耕地、 河原などさ まざまな環境に生息する。 雌雄と も にディ スプ

レイ 飛翔中に「 ピーエー」 と 尻下がり のゆっ たり し た声を出す。 警戒時も 同様

の声を出すが、 き つく 「 ピエ」 と 短く 鳴く こ と も ある。 食性は動物食で、 ネズ
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は「 ボーゥ  ボーゥ …」 と いう 竹筒を 吹く よ う なかなり 低い声で鳴く 。 こ の声

で1 分以上鳴き続けるこ と がある。「 キュ リ ー」 と いう 声も 出す。 こ のほかメ ス

は「 ミ ャ ー」 と いう ネコ のよう な鳴き 声を発するこ と も ある。 夕方から 活動し 、

小鳥類や小型哺乳類、 両生類、 昆虫類などを捕食する。 飛翔の際には、 消音機

能がついた翼で、 羽音も なく 静かに飛ぶ。 繁殖期は5 ー7 月で、 森林内の樹洞

やキツツ キの古巣、 民家の屋根裏や軒下などを 利用し て営巣する。 1 回の繁殖

で4 ー5 個の卵を 産む。 抱卵はメ スのみで行い、 オスがメ スにエサを 運ぶと さ

れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内には本亜種が留鳥と し て生息する。 隠岐諸島や中国山地などの豊かな森

に生息し 、 まれに確認さ れる。 過去には、 島根半島（ 北山山系） で繁殖が確認

さ れたこ と がある。 近年では繁殖は確認さ れていないが、ほぼ毎年のよう に5 ー

8 月に雲南市内の森林で確認さ れている事例がある。

存続を脅かす原因

　 森林の開発、 営巣木と なる大木のある森林の減少など。 生息に気がつかない

う ちに、 生息地を消失あるいは狭めている可能性がある。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

選定理由

　 留鳥と し て生息し 、 山地で観察さ れるこ と があるが、 情報がき わめて少なく

生息数は多く ないと 考えら れる。 し かし 、 夜行性のため生息状況はよく わかっ

ておら ず、 気がつかないう ちに絶滅に瀕し てし まう 可能性がある。

概　 　 要

　 本種はフ ク ロ ウ科コ ノ ハズク 属に分類さ れる フ ク ロ ウの仲間で全長は約2 4  

cm。 翼を 広げる と 約5 6 cmになり 、 コ ノ ハズク よ り やや大き い。 長い耳羽が

ある。 虹彩は橙色で、 黄色のコ ノ ハズク と 見分けら れる。 体の色は全体に褐色

で灰黒色、 黒褐色、 淡い橙色、 白色の斑が複雑に入り 混じ る。 ふし ょ と 足指に

は羽毛が生えている 。 種の分布は、 日本のほか、 ウスリ ー地方、 中国東北部、

サハリ ン、 台湾、 フ ィ リ ピ ン、 イ ン ド シナ半島など と 広い。 県内には亜種オ

オコ ノ ハズク が生息し ていると さ れ、 本亜種より も 全体に赤褐色味がある亜種

リ ュ ウキュ ウオオコ ノ ハズク は琉球諸島の一部に生息する。 平地や山地の豊か

な森に棲み、 社寺林や竹薮、 針葉樹の密生林内などで確認さ れるこ と が多い。

冬季は暖地に移動するこ と があり 、 民家の周辺で観察さ れるこ と も ある。 コ ノ

ハズク より も 局地的で定着性が強いと 言われている が、 夜行性である こ と や、

鳴き 声があまり 目立たないこ と などから 生息確認が難し い種である。 鳴き 声

●参考文献

星野由美子（ 2 0 2 3 ） 元ふれあいの里奥出雲公園における 鳥類-2 0 2 2 年度の調査記録-． 島根県立三瓶自然館研究報告， 2 1 ； 5 1 -5 6 ．

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 秦智秋

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオコ ノ ハズク
フ ク ロウ目フ ク ロウ科

Otu s sem ito rq u es sem ito rq u es  Tem m in ck &  Sch legel, 1844

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 本種（ 亜種） は、 夏鳥と し て渡来するが、 繁殖に利用する古木や赤土の崖面

などが減少し ていると 考えら れ、 繁殖環境の悪化が危惧さ れる。

概　 　 要

　 本亜種はカ ワセミ 科ヤマショ ウビン属の全長約2 7 cmの鳥。 嘴は鮮やかな赤

色で太く て長い。 頭部から 胸は橙褐色、 背から 腰にかけては赤橙褐色で、 腰に

水色の部分がある。 喉は白っ ぽく 、 腹から 下尾筒にかけては淡い橙褐色で脚も

赤い。 南西諸島に生息する亜種リ ュ ウキュ ウアカ ショ ウビ ンは、 上面が光沢の

ある青紫色で腰の水色も 鮮やかで大き い。 種と し ては東南アジア諸国や、 フ ィ

リ ピン、 シンガポール、 マレ ーシア、 イ ンド ネシアなどに分布し 、 国内には夏

鳥と し て渡来する。 冬期にはスンダ列島周辺へ渡ると さ れているが、 繁殖期に

県内で生息し ていた個体が、 冬期にフ ィ リ ピンのルソ ン島付近で越冬し た記録

も ある。 国内には北海道から 九州まで飛来し 、 山地の渓流がある、 よく 茂っ た

落葉広葉樹林に生息する 。「 キョ ロ ロロ ー」 と 聞こ える よ く 響く 声で鳴き 、 そ

の特徴のある鳴き 声から 存在を知るこ と が多い。 早朝によく 鳴く ほか、 雨天や

曇り の日には日中でも よく 鳴く 。 食性は動物食で、 カ エルやサワガニ、 昆虫類、

魚類など森林内の水辺に棲む小動物を 好んで食べる。 繁殖期は6 ー7 月で、 巣

は森林の樹洞や朽木、 垂直に切り 立っ た粘土質の崖などに穴を掘る。 まれにキ

イ ロスズメ バチの古巣や、 民家の土壁に営巣するこ と も ある。 1 回の繁殖で5 ー

6 個の卵を産み、 雌雄が交代で抱卵し 、 2 1 日ぐ ら いで雛がふ化する 。 その後、

1 7 日程度で巣立つ。 全国繁殖分布調査では、 1 9 7 0 年代以降、 全国の分布は拡

大傾向にある が、 北海道だけは減少傾向にある。 1 9 9 0 年代と 2 0 1 0 年代にほ

ぼ同じ コ ースを調査できた現地調査の全国の記録では、 1 7 1 地点から 3 1 2 地点

へと 増加し ていた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地や隠岐諸島などの森林に夏鳥と し て渡来し 、 渓流沿いの林内を中心

に生息する。 サワガニなどが多く 生息し たり 、 大径木が多く 残っ たり し ている

よう な豊かな自然環境の残存する地域に多い。

存続を脅かす原因

　 営巣に利用する大木や赤土の崖の減少。 森林の伐採や開発などにより 、 営巣

地や採食地が失われるこ と はも と より 、 その周辺の植生などが変化するこ と も

影響する可能性がある。 カ メ ラ マンなどによる過剰な接近や繁殖地への立ち入

り と いっ た人為的な影響。 越冬地や中継地の開発等による環境の変化。

（ 執筆者： 星野　 由美子）

●参考文献

星野由美子・ 市橋直規（ 2 0 1 9 ） アカ ショ ウビン１ ２ 年間の放鳥の記録～島根県ふれあいの里奥出雲公園における標識調査より ～． 2 0 1 9 年度(第3 4 回)日本鳥類標識協会全国大会講演要旨集： 1 8 ．
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.
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選定理由

　 宍道湖・ 中海周辺は福井平野から 西では唯一の集団越冬地と し て貴重。

国内では限ら れた越冬地に集中する分布の局在の解消が課題と さ れる。

概　 　 要

　 シベリ アなどの極北地で繁殖し 、 国内には冬鳥と し て渡来。 かつては

ほぼ全国に渡来し たが、 狩猟圧や越冬地の環境悪化などにより 減少。 国

の天然記念物に指定さ れ保護さ れるよう になり 、 渡来数は回復し て増加

し てき たが生息地は増えていない。 2 0 2 3 年度のガン カ モ類の生息調査

では約2 4 万羽で約9 割が宮城県。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖西岸域で は1 9 7 9 年以降渡来数が増加、 2 0 0 0 年代後半には

4 ,0 0 0 羽以上を 数えたが、 2 0 1 0 年代は前年を 下回る 年も あり 、 2 0 2 0

年代は3 ,0 0 0 羽前後。 塒は宍道湖のほか斐伊川下流から 河口部で、 ほと

んどが西岸域の水田地帯で採食する。 能義平野や中海南岸部を採食地と

する群れも ある。 隠岐にも 少数が渡来し 、 県西部や中部でも 観察さ れる

こ と があるが多く は一時的。

存続を脅かす原因

　 水田地帯が次第に縮小し つつある上に、 作付けの変化などで採食に適

し た冬季に耕作し ない水田が減っ ている。 採食や休息時に群れが集中す

るこ と も あり 、 鳥イ ンフ ルエンザなどの感染症が発生し た場合に個体群

に影響する恐れも 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃・ 佐藤　 仁志）
●参考文献

環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 2 5 ） 第5 5 回ガン カ モ類の生息調査報告書. 1 1 9 pp . 環境省自然環境局生物多様性センタ ー, 富士吉田.
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
公益財団法人ホシザキグリ ーン財団（ 2 0 2 5 ） 島根県内におけるカ モ科鳥類のカ ウン ト 結果報告（ 2 0 2 3 年度） . ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 8 : 1 -1 3 .
公益財団法人ホシザキグリ ーン財団（ 2 0 2 5 ） 宍道湖グリ ーン パーク 自然観察リ ーフ レ ッ ト  秋～冬編②改訂3 版 宍道湖に飛来する マガンと コ ハク チョ ウ. 米子プリ ン ト 社, 米子.
牛山克己・ 天野達也（ 2 0 0 6 ） マガン . B ird  Resea rch  N ew s, 3 (3 ): 4 -5 .
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団
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準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 宍道湖・ 中海と その周辺は、 毎年群れが渡来する集団越冬地と なっ て

いるが、 主要な採食地になっ ている水田地帯で採食に適し た環境が減り

続ければ、 越冬状況に影響する可能性も 考えら れる。

概　 　 要

　 亜種コ ハク チョ ウは、 シ ベリ ア のツ ン ド ラ 地帯など で 繁殖し 、 国内

には冬鳥と し て 渡来する。 ガン カ モ 類の生息調査で は、 2 0 0 3 年度の

4 5 ,0 0 0 羽程度から 2 0 1 1 年度にかけて 減少傾向が見ら れたが、 2 0 1 2

年度以降は増加傾向に転じ 、 近年は4 0 ,0 0 0 羽以上で推移。 亜種アメ リ

カ コ ハク チョ ウも 少数渡来し 、 県内でも 亜種間交雑の可能性がある個体

も 含めて1 ～数羽が観察さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖周辺では2 0 0 0 年代後半にかけて増加傾向で、 一時は1 ,0 0 0 羽

以上の年も あっ たが、 その後は減少傾向で2 0 2 1 年度以降は5 0 0 羽を 下

回っ ている。 ま た、 斐伊川中流域にも 1 0 0 羽前後が越冬する。 中海周

辺では、 能義平野などおも に南岸域を採食地と し て2 ,0 0 0 羽前後が見ら

れる。 おも な採食地は水田地帯で湿田を 好む傾向があるほか、 宍道湖で

は少数が湖内で水草を食べる。 隠岐にも 少数が渡来するがほと んどが通

過と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 乾田化や秋耕、 作付けの変化などに伴う 採食に適し た水田の減少。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 2 5 ） 第5 5 回ガン カ モ類の生息調査報告書. 1 1 9 pp . 環境省自然環境局生物多様性センタ ー, 富士吉田.
公益財団法人ホシザキグリ ーン財団（ 2 0 2 5 ） 島根県内におけるカ モ科鳥類のカ ウン ト 結果報告（ 2 0 2 3 年度） . ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 2 8 : 1 -1 3 .
公益財団法人ホシザキグリ ーン財団（ 2 0 2 5 ） 宍道湖グリ ーン パーク 自然観察リ ーフ レ ッ ト  秋～冬編②改訂3 版 宍道湖に飛来する マガンと コ ハク チョ ウ. 米子プリ ン ト 社, 米子.
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選定理由

　 国内では干潟の埋め立てなど生息適地の減少がある 一方で、 分布が拡

大し 、 個体数は増加傾向にある。 県内にも 毎年少数が渡来するが、 干潟

のよう な広い湿地はなく 、越冬個体が存続する基盤は脆弱と 考えら れる。

概　 　 要

　 全長約6 0 cm。 体は白く 、 頭と 肩羽は緑色の光沢がある黒で、 背から

胸に栗色の帯がある。 嘴は赤く 、 オスは繁殖期に基部がこ ぶのよう にな

る。 ユーラ シア大陸の温帯部に分布し 、 国内には冬鳥と し て渡来する。

全国越冬分布調査によ る と 、 1 9 8 0 年代は有明海を中心に九州や中国地

方で記録さ れていたが、 2 0 1 0 年代は北の方へ分布が拡大し ている 。 個

体数は、 ガン カ モ類の生息調査では2 0 0 9 年度以降増加傾向と なっ てい

る。 おも に海岸や河口部の干潟に生息し 、 軟体動物や昆虫、 甲殻類など

を食べる。 干拓地や水田などで見ら れるこ と も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 宍道湖や中海などに少数が冬鳥と し て毎年渡来し 、 高津川河口などで

も 観察さ れるこ と がある。 おも に泥地がある場所に生息し 、 水田で見る

こ と も ある。

存続を脅かす原因

　 工事などによる 河口部や岸辺の浅い砂泥地の減少のほか、 乾田化や作

付けの変化などで冬季に湿地状態の水田が減少するこ と も 影響する可能

性がある。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 2 5 ） 第5 5 回ガン カ モ類の生息調査報告書資料編. 8 0 pp . 環境省自然環境局生物多様性セン タ ー, 富士吉田.
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ツク シガモ
カ モ目カ モ科

Tad o rn a  tad o rn a  ( Lin n aeu s, 1758)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 越冬期は群れが見ら れるが繁殖期の確認は少ない。 ド ングリ を餌資源

と し 、 樹洞で営巣するなど森林環境にも 依存するこ と から 、 水辺から 森

林まで地域一帯の自然度の低下に対し て脆弱な可能性がある。

概　 　 要

　 全長約4 5 cmの小型のカ モ類。 ロシア極東南部から 中国、 日本にかけ

て分布。 国内では、 北海道で夏鳥、 本州は北部で留鳥または夏鳥、 中・

南西部で留鳥または冬鳥、 九州や四国、 琉球諸島では一部で留鳥。 周囲

を森林で囲まれた河川や池などを好み、 木の枝にも よ く と まる。 雑食性

だが、 水辺や陸上でシイ ・ カ シ類などのド ングリ を 好んで食べる。 樹洞

で繁殖し 、 巣箱を利用するこ と も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 丘陵から 山間部にかけて河川や池などに生息し 、 冬季には斐伊川や神

戸川、 江の川、 高津川などの中流から 上流などで群れが見ら れる。 冬季

の主要な餌資源はド ングリ と 考えら れ、朝と 夕方に水辺から 離れたシイ・

カ シ類がある林まで飛来し て採食する 行動も 観察さ れている。 夏季の観

察例は少なく 、 冬季に渡来する個体が多いと 考えら れる。 繁殖の確認は

特に少ないが、 本土側だけでなく 隠岐諸島でも 繁殖し ている。

存続を脅かす原因

　 繁殖に適し た樹洞のある林の減少。 主要な餌資源になる シイ ・ カ シ類

の減少など。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

藤巻裕蔵 （ 2 0 1 3 ) オシド リ . B ird  Resea rch  N ew s, 1 0 (1 0 ): 4 -5 .
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
森茂晃（ 2 0 2 3 ） セン サーカ メ ラ で撮影さ れたオシド リ の採食行動パタ ーン. バード リ サーチ鳥類学大会2 0 2 3 講演要旨集: 1 3 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

オシド リ
カ モ目カ モ科

Aix g a le ricu la ta  ( Lin n aeu s, 1758)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

鳥
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

4747



選定理由

　 県内には毎年少数が旅鳥と し て渡来するが、 採食などの利用に適し た

環境は少なく なっ ていると 考えら れる。

概　 　 要

　 全長約3 7 cm。 細い嘴と 、 長く て赤い脚が特徴。 背面は黒く 、 オスの

繁殖羽は緑色の光沢がある。 下面は白く 、 頭部から 後頸には性や個体に

よ っ て さ まざ ま なパタ ーン の黒色模様がある。 浅い水辺で昆虫や甲殻

類、 小魚などを採食する。 国内では、 愛知県、 千葉県、 東京都、 大阪府

など局地的に繁殖が確認さ れているほか、 渡り の時期には全国で記録が

あり 、 越冬地の記録は増えている。 一方で、 全国でシギ・ チド リ 類が利

用でき る干潟や水田は減少傾向にあり 、 本種も 渡り 途中や越冬地でのエ

ネルギー補給に影響が出ていると 考えら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 旅鳥と し て水田や河口部の浅場などの湿地に少数が渡来する。 宍道湖

や中海の周辺では毎年1 羽ある いは数羽く ら いの群れが複数見ら れる。

時に1 0 羽以上の群れが見ら れる こ と があり 、 2 0 0 3 年4 月には宍道湖西

岸で2 5 羽が観察さ れたこ と がある。

存続を脅かす原因

　 河口部などにある砂泥地の浅場は限ら れ、 本種の利用に適し た場所は

少ない。 湿地状の休耕田も 少なく 、 春や秋の渡り の時期に利用に適し た

状態の水田も 少なく なっ ていると 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
公益財団法人ホシザキグリ ーン財団（ 2 0 1 7 ） グリ ーン パーク でBird  W a tch in g  ～2 0 年の記録～. 1 2 4 pp . 公益財団法人ホシザキグリ ーン 財団, 出雲.
松井淳・ 守屋年史・ 三木敏史（ 2 0 2 2 ） セイ タ カ シギ. B ird  Resea rch  N ew s , 6 (3 ): 1 -2 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

セイ タ カ シギ
チド リ 目セイ タ カ シギ科

H im an to p u s h im an to p u s ( Lin n aeu s, 1758)

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種は、 以前は河川の中流域などで比較的普通に見ら れたが、 近年そ

の姿を見る機会が少なく なっ ている。 生息に適し た環境は不安定で、 今

後さ ら に減少傾向が進行する恐れがある。

概　 　 要

　 全長2 0 cmほどでコ チド リ より 大き く 、嘴も やや長い。 国内では本州、

四国、 九州などでは留鳥だが一部は渡る。 北海道では夏鳥と し て渡来す

る。 おも に川原が発達し た河川にすみ、 と く に大き い川の中流域の氾濫

原や扇状地などの砂礫地に多い。 営巣には植生がほと んどない砂礫地を

好み、礫の間の地上に窪みをつく り 巣にする。1 巣卵数はほと んどが4 個。

ヒ ナは早成性の離巣性であり 、 初めは親鳥の抱雛を受ける。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に大き な河川の中流域に生息し 、 川原などの砂礫地で少数が繁殖

し ている。 一年を 通し て見ら れるため、 種と し ては留鳥だが、 渡り の時

期には平野部の水田などでも 観察さ れるこ と がある。 隠岐諸島では古い

文献に記載がある が、 近年の記録は見当たら ない。

存続を脅かす原因

　 河川改修などによる川原や中州の減少のほか、 流量や流路が制限さ れ

るこ と で砂礫地の草地化が進むこ と など。 また、 近年は極端な降水の過

不足が続く こ と による繁殖地の水没や、 逆に草地化が進行する可能性が

あるこ と も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃・ 佐藤　 仁志）

●参考文献

清棲幸保（ 1 9 7 8 ） 増補改訂板日本鳥類大図鑑Ⅱ. 6 5 4 pp . 講談社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
鷹司信輔・ 池田眞次郎（ 1 9 3 6 ） 日本海沿岸の島々の鳥. 鳥, 9 (4 2 ): 1 2 7 -1 4 1 .
内田博（ 2 0 0 7 ） イ カ ルチド リ . B ird  Resea rch  N ew s , 4 (6 ): 2 -3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

イ カ ルチド リ
チド リ 目チド リ 科

Ch a rad riu s p la cid u s Gray &  Gray, 1863

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

鳥
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

4848



選定理由

　 国内では減少が著し いと さ れ、県内でも 繁殖するがその数は多く ない。

おも な繁殖地は海岸の砂浜だが、 狭小化あるいは人為的な影響を受けや

すい場所があるなど不安定な状況も 見ら れ、 さ ら に数が減少する恐れが

ある。

概　 　 要

　 全長約1 7 cm。 種と し ては世界的に広く 分布し 、 国内では本亜種が北

海道から 南西諸島まで周年観察さ れるが、 北海道ではおも に夏鳥と さ れ

る。 海岸の砂浜や河口の干潟、 大規模河川の中州、 造成地などの砂礫地

で繁殖する。 餌はおも に動物質で、 ゴカ イ などの多毛類や甲殻類、 昆虫

類などを食べる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 留鳥と し て砂浜海岸や河口部の砂礫地など に生息する。 繁殖はほと

んどが砂浜やそれに隣接する 造成地で、 ある 程度の広さ を 必要と する。

2 0 1 1 ー2 0 1 2 年に県内2 9 カ 所の砂浜で実施し た調査では、 繁殖の可能

性があるつがいは長さ 5 0 0 m未満の砂浜では確認でき なかっ たと いう 結

果がある。 その後も 調査を継続し ている出雲市の砂浜（ 約1 3 k m） では、

現時点で顕著な減少はないも のの、 砂浜の狭小化や人の活動による影響

で営巣場所や数に変化があるこ と を確認し ている。

存続を脅かす原因

　 砂浜の侵食、営巣地への人の立ち入り や開発などによる環境改変など。

（ 執筆者： 森　 茂晃・ 星野　 由美子）

●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
森茂晃・ 星野由美子・ 豊田暁（ 2 0 1 2 ） 島根県において繁殖するシロ チド リ のつがい数の推定について. 日本鳥学会2 0 1 2 年度大会 講演要旨集: 1 2 5 .
守屋年史（ 2 0 1 4 ） シロ チド リ . B ird  Resea rch  N ew s , 1 1 (1 ): 2 -3 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

シロチド リ
チド リ 目チド リ 科

Ch a rad riu s a lexan d rin u s n ih o n en sis De ig n an , 1941

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 国内で越冬するシギ・ チド リ 類の中でも っ と も 多いが、 近年減少傾向

にある。 県内では、 以前は冬季に群れが見ら れる 場所がいく つも あり 、

数十羽の群れも よく 見ら れたが、 近年は少なく なっ た。 また渡り の数も

減っ ている と 感じ ら れる。

概　 　 要

　 全長約2 0 cm。 下向き にやや曲がっ た長めの嘴を 持つ。 干潟や河口部

の湿地や水田などに渡来し 、 ゴカ イ や小型甲殻類などのほかバイ オフ ィ

ルムも 採食する 。 日本鳥類目録改訂第8 版では、 北アメ リ カ の北極海沿

岸で繁殖する 亜種キタ アラ スカ ハマシギが通過や越冬、 ロシア極東北部

で繁殖する亜種ハマシギも 一部で記録があると し つつも 亜種ごと の分布

は検討が必要と し 、 各地の渡り や越冬の情報を亜種不明と し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 渡り の時期や冬季に河口部の砂泥地や水田などに見ら れる。 亜種を区

別し た記録はほと んどない。 以前は数十羽、 時にはそれ以上の群れが見

ら れる場所が複数あっ たが、 近年は冬季を中心に場所も 数も 少なく なっ

ている。

存続を脅かす原因

　 群れが越冬する 河口部などの砂泥地は限ら れ、 人為的な改変や人の立

ち入り などが影響する可能性がある。 また、 渡り の時期や越冬期に、 利

用に適し た湿地状態が保たれた水田や休耕田は少なく なっ ていると 考え

ら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 2 5 ） 重要生態系監視地域モニタ リ ン グ推進事業（ モニタ リ ン グサイ ト  1 0 0 0 ） シギ・ チド リ 類調査 2 0 0 4 -2 0 2 2 年度と り まと め報告書. 
環境省自然環境局生物多様性セン タ ー, 富士吉田.
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
桑江朝比呂（ 2 0 1 2 ） ト ウネン も ハマシギも バイ オフ ィ ルムを 食する . B ird  Resea rch  N ew s , 9 (3 ): 2 -3 .
守屋年史（ 2 0 1 8 ） 冬のハマシギが減少中. バード リ サーチ水鳥通信, 1 9 : 1 .
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ハマシギ
チド リ 目シギ科

Calid ris a lp in a  ( Lin n aeu s, 1758 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

鳥
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

4949



選定理由

　 世界的にも 局地的な分布で個体数も 限ら れている。 県内では冬季に少

数が渡来する が、 生息に適し た環境は限ら れている。

概　 　 要

　 全長約3 2 cmでユリ カ モメ よ り 小さ い。 雌雄同色で、 成鳥夏羽では頭

部が黒く て眼の周り が白い。 冬羽では頭部が白く 、 眼の後方に黒い斑が

ある。 嘴は太短く て黒く 、 ユリ カ モメ の赤く 細長い嘴と 異なる。 中国の

渤海と 黄海沿岸部で繁殖し 、 朝鮮半島南西部、 日本、 中国南東部、 ベト

ナムで越冬する。 国内では九州を 中心に、 沖縄県や四国、 本州中部あた

り まで分布し 、 東北や北海道などにも 記録がある。 1 9 9 0 年代に当時の

分布の中心だっ た九州で個体数が増加し 、 その後分布が拡大、 2 0 1 6 ー

2 0 2 2 年の全国越冬分布調査では記録メ ッ シュ 数が増加し ている。 おも

に干潟に生息し 、 甲殻類やゴカ イ などを採食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て渡来し 、 宍道湖や中海ではおも に砂泥地がある 河口部や湖

岸沿いで1 ～数羽が観察さ れ、 隣接する 水田にも 飛行する 。 沿岸の河口

部などでも 見ら れるこ と がある。

存続を脅かす原因

　 県内ではも と も と 生息適地が少ないため、 工事や人の立ち入り などに

よっ て砂泥地や浅場などが減少し たり 利用が制限さ れたり するこ と によ

る影響は大き いと 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
武下雅文・ 佐本一雄・ 林修（ 1 9 9 3 ） 福岡県曽根干潟における ズグロ カ モメ の越冬数の年変化と 季節変化. Str ix , 1 2 : 1 0 7 -1 1 4 .
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ズグロカ モメ
チド リ 目カ モメ 科

Sau n d ersila ru s sau n d e rsi ( Sw in h oe, 1871 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内には生息に適し た広いヨ シ原が少なく 、 存続基盤は脆弱と 考えら

れる上に、 生息状況の把握が難し く 、 気づかないう ち に絶滅に瀕し てし

まう 可能性がある。

概　 　 要

　 全長約7 0 cmで、 全体に淡黄褐色と 暗褐色のまだら 模様を し ている。

国内に分布する亜種は旧北区の広い範囲で繁殖し 、 ユーラ シア大陸北部

で繁殖する個体はアフ リ カ 、 南アジア、 東南アジアに渡り 越冬する。 国

内では、 北海道で夏鳥と さ れ、 本州以南の繁殖地は局地的。 非繁殖期は

国内各地で記録があるが、 個体数は多く ないと さ れる 。 おも に平地の河

川や湖沼のヨ シ原など、 広い湿性草原に生息する。 開けた場所にはほと

んど 姿を 現さ ないため観察さ れにく い。 水辺で魚類や両生類、 昆虫類、

甲殻類などを 採食する。 全国越冬分布調査の記録メ ッ シュ 数は1 9 8 4 ー

1 9 8 6 年よ り 2 0 1 6 ー2 0 2 2 年が増えて いる が、 個体数が減っ ている 生

息地も あり 、 生息知見の蓄積で分布拡大のよう に見えている 可能性も あ

ると さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て、 おも に平野部の河川や湖の広いヨ シ原に生息するが、 潜

んでいるこ と が多く 、 姿を見る機会は少ない。

存続を脅かす原因

　 河川管理の工事などの人為的な改変や植生の遷移などによる生息に適

し た湿地環境の減少。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

平野敏明（ 2 0 1 8 ） 渡良瀬遊水地における 繁殖期のサン カ ノ ゴイ 雄の減少. B ird  Resea rch , 1 4 : A 1 3 -A2 2 .
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類（ C R ）撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

サンカ ノ ゴイ
ペリ カ ン目サギ科

Bo tau ru s ste l la ris ste l la ris ( Lin n aeu s, 1758 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内における個体数は多く ないと 考えら れ、 繁殖に適し た場所は少な

い。 従っ て、 存続基盤は脆弱と 考えら れ、 容易に減少する恐れがある。

概　 　 要

　 全長約6 2 cmで、 全身が黒い（ 本種には白色型があり 、 南西諸島以南

では白色型が多く なると さ れている）。 種と し ては、東南アジアから オー

スト ラ リ アに広く 分布する。 国内では本亜種が本州以南に留鳥と し て特

に岩礁の多い海岸に生息し 、 局地的に繁殖する。 魚類や甲殻類などを採

食する。 繁殖期には小集団あるいはつがいごと に分散し て、 海岸などに

ある低い木の上や岩棚、 岩の隙間などに巣をつく る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 留鳥と し て海岸に生息する。 冬季は河口部や岩礁、 礫浜などで姿が見

ら れるが1 羽でいるこ と が多く 、一度に複数羽を見るこ と はあまり ない。

海岸や島嶼の岩礁がある崖地で繁殖し 、 岩棚の窪みや深い裂け目を営巣

に利用し ていた例がある。 隠岐諸島でも 繁殖が確認さ れている。 県内で

営巣あるいはその可能性が高いと 考えら れる行動が観察さ れたこ と があ

る地点は少なく 、 適地は限ら れると 推測さ れる。

存続を脅かす原因

　 海岸部の開発や利用などによる生息に適し た環境の減少。 営巣地やそ

の周辺への人（ 磯釣り など） の立ち入り などの影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
●参考文献

環境省自然環境局生物多様性セン タ ー（ 2 0 1 1 ） 平成2 2 年度重要生態系監視地域モニタ リ ン グ推進事業（ モニタ リ ン グサイ ト 1 0 0 0 ） 海鳥調査業務報告書. 1 3 6 pp . 環境省自然環境
局生物多様性センタ ー, 富士吉田.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
阪本周一（ 1 9 9 1 ） 岩場を 渡り 歩く ク ロサギ. 日本の生物, 5 (5 ): 3 6 -3 7 .
内田映（ 1 9 8 0 ） 島根県のク ロ サギ. し まね野鳥, 2 5 : 1 -3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロサギ
ペリ カ ン目サギ科

Eg re tta  sa cra  sacra  ( Gm elin , 1789)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 チュ ウヒ 同様、 ヨ シ原などから なる生態系における 食物連鎖の頂点に

位置し 、 その豊かさ を象徴する種の一つ。 渡来数は多く なく 、 生息に適

し た広いヨ シ原は限ら れるため、 環境が悪化し た場合の影響は大き いと

考えら れる。

概　 　 要

　 オスは全長約4 5 cm、 メ スは約5 0 cm。 オス成鳥は上面と 顔から 胸ま

でが灰色で、 翼の先端が黒い。 メ スは上面が褐色で風切と 尾羽に横帯が

あり 、 上尾筒は白い。 国内には冬鳥と し て渡来する。 平野部の草原やヨ

シ原などのほか、 山地の草原などにも たびたび出現する。 草原や農耕地

の上をゆっ く り し たはばたき と 翼をＶ 字型に保っ た滑翔をし ながら 獲物

を探し 、 ネズミ や小鳥類、 カ エルなどの小動物を捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し ておも に河川や湖沼のヨ シ原などの広い草原に生息し 、 農耕

地にも 飛行し て狩り をする。 河川敷に広いヨ シ原がある斐伊川と その河

口部がある宍道湖西岸域では冬季に複数個体がみら れる。 隠岐諸島でも

記録がある。

存続を脅かす原因

　 工事などによる 広いヨ シ原の縮小や消失。 生息に適し た草原環境から

の植生遷移。 採餌や塒など高頻度に利用する場所で、 過度な接近や長時

間にわたる撮影などがあっ た場合の影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

平野敏明・ 遠藤孝一・ 野中純・ 川田裕美・ 内田裕之・ 堀江玲子・ 長野大輔・ 船津丸弘樹・ 植田睦之（ 2 0 1 0 ） 渡良瀬遊水地における チュ ウヒ と ハイ イ ロ チュ ウヒ の越冬個体数の長
期モニタ リ ン グ. B ird  Resea rch , 6 : A 2 9 -A4 2 .
森岡照明・ 叶内拓哉・ 川田隆・ 山形則男（ 1 9 9 5 ） 日本のワシタ カ 類. 6 3 1 pp . 文一総合出版, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
多田英行（ 2 0 1 5 ） 岡山県における 越冬期のチュ ウヒ と ハイ イ ロチュ ウヒ の渡来時期と 個体数の季節変動. B ird  Resea rch , 1 1 : A1 1 -A2 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ハイ イ ロチュ ウヒ
タ カ 目タ カ 科

Circu s cyan eu s  ( Lin n aeu s, 1766 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 夜行性であるこ と から 正確な生息状況は把握でき ていないが、 繁殖の

ための樹洞のある木が減少するこ と で、減少傾向が進行する恐れがある。

概　 　 要

　 全長約2 9 cm。 頭部から 上面は黒褐色で、 下面には白地に黒褐色の太

い縦斑がある 。 国内には、 亜種アオバズク が夏鳥と し て渡来し 、 南西諸

島には亜種リ ュ ウキュ ウアオバズク が留鳥と し て分布する。 本亜種は、

平地から 山地の林に生息し 、 営巣が可能な大き な木がある社寺林や校庭

の大木などでも 見ら れ、 樹洞で営巣する。 夜行性で、 主と し て昆虫を採

食するが、小鳥やコ ウモリ なども 捕る。 夜間に「 ホッ ホゥ 　 ホッ ホゥ …」

と 鳴く 。 全国鳥類繁殖分布調査によ る と 1 9 7 0 年代から 1 9 9 0 年代にか

けて記録メ ッ シュ 数が減少し たが、 1 9 9 0 年代から 2 0 1 0 年代にかけて

は、 メ ッ シュ 数、 現地調査の確認地点数と も に増加傾向にある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏鳥と し て渡来し 、 平野部から 山地に広く 分布する。 営巣が可能な木

があれば社寺林や校庭にある大木などでも 見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採や開発によっ て生息地が減少し ているほか、 営巣が可能な

樹洞がある大木の減少など。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
植田睦之（ 2 0 1 8 ） 減っ てし まっ たアオバズク ． 私たち の自然 2 0 1 8 年1 1 /1 2 月号
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

アオバズク
フ ク ロウ目フ ク ロウ科

N in ox ja p o n ica  jap o n ica  ( Tem m in ck &  Sch lege l, 1845 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内の記録は少なく 地域が限ら れている。 夜行性と いう こ と も あり 生

息状況は十分に把握でき ていないが、 渡来数は少ないと 考えら れる。

概　 　 要

　 全長約3 8 cmで、 ほぼ同サイ ズのコ ミ ミ ズク と は橙色の虹彩や羽角が

より 長いと いっ た違いがある。 種と し ては全北区に分布し 、 国内では本

亜種が本州中部以北で局地的に繁殖し 、 以南ではおも に冬鳥。 平地から

山地の森林に生息し 、 ヨ シ原や農耕地でも 見ら れる。 夜間に活動し てお

も にネズミ 類を餌と するほか、 就塒中の鳥類を捕食するこ と も ある。 繁

殖地ではタ カ 類やカ ラ ス類の古巣や樹洞に産卵する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 近年は県東部などでおも に冬季に観察情報があり 、 冬鳥と し てヨ シ原

や河畔林、農耕地などの環境がある地域に渡来し ていると 考えら れるが、

生息状況の把握はでき ていない。 1 9 9 4 年7 月に県中部で拾得さ れた卵

と 雛が、 サイ ズや形態から 本種（ 亜種） の可能性があると さ れたが確定

には至っ ておら ず、 その後も 確実な繁殖確認はなく 実態は不明である。

存続を脅かす原因

　 生息地である林や草原の減少。 本種の生息に気づかずに伐採などで林

やヨ シ原などを狭めてし まう 可能性がある。 日中の休息地では過度な接

近や長時間にわたる撮影などの影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃・ 佐藤　 仁志）
●参考文献

日高敏隆監修（ 1 9 9 7 ） 日本動物大百科 第4 巻 鳥類Ⅱ. 1 8 0 pp . 平凡社, 東京.
平野敏明（ 2 0 1 2 ） 渡良瀬遊水地と その近隣農耕地における ト ラ フ ズク の食性. 日本鳥学会誌, 6 1 (1 ): 1 3 0 -1 3 6 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ト ラ フ ズク
フ ク ロウ目フ ク ロウ科

Asio  o tu s o tu s  ( Lin n aeu s, 1758 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

鳥
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
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類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

5252



選定理由

　 日中に観察さ れる姿だけでは生息状況を十分に把握でき ないと 考えら

れるが、 渡来数は少ないと 思われる。 県内の記録は河畔林やヨ シ原ある

いはその周辺の農耕地がほと んどだが、 こ う し た生息環境がある地域は

限ら れており 、 悪化し た場合の影響は大き いと 考えら れる。

概　 　 要

　 全長3 9 cmほどのフ ク ロウの仲間で、 羽角はごく 短く 虹彩は黄色。 種

と し ては広い繁殖分布域を持ち、 オースト ラ リ ア大陸を 除く 世界各地に

分布する。 国内には本亜種がおも に冬鳥と し て渡来し 、 河口部や河川沿

いの広い草原などに生息する。 夜行性だが、 比較的明る い時間帯にも 活

動するこ と があると さ れる。 河川敷や農耕地で杭の上に止まっ て待ち伏

せたり 低く 飛んだり し ながら 、 ネズミ や小鳥、 昆虫などを捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て宍道湖や中海の周辺など 平野部の河川敷の草原や河畔林、

農耕地などがある 環境に渡来し ている と 考えら れるが、 生息数などの状

況は把握でき ていない。

存続を脅かす原因

　 生息地である林や草原の減少。特に本種が生息し ていると 気づかずに、

広いヨ シ原や河畔林を狭めてし まう 可能性がある。 また、 日中の休息地

や活動個体に対し て過度な接近や長時間にわたる撮影や観察などの影響

も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

日高敏隆監修（ 1 9 9 7 ） 日本動物大百科 第4 巻 鳥類Ⅱ. 1 8 0 pp . 平凡社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

コ ミ ミ ズク
フ ク ロウ目フ ク ロウ科

Asio  f lam m eu s f lam m eu s ( Pon topp id an , 1763)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 夜行性であるこ と から 正確な生息状況は把握でき ていないが、 繁殖に

利用する樹洞がある森林は減少傾向にあると 考えら れる。

概　 　 要

　 全長約5 0 cm。 頭部から 上面は淡褐色で下面には白地に褐色の縦斑が

ある。 羽角はなく 、 眼は黒い。 国内では4 亜種に分類さ れている が亜種

ごと の分布域は明確ではない。 留鳥と し て九州以北の平地から 山地の林

に生息する。 日中は暗い林の中で休息し 、 夕暮れから 活動し 始めるこ と

が多いが、 日中に活動するこ と も ある。 おも にネズミ などの小型哺乳類

や小鳥類を 捕食する 。 夜間に「 ゴゥ ホゥ  ゴロ ッ ケ ゴゥ ホゥ 」 と 鳴く 。

おも に大木などにでき た樹洞に営巣する。 全国繁殖分布調査では1 9 9 0

年代と 2 0 1 0 年代の調査記録の比較において、 確認地点が増加し ていた

こ と から 分布は拡大傾向にあると さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 鳴き 声は、 山地のほか丘陵の林など各地で聞かれるが、 繁殖には営巣

可能な樹洞や十分な餌資源が必要であり 、 生息の実態を反映し ているか

は不明。 冬季は平野部の河畔林などでも 見るこ と がある。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採や開発による生息地の減少。 特に営巣可能な樹洞がある森

林の減少のほか、 耕作放棄地の増加などによる採食地や餌資源の減少も

考えら れる。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 北脇努

準絶滅危惧（ N T ）

フ ク ロウ
フ ク ロウ目フ ク ロウ科

Strix u ra len sis Pa lla s, 1771

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 かつて越冬期間中よく 見ら れていた場所で観察する 機会が減っ ている

など、 渡来数が減少し ている可能性があり 、 生息状況の変化など実態の

把握が望まれる。

概　 　 要

　 オスは全長約3 3 cm、 メ スは約3 9 cm。 キジバト ほどの大き さ のハヤ

ブサの仲間。 オスは頭頂から 顔が青灰色、 背中は茶褐色で黒い斑点があ

る。 メ スは上面が褐色で黒い斑点があり 、 下面は淡黄褐色で黒い縦斑が

ある。 種と し ては、 アフ リ カ 大陸から ユーラ シア大陸に分布する。 国内

では本亜種が近畿地方から 北海道にかけて繁殖し 、 越冬期は全国的に分

布する。 平地から 山地の草原、 農耕地、 河川敷などに生息する。 ハタ ネ

ズミ 類の採餌に適応し た種と さ れ、 停空飛翔や止まり 木で待ち伏せし て

探し 、 見つけると 降下し て捕ら える。 ほかに小鳥や昆虫、 爬虫類なども

捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て、 おも に平野部の農耕地や河川敷の草原など で見ら れる。

例数は少ないが、 夏季の観察情報も あり 、 山地の観察例も ある。 電柱や

建物の屋上の角などに止まっ ている姿のほか、 羽ばたき と 短い滑空を繰

り 返し て直線的に飛ぶ姿を見かけるこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 農耕地や河川敷の草原など生息が確認さ れている環境の減少。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

星野由美子（ 2 0 1 6 ） 2 0 0 0 年から 2 0 1 6 年に三瓶山北麓で観察さ れた鳥類. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1 4 : 4 7 -5 5 .
本村健（ 2 0 1 2 ） チョ ウゲン ボウ. B ird  Resea rch  N ew s , 9 (8 ): 4 -5 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
長廻哲雄（ 2 0 2 3 ） コ ムク ド リ と チョ ウゲン ボウ. スペキュ ラ ム, 2 1 6 : 5 .
日本野鳥の会島根県支部（ 1 9 9 9 ） フ ィ ールド ノ ート . スペキュ ラ ム, 7 1 : 1 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

チョ ウゲンボウ
ハヤブサ目ハヤブサ科

Fa lco  tin n u n cu lu s in te rstin ctu s M cClellan d , 1840

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内には冬鳥と し て渡来するが、 個体数は少なく 、 生息に適し た環境

は次第に減少し ていると 考えら れる。

概　 　 要

　 全長はオス約2 9 cm、 メ ス約3 3 cmで、 キジバト く ら いの大き さ の小

型のハヤブサのなかま。 チョ ウゲンボウより 一回り 小さ く 、尾羽が短い。

オス成鳥は体と 翼の上面が青灰色、 メ ス成鳥や幼鳥の上面は灰褐色で、

チョ ウゲンボウの茶褐色と 異なる 。 種と し ては、 全北区分布型。 国内に

は、 本亜種が冬鳥と し て渡来し 、 広い農耕地、 干拓地、 河川の草原など

開けた場所に見ら れる。 杭や電線などに止まっ て獲物を探し 、 見つける

と 飛び立っ て急襲する。 おも に小鳥類を捕食するが、 ネズミ 類や昆虫な

ども 捕る。全国越冬分布調査では、1 9 8 0 年代は局所的に見ら れる種だっ

たが、 2 0 1 0 年代には記録メ ッ シュ 数が大幅に増加し 、 広く 見ら れる 種

と なっ たと さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て、 おも に農耕地や河川敷など開けた環境に生息するが、 観

察さ れる機会などの状況から 個体数は少ないと 考えら れる 。 隠岐諸島に

も 記録や観察情報がある。

存続を脅かす原因

　 広い農耕地や河川敷の草原など現状生息が見ら れている 環境の減少。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

森岡照明・ 叶内拓哉・ 川田隆・ 山形則男（ 1 9 9 5 ） 図鑑日本のワシタ カ 類. 6 3 1 pp . 文一総合出版, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪. 
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

コ チョ ウゲンボウ
ハヤブサ目ハヤブサ科

Fa lco  co lu m b a riu s in sig n is ( Clark, 1907 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 本種（ 亜種） は、 夏鳥と し て県内に渡来するが、 近年では繁殖の確認

地点が減少傾向にあり 、 その動向を注意深く 見守っ ていく 必要がある。

概　 　 要

　 全長約1 9 cm。 ツ バメ よ り も やや大き く 、 雌雄同色。 頭から 背は光沢

のある紺色。 腰の赤味があるオレ ンジ色が名前の由来と なっ ている。 眼

の後ろ から 頸の後ろ も 赤茶色で、 喉から 腹まではク リ ーム色にやや赤味

が感じ ら れる こ と も あり 、 黒褐色の縦斑がある。 国内には、 夏鳥と し て

渡来し 、 海岸から 市街地の開けたと こ ろ や農耕地、 丘陵地などに生息す

る。 全国鳥類繁殖分布調査によ る と 、 1 9 9 0 年代と 2 0 1 0 年代で、 全国

的にほぼ同じ コ ースを 調査でき た現地調査の記録で は、 コ シ アカ ツ バ

メ が記録でき た地点は、 7 0 地点から 4 6 地点へ、 記録個体数は3 1 8 から

2 1 6 に減少し た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内に広く 分布し 、 学校や庁舎などの大き なコ ンク リ ート 製の建物に

営巣し ているこ と が多い。 全国鳥類繁殖分布調査によると 確認地点は減

少傾向にある。

存続を脅かす原因

　 建造物の営巣に対する人為的な攪乱のほか、越冬地での環境改変など。

またスズメ による 巣の乗っ 取り やカ ラ スによる巣の破壊行動なども 見ら

れる。

（ 執筆者： 星野　 由美子）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

コ シアカ ツバメ
スズメ 目ツバメ 科

Cecro p is d a u rica  ja p o n ica  ( Tem m in ck &  Sch legel, 1845)

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種は繁殖期に特徴のある声でさ えずるが、 宍道湖周辺では近年その

数が少なく なっ たと 感じ ら れる 。 1 9 9 4 年の斐伊川河口部の調査と 同じ

範囲を2 0 2 4 年に調査し たと こ ろ 、 確認さ れた個体数が約9 割減少と い

う 結果があり 、ほかの地域の生息状況も 早急に把握するこ と が望まれる。

概　 　 要

　 全長約1 8 cmで雌雄同色。 上面はオリ ーブ褐色で、 眉斑と 下面はバフ

白色。 国内には、 おも に夏鳥と し て河口域や河川、 湖沼のヨ シ原に生息

する。 繁殖期は、 オスが濁っ た声で「 ギョ ギョ シ ギョ ギョ シ」 などと

大き な声でさ えずり 、 渡来当初は夜間も 含めてほぼ一日中さ えずる。 ヨ

シ など の茎にカ ッ プ 状の巣を つく り 、 3 ー5 卵を 産む。 抱卵は約1 3 日、

巣内育雛は約1 4 日間。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内各地のおも に平地のヨ シ原などに夏鳥と し て渡来し 、 隠岐も 繁殖

が確認さ れている 。 2 0 2 4 年に斐伊川河口部から さ ら に1 k m余り 上流ま

で河川敷を調査し た結果では、 ヨ シ原だけの場所には少なく 、 ヤナギ類

などが混在するか河畔林になっ ている 場所でさ えずる個体が多い傾向が

見ら れた。

存続を脅かす原因

　 繁殖地と なるヨ シ原などの減少。 繁殖期に極端な降水で増水し 、 河川

敷のヨ シ原が浸水するこ と による影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

●参考文献

建設省中国地方建設局出雲工事事務所（ 1 9 9 7 ） 斐伊川水系の鳥類. 1 7 1 pp . 社団法人中国建設共済会, 広島.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
西海功（ 2 0 0 7 ） オオヨ シキリ .　 B ird  Resea rch  N ew s , 4 (8 ): 4 -5 .
日本鳥学会（ 2 0 2 4 ） 日本鳥類目録改訂第8 版. 5 0 6 pp . 日本鳥学会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

オオヨ シキリ
スズメ 目ヨ シキリ 科

Acro cep h a lu s o rie n ta l is （ Tem m in ck &  Sch legel, 1847)

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）
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選定理由

　 県内でも 繁殖期に継続し て観察さ れており 、 繁殖し ていると 考えら れ

る。 生息（ 繁殖） 地が限ら れ、 存続基盤が脆弱なう え、 本種（ 亜種） の

営巣環境はシカ 類による影響を受けやすいと 考えら れ、 今後の動向を注

意深く 見守っ ていく 必要がある。

概　 　 要

　 全長約1 4 cm。 スズメ よ り わずかに小さ い。 オスは頭から 上面が暗青

色で下面は白い。 メ スの上面はオリ ーブ褐色で腹は白っ ぽい。 国内では

主と し て本州中部以北で繁殖し 、 西日本での繁殖数は少ない。 広島県や

鳥取県では繁殖が確認さ れており 、 岡山県、 山口県でも 夏季にさ えずり

が確認さ れる 。 林床や地上近く で昆虫などを採食し 、 藪の中にいるこ と

が多く 、 姿を見る 機会は少ない。 シカ 類の採食によっ て林床の植生が減

少し た場所では個体数が減るこ と が知ら れており 、 シカ 類の影響による

生息適地の減少が懸念さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 渡り の時期には低山の林など でも 観察さ れ、 特に春は特徴的なさ え

ずり から 情報が多い。 一方で、 夏季におも に中国山地の標高1 ,0 0 0 ｍ前

後のササ薮のあるブナ林などで複数のさ えずり が継続し て確認さ れてお

り 、 繁殖し ているも のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 繁殖に適し た森林環境の改変など。 ニホンジカ による林床の攪乱。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
植田睦之・ 岩本富雄・ 中村 豊・ 川崎慎二・ 今野 怜・ 佐藤重穂・ 高 美喜男・ 高嶋敦史・ 滝沢和彦・ 沼野正博・ 原田 修・ 平野敏明・ 堀田昌伸・ 三上かつら ・ 柳田和美・ 松井理生・ 荒
木田義隆・ 才木道雄・ 雪本晋資（ 2 0 1 4 ） 全国規模の森林モニタ リ ン グが示す 5  年間の鳥類の変化． B ird  Resea rch  1 0 : F3 -F1 1 .
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 石本賢治

準絶滅危惧（ N T ）

コ ルリ
スズメ 目ヒ タ キ科

La rvivo ra  cyan e  n ech a evi ( Red’kin , 2006)

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 本種（ 亜種） は本州中部以北がおも な繁殖地だが、 県内でも 繁殖し て

いる。 ただし 、 繁殖地は局在し ており 、 生息環境の悪化によっ ては急激

に減少するするおそれがある。

概　 　 要

　 全長約1 6 cmでスズメ く ら いの大き さ 。 頭部は灰色で黒褐色の細い縦

斑がある。 頬は茶褐色。 背は全体に茶色で黒い縦斑がある。 胸に黒と 褐

色の2 本の横帯がある のが特徴。 国内では、 北海道、 本州、 四国、 九州

の各地で夏鳥と し て繁殖し 、 冬は本州の西南部以南で越冬する。 平地か

ら 山地の草原に生息し 、なかでも 比較的草丈の低い乾いたと こ ろ を好む。

全国繁殖分布調査によ る と 、 1 9 7 0 年代から 1 9 9 0 年代にかけて減少し

たが、 2 0 1 0 年代にかけてはやや回復し た。 特に分布の中心域である 東

北から 北海道の地域での回復が顕著。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では河川敷の草原や農耕地などで少数が越冬する。 また、 1 9 8 8

年の浜田市の繁殖例をはじ め、 県西部や東部の河川の河口部あるいは周

辺の草原で繁殖が確認さ れており 、 近年でも 繁殖期にさ えずる姿が観察

さ れている。

存続を脅かす原因

　 草原の開発や河川の増水などによる 河川敷の草地の攪乱、 遷移による

生息に適し た草原の減少など。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ホオアカ
スズメ 目ホオジロ科

Em beriza  fu ca ta  fu ca ta  Palla s, 1776

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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惧
Ⅰ
類
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惧
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類
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5656



選定理由

　 本種（ 亜種） は、 県内では隠岐や中部、 東部で繁殖が確認さ れている

が、 その地域は限ら れているこ と から 、 繁殖個体群が存続する基盤は脆

弱と 考えら れる。

概　 　 要

　 全長約1 6 cm。 オスは頭頂、 顔、 胸は黒く 、 眉斑と 喉は黄色。 上面は

茶褐色で肩と 腰は灰色。 メ スは頭頂、顔、胸が褐色で眉斑と 喉は淡黄色。

国内では本県のほかに対馬と 広島県北部で繁殖が確認さ れたほか、 鳥取

県でも 繁殖期の観察記録がある 。 以前は対馬でし か繁殖記録がなかっ た

ため， 分布が拡大し ていると 考えら れる。 広い草地や農耕地の中央部に

出るこ と はほと んどなく 、藪の下や灌木林、林縁近く の地上で採食する。

営巣は、 藪の中や地上ですると さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐島前および三瓶山で繁殖が確認さ れているほか、 島根半島でも 幼

鳥が観察さ れる など 局所的に繁殖し ている 。 三瓶山では1 0 年以上にわ

たっ て複数の地点で繁殖し ているこ と が確認さ れており 、 繁殖は定着し

ていると 考えら れる 。

存続を脅かす原因

　 繁殖に適し た森林環境の人為的な改変。 ニホンジカ の増加による林床

の攪乱と 植生の変化など。

（ 執筆者： 星野　 由美子）

●参考文献

秦智秋（ 2 0 2 0 ） フ ィ ールド ノ ート ． スペキュ ラ ム． 1 9 5 ： 8 ． 日本野鳥の会島根県支部
星野由美子・ 市橋直規（ 2 0 2 3 ） 三瓶山における ミ ヤマホオジロE m b e r iz a  e le g a n s  の繁殖について． 島根県立三瓶自然館研究報告， 2 1 ;1 -9
市橋直規・ 深谷治・ 森茂晃・ 江崎逸郎・ 岡田美耶（ 2 0 1 6 ） 隠岐諸島における ミ ヤマホオジロE m b e r iza  e le g a n s の繁殖． ホシザキグリ ーン 財団研究報告書． 1 9 :1 9 5 -1 9 9
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

準絶滅危惧（ N T ）

ミ ヤマホオジロ
スズメ 目ホオジロ科

Em beriza  e leg an s e leg an s Tem m in ck, 1836

ー ー
準絶滅危惧

（ N T）

選定理由

　 本種は、 県内の中国山地で継続し て繁殖期に観察さ れており 、 繁殖し

ている可能性が高いと 考えら れる が、 生息（ 繁殖） 地が限ら れているた

め存続基盤は脆弱である。

概　 　 要

　 全長約1 7 cm。 スズメ よ り やや大き い。 オスは全体が灰黒色で上面に

は黒色の縦斑がある。 メ スは全体に薄茶から 茶褐色で上面にある縦斑は

濃茶褐色。 黄白色の頭央線と 眉斑がある。 開けた場所に現れるこ と は少

なく 、ササ藪の下などの地上で採食する。 繁殖分布はカ ムチャ ッ カ 半島、

サハリ ン、日本で、ユーラ シア大陸東部のごく 限ら れた地域。 国内では、

おも に本州中部以北で繁殖するが、 広島県や鳥取県では繁殖が確認さ れ

ている。 全国的には、 近年では繁殖期の確認地点が増加傾向である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏季に、 標高1 ,0 0 0 ｍ前後のササ薮のあるブナ林や広葉樹林などの複

数の場所で、 さ えずり が確認さ れており 繁殖の可能性は極めて高い。 全

国鳥類繁殖分布調査によると 、島根県内でも 確認地点は増加し ているが、

極めて限定的な場所である。 非繁殖期には、平地や低山でも 観察さ れる。

存続を脅かす原因

　 繁殖に適し た森林環境の人為的な改変など。 ニホンジカ の増加による

林床の攪乱と 植生の変化。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
鳥取県（ 2 0 2 2 ） レ ッ ド データ ブ ッ ク と っ と り 改訂版． 鳥取県生活環境部自然共生課．（ http s ://w w w .p re f.to tto r i. lg .jp /secu re/1 3 0 8 3 5 1 /2 b ird s0 3 7 -0 6 8 .p df, （ 2 0 2 5 年9 月
3 0 日閲覧） .）
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

準絶滅危惧（ N T ）

ク ロジ
スズメ 目ホオジロ科

Em beriza  va ria b i l is Tem m in ck, 1836

ー
情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）
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https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1308351/2birds037-068.pdf,


選定理由

　 県内に冬鳥と し て渡来するこ と があるが、 観察さ れる数は少ない。 国

内では、おも に藻場のある沿岸や平磯がある岩礁海岸などで採食するが、

県内では類似環境の観察情報が少ないなどラ ンク の判断には情報が不足

し ていると 考えら れる。

概　 　 要

　 全長約6 0 cm。 全体に黒く 、 頸に不規則な白斑があり 、 下腹部から 上・

下尾筒は白い。 国内では北海道、 東北地方に多く 渡来する。 秋季に北海

道東部を中心に8 ,0 0 0 羽以上が観察さ れたこ と も がある が、 越冬地の確

認数はその1 /3 以下であり 、 韓国や中国まで渡っ ている 可能性がある と

さ れる。 ほかのガン類と 比較し て親海性が高いと さ れ、 おも に海岸の入

江や内湾などでアマモや海藻類などを 食べる。 国の天然記念物。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に宍道湖や中海のほか、 島根半島や隠岐諸島の海岸などで観察さ

れる こ と がある 。 記録は1 ～数羽がほと んどで、 毎年のよ う な定期的な

渡来情報はない。 中海では1 9 7 4 年に、 隠岐諸島では1 9 8 4 年にそれぞ

れ1 1 羽の文献記載がある 。 宍道湖や中海では湖岸で観察さ れる こ と も

あるが、 マガン などの群れに混じ っ て水田で採食し ている場合がある。

存続を脅かす原因

　 県内では、 採食生態にあっ た環境で観察さ れる情報が少なく 不明。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類
撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

コ ク ガン
カ モ目カ モ科

Bran ta  b ern icla  n ig rica n s  ( Law ren ce, 1846 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

藤井薫（ 2 0 1 5 ） コ ク ガン. B ird  Resea rc h  N ew s, 1 2 (3 ): 4 -5 .
藤井薫（ 2 0 1 7 ） 日本における コ ク ガンの個体数と 分布（ 2 0 1 4 -2 0 1 7年） . B ird  Re sea rch , 1 3 : A6 9 -A7 7 .
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
森岡弘之（ 1 9 8 5 ） 島根県隠岐諸島における コ ク ガンの観察と 同種の日本における分布について. 国立科学博物館専報, 1 8 : 2 0 9 -2 1 7 .
島根野生生物研究会（ 1 9 8 3 ） 島根県自然環境保全地域候補地 中海水鳥渡来水域学術調査報告書. 6 0 pp . 島根県, 松江.

選定理由

　 県内では2 0 1 9 年度の冬季以降、 局地的に密集し た集団で過ごす大量

飛来の確認が続いているが、 生息地の環境次第で状況が大き く 変わる可

能性や感染症が発生し た場合の影響も 懸念さ れる。

概　 　 要

　 全長約4 0 cmの小型のカ モで、 オスは巴模様に形容さ れる特徴的な顔

をし ている。 極東アジアに分布し 、 東部シベリ アを中心に繁殖、 朝鮮半

島や中国南西部、 日本で越冬する 。 国内では、 以前は日本海側の新潟県

や石川県などで概ね数千羽程度の渡来数だっ たが、 近年は諫早湾や印旛

沼で1 0 万羽以上と さ れる群れが現れるなど大幅に増えている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では各地で 数羽から 数十羽ある いは数百羽が観察さ れる こ と が

あり 、 宍道湖で は2 0 2 0 年2 月に約2 万羽が確認さ れて 以降、 毎年数万

羽が渡来し ている。 江の川中流部でも 2 0 1 9 年12 月に数千羽が見ら れ、

2 0 2 1 年度には数万羽が確認さ れている。 採食地は水田などのほか、 大

量飛来し た集団がド ングリ を主要な餌資源にするこ と も 確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 大量飛来時は密集し た群れで過ごすため、 餌資源量や生息地の環境変

化の影響を受けやすい可能性があるほか、 鳥イ ンフ ルエンザなどの感染

症発生時には個体群に影響する恐れがある。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）
撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ト モエガモ
カ モ目カ モ科

Sib irio n e tta  fo rm o sa  ( Georg i, 1775)

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
神山和夫（ 2 0 2 2 ） ト モエガモの越冬数が急増し ている. バード リ サーチニュ ース2 0 2 2 年1 1 月： 1 【 活動報告】 . h ttps://d b3 .b ird -re sea rch .jp/new s/2 0 2 2 1 1 -no1 /, (2 0 2 5年6 月1 5 日閲覧)
森茂晃・ 星野由美子・ 豊田暁・ 田尻浩伸（ 2 0 2 3 ） 宍道湖に大量飛来し たト モエガモAna s formosa の飛行行動と 採食地. 日本鳥学会誌, 7 2 (2 ): 2 2 3 -2 3 3 .
森茂晃・ 星野由美子・ 安食一歩・ 豊田暁（ 2 0 2 3 ） 宍道湖に大量飛来し たト モエガモの飛行行動と 採食地-４ シーズン比較-. 日本鳥学会2 0 2 3 年度大会講演要旨集: 9 2 .
田尻浩伸（ 2 0 0 7 ） ト モエガモ. B ird  Resea rch  N ew s, 4 (1 2 ): 4 -5 .

選定理由

　 海岸や島嶼の繁殖地周辺ではよ く 飛翔し ているが、 以前は平野部の上

空で時折見ら れていた群れを 見る 機会が減っ ている よ う に感じ ら れる。

また、 全国的に減少し ていると の報告も ある。 ただし 、 こ れまであまり

注目さ れていなかっ たこ と も あり 、 県内の減少傾向を 明確に示す十分な

情報が得ら れていない。

概　 　 要

　 全長約2 0 cm。 国内には夏鳥と し て渡来し 、 海岸や島嶼、 山地の崖な

どで繁殖する 。 2 0 1 6 ー2 0 2 1 年の全国繁殖分布調査で記録メ ッ シュ 数

や現地調査の記録が減少し ており 、 アマツバメ 類やツ バメ 類など飛翔昆

虫を捕食する 鳥が軒並み減少し ているこ と から 、 こ う し た昆虫が減っ た

こ と が原因になっ ている可能性が示さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏鳥と し て渡来し 、 崖のある海岸や島嶼で繁殖が確認さ れており 、 繁

殖地周辺では飛翔する群れがよく 観察さ れる。 山地の上空でも 飛翔する

群れが見ら れ、 崖地で繁殖し ている可能性も ある。 海岸や小島嶼に崖地

が多い隠岐諸島では観察する機会が多く 、 個体数も 多いと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 海岸の崖地の状態に、 繁殖に影響するよう な変化はないと 考えら れ不

明。 全国的な減少から 餌と なる飛翔昆虫の減少の可能性が示さ れている

が情報が不足し ている。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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●参考文献

中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.
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https://db3.bird-research.jp/news/202211-no1/,


選定理由

　 国内では、 近年シギ・ チド リ 類が渡り の時期に利用でき る干潟や水田

は減少傾向にあり 、 渡り のエネルギー補給に影響が出ていると 考えら れ

ている。 本種も 、 県内に旅鳥と し て渡来するが少なく 、 も と も と 広い干

潟がないこ と も あり 、 ラ ンク を判断するには情報が不足し ている。

概　 　 要

　 全長約6 1 cm。 長く 下に湾曲し た嘴が特徴。 ダイ シャ ク シギに似るが

全体に褐色が濃く 、腰と 翼の下面が白く ない。 国内ではおも に旅鳥だが、

一部では越冬する 個体も いる。 海岸や河口部の広い干潟などで見ら れ、

水田に入るこ と も ある。 嘴を深く 泥の中に差し 込んだり し ながら 、 ゴカ

イ やカ ニ類などを捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内には干潟のよう な環境がほと んどなく 渡来数は少ないが、 旅鳥と

し て春と 秋の渡り の時期に河口部の砂泥地や水田などで見ら れる 。 1 ～

数羽が見ら れる こ と がほと んどだが、 1 0 羽以上の観察情報も 複数あり 、

出雲市では2 0 1 5 年に1 8 羽が観察さ れたこ と がある。

存続を脅かす原因

　 河口部などの砂泥地や浅場は限ら れており 、 本種の利用に適し た環境

は少ない。 本県では水田の観察例が多いが、 春や秋の渡り の時期に湿地

状の水田や休耕田が少なく なっ ている と 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
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絶滅危惧Ⅱ類
撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団
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N u m en iu s m ad ag asca rien sis  ( Lin n aeu s, 1766)
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●参考文献

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
北脇努（ 2 0 1 5 ） 本号の表紙. スペキュ ラ ム, 1 6 5 : 1 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之（ 2 0 0 4 ） ホウロク シギ. B ird  Re sea rch  N ew s , 1 (3 ): 6 6 -6 7 .

選定理由

　 本種は冬鳥と し て県下の日本海域に渡来する。 近年確認さ れるこ と が

少なく なっ てき ているが、 ラ ンク を判断するに足り る 情報が得ら れてい

ない。

概　 　 要

　 全長2 4 cmほどで、ウミ スズメ と ほぼ同大。 種と し ては、アリ ュ ーシャ

ン列島を中心に、 東はカ ナダやアメ リ カ の沿岸、 西は日本沿岸に至る範

囲に分布する 。 ウミ スズメ のなかまでは珍し く 、 内陸部の樹上で営巣し

繁殖すると いわれている。 冬季、 全国各地の沿岸海上などに南下し 、 魚

類のほか甲殻類などを潜水し て捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 日本海の海上に渡来する。 冬季から 春頃にかけて隠岐航路の観察例な

どがあるほか、 油汚染時の漂着事例がある。 宍道湖や中海でも 記録があ

る。

存続を脅かす原因

　 油の流出や海洋汚染、 魚網への絡まり など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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川崎康弘（ 2 0 1 8 ） 網走沖の海鳥 ウト ウと マダラ ウミ スズメ について. 北海道海鳥保全研究会. 北の海鳥, 6 : 1 6 -1 9 .

ネチャ エフ ,V . A .・ 藤巻裕蔵（ 1 9 9 4 ） 南千島鳥類目録（ 国後, 択捉, 色丹, 歯舞） . 1 2 6 pp . 北海道大学図書刊行会, 札幌.

日本ウミ スズメ 類研究会・ Pa c ifi c  Sea b ird  G roup（ 1 9 9 6 ） マダラ ウミ スズメ の繁殖確認調査について. http ://w w w 2 .g o l.c om/users/k o j io no/Ma da ra _ P ro jec t2 .h tm l, (2 0 2 5年9 月1 日閲覧)

島根県立博物館（ 1 9 7 8 ） 伊達コ レク ショ ン 鳥類標本目録. 1 2 8 pp . 島根県立博物館, 松江.

選定理由

　 冬鳥と し て県下の日本海域に渡来するが、 近年確認さ れるこ と が少な

く なっ てき ている。 確認が難し く 、 ラ ンク を判断する に足り る情報が得

ら れていない。

概　 　 要

　 全長2 5 cmほどで、 嘴が短く て太く 、 眼の上後方に白線がある。 北太

平洋、 千島アリ ュ ーシャ ン 列島、 北海道天売島など の断崖の岩の上や、

岩の割れ目などで繁殖する。 冬季、 沿岸海上などに南下し 、 魚類のほか

甲殻類などを 潜水し て捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 日本海の海上に渡来する。 冬季から 春頃にかけて沿岸や隠岐航路の船

上から 観察さ れる こ と があるほか、 油汚染による漂着事例も ある。

存続を脅かす原因

　 油の流出や海洋汚染、 魚網への絡まり など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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千嶋淳（ 2 0 1 3 ） 北海道の海鳥1  ウミ スズメ 類①. 5 5 pp . N P O法人日本野鳥の会十勝支部, 帯広.
千嶋淳（ 2 0 1 4 ） 北海道の海鳥2  ウミ スズメ 類②、 アホウド リ 類. 5 5 pp . N P O法人日本野鳥の会十勝支部, 帯広.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞． 3 0 4 pp． 保育社， 大阪．
綿貫豊（ 2 0 1 0 ） 海鳥の行動と 生態-その海洋生活への適応. 3 1 7 pp . 生物研究社, 東京.
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http://www2.gol.com/users/kojiono/Madara_Project2.html,


選定理由

　 冬鳥と し て県下の日本海域に渡来するこ と が分かっ ているが、 その実

態などは不明であり 、ラ ンク を判断するに足り る情報が得ら れていない。

概　 　 要

　 全長1 5 cmほどで、 ウミ スズメ 類中も っ と も 小型の種。 北方のチュ コ

ト 半島、 アリ ュ ーシャ ン列島、 プリ ビロフ 諸島などで繁殖し 、 繁殖期以

外はほと んど海上生活をし ている。 冬季、島根県沖の海上などに南下し 、

魚類のほか小型の甲殻類などを潜水し て捕食する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に冬季に内陸への迷行の記録や、 沿岸への漂着事例などがあるこ

と から 、 日本海の海上に渡来し ている と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 油の流出や海洋汚染、 魚網への絡まり など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）
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千嶋淳（ 2 0 1 3 ） 北海道の海鳥1  ウミ スズメ 類①. 5 5 pp . N P O法人日本野鳥の会十勝支部, 帯広.
中村登流監修（ 1 9 8 4 ） 原色ワイ ド 図鑑4  鳥. 学習研究社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞． 3 0 4 pp． 保育社， 大阪．
島根県立博物館（ 1 9 7 8 ） 伊達コ レ ク ショ ン 鳥類標本目録. 1 2 8 pp . 島根県立博物館, 松江.

選定理由

　 近年、 減少し たと 考えら れるが、 夜行性であるこ と や、 こ れまであまり 注目

さ れていなかっ たこ と も あり 、 情報が少なく カ テゴリ ー判断が難し い。

概　 　 要

　 全長約5 8 cm。 成鳥は頭と 背が紺色で翼は灰色。 後頭部から 白く 細長い冠羽

が伸びる。 夜間に飛びながら 「 ク ワッ 」 と 鳴く 声は特徴的。 国内には本亜種が

全国的に分布し 、 東北以北は基本的に夏鳥、 そのほかでは留鳥または漂鳥。 お

も に夜行性だが繁殖期などは日中も 活動し 、 水田や河川などで魚やカ エル、 昆

虫などを捕食する。 集団繁殖し 、 ほかのサギ類やカ ワウなどと 混合コ ロニーと

なる こ と も 多い。 2 0 1 6 ー2 0 2 1 年の全国鳥類繁殖分布調査で減少傾向が顕著

と さ れ、 2 0 2 2 年に狩猟鳥獣から 解除さ れた。 2 0 1 6 ー2 0 2 2 年の全国越冬分布

調査の減少率は全種の中でも 上位と さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 種と し ては留鳥で、 現在、 既知のコ ロ ニーが県東部に1 カ 所あるが、 ほかに

情報が得ら れていない。 隠岐は過去に繁殖記録があるが、 近年は確認さ れてい

ない。

存続を脅かす原因

　 水田が減り つつあり 、 圃場整備や作付けの変化などで採食に適し た水田や水

路も 減っ ていると 考えら れる。 河川改修や外来種などの影響で餌資源と なる水

生生物が減っ ている可能性も ある。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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遠藤菜緒子（ 2 0 0 5 ） ゴイ サギ. B ird  Resea rch  N ew s, 2 (8 ): 4 -5 .

中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.

植田睦之（ 2 0 2 2 ） 全国鳥類繁殖分布調査の結果でゴイ サギと バンが狩猟鳥獣から 解除に. バード リ サーチ ニュ ース 2 0 2 2 年9 月: 2 . (オンラ イ ン) https ://db 3 .b ird -re sea rch .jp/new s/2 0 2 2 0 9 -no2 /. 

閲覧2 0 2 5 -6 -1 5 .

植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2年. 1 7 0 p p . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.

植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.

選定理由

　 近年、 県内に確実な繁殖の情報がなく 、 渡り の時期には観察さ れるが

数は少ない。

概　 　 要

　 全長約5 2 cm。 雌雄同色で成鳥の頭上は青みのある 濃灰色で冠羽があ

る。 翼は青灰色で雨覆と 風切の羽に白い縁がある。 虹彩は黄色。 国内の

大部分に夏鳥と し て渡来し 、 九州や本州の一部では越冬、 薩南諸島以南

では冬鳥と し て滞在する。 水辺で魚類や甲殻類などを 捕食し 、 昼夜と も

に活動する。 繁殖期には水辺近く の雑木林などの樹上に営巣する。 全国

繁殖分布調査では減少傾向が顕著と さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 近年、 夏季の記録は少なく 、 おも に渡り の時期に河川や水田などで見

ら れる こ と がある 程度で、 1 羽の情報がほと んど である。 1 9 8 0 年代に

は江津市に繁殖地があっ たが、2 0 1 3 年には確認さ れなかっ た。 し かし 、

2 0 1 5 年に同地域でごく 少数の繁殖が確認さ れ、 2 0 1 6 年にも 本種のも

のと 思われる 巣の傍ら に成鳥1 羽が確認さ れていた。 また、 近年、 その

近隣で夏季に成鳥が観察さ れていたため、 2 0 2 4 年に調査し たが確認さ

れず、 こ の地域では繁殖し ていないと 考えら れた。

存続を脅かす原因

　 河川改修や水辺の樹林地の伐採などによる生息適地の減少など。 採食

に利用可能な水田や水路も 少なく なっ ていると 考えら れる 。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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選定理由

　 近年、 減少し たと 考えら れるが、 こ れまであまり 注目さ れていなかっ

たこ と も あり 、 カ テゴリ ーを判断する情報が不足し ている。

概　 　 要

　 全長約5 0 cm。 繁殖羽は頭部から 首と 背中の飾り 羽がオレ ンジ色のほ

かは白く 、 非繁殖羽はほぼ全身が白い。 日本には本亜種がおも に夏鳥と

し て渡来し 、 九州以南では越冬も し ている。 水田がおも な採食地だが草

地も 好み、 バッ タ などの昆虫やカ エルなどをよく 食べる。 家畜やト ラ ク

タ ーなどの後ろ で飛び出し た小動物を狙う こ と も ある 。 集団繁殖し 、 ほ

かのサギ類と 混生し て樹上営巣する こ と が多い。 2 0 1 6 ー2 0 2 1 年の全

国繁殖分布調査で減少傾向が顕著と さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏鳥と し て渡来し ていると 思われる が、 かつて斐伊川の河畔林にあっ

たコ ロニーなどが消失し ており 、 現在の繁殖の状況はよく 分かっ ていな

い。 おも に平野部の水田地帯で近年は数羽から 1 0 羽前後が採食し てい

るこ と が多い。 数十羽以上の観察例も あるが、 渡り など一時的な可能性

も ある。 隠岐諸島では確実な繁殖記録がなく 、 渡り の時期の通過と 考え

ら れる。

存続を脅かす原因

　 圃場整備や作付けの変化などで餌資源が十分にある期間や環境が少な

く なっ ている可能性がある。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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藤岡正博（ 2 0 0 6 ） アマサギ. B ird  Resea rch  N ew s , 3 (4 ): 4 -5 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

選定理由

　 近年、 減少し たと 考えら れるが、 こ れまであまり 注目さ れていなかっ

たこ と も あり 、 カ テゴリ ーを判断する情報が不足し ている。

概　 　 要

　 全長約6 0 cm。 体は白く 、 嘴と 脚は周年黒色で 足指は黄色。 繁殖羽

は頭部に2 本程度の飾り 羽がある 。 国内には本亜種が生息し 、 本州以南

で留鳥と し て生息する ほか、 北日本のも のは冬季に暖地へ移動する も

のも いる。 水田や河川、 湖沼な ど の水辺で、 魚類や甲殻類など を 採食

する。 2 0 1 6 ー2 0 2 1 年の全国繁殖分布調査で 減少傾向が顕著と さ れ、

2 0 1 6 ー2 0 2 2 年の全国鳥類越冬分布調査でも 減少率は上位と さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 種と し ては留鳥と 考えら れるが、 現存し ているコ ロニーなど繁殖の状

況はよく わかっ ていない。 隠岐諸島では渡り の時期などに見ら れ、 繁殖

の記録は見当たら ない。 水辺で単独で採食し ているこ と が多いが、 餌が

多い場所などでは数羽以上が見ら れる こ と も ある。 非繁殖期の塒あるい

は塒へ集まる飛行時などには群れが見ら れる。

存続を脅かす原因

　 水田が減り つつあり 、 圃場整備や作付けの変化などで採食に適し た水

田や水路も 減っ ていると 考えら れる。 また、 河川改修や外来種などの影

響で餌資源と なる 水生生物が減っ ている可能性も ある。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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平野敏明（ 2 0 1 1 ） コ サギ. B ird  Rese a rch  N ew s, 8 (3 ): 4 -5 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜水鳥編＞. 3 0 4 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 奴賀俊充・ 山﨑優佑（ 2 0 2 3 ） 全国越冬分布調査報告 2 0 1 6 -2 0 2 2 年. 1 7 0 pp . バード リ サーチ・ 日本野鳥の会, 東京.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

選定理由

　 国内で絶滅の危機にある本種（ 亜種） の存続に、 県内の環境がどれだけ寄与

あるいは影響し ているかは不明だが、 広い行動圏を持つと さ れるだけに、 生態

系の頂点に立つ希少な猛禽類が観察さ れる地域には相応の認識と 配慮が必要と

考えら れる。

概　 　 要

　 翼開長が2 m前後になる大型の猛禽類。 本亜種は日本および朝鮮半島に分布

する。 国内の個体数は約5 0 0 羽程度と 推定さ れるほど少ない。 分布は限ら れ、

2 0 1 2 年には九州・ 四国ではほと んど絶滅状態で、 おも な生息地は本州の中部

以北と さ れる。 広い行動圏を持ち、 おも にノ ウサギなどの哺乳類や鳥類、 爬虫

類、 両生類を捕食する。 国内希少野生動植物種であり 、 国の天然記念物。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地などでまれに観察さ れ、 漂行するこ と があると いう 状況と 考えら れ

る。 過去に営巣し ていたと する 文献記載があるが、 明確な記録は見当たら ず、

現在も 県内で繁殖の可能性は低いと 思われる。 隠岐は種名が記載さ れた古い文

献はあるが、 確実な記録は不明。

存続を脅かす原因

　 国内の生息環境は大規模な落葉広葉樹林の伐採と スギ・ ヒ ノ キ植林によっ て

激変し たと さ れる。 また、 放牧や伐採の跡地など展葉期の採餌場所の減少が餌

不足の要因の一つと も 考えら れている。

（ 執筆者： 森　 茂晃）
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選定理由

　 食物連鎖の頂点に位置する タ カ の1 種で、 その生息は生態系が豊かである こ

と を証明する。 県内で繁殖し ている可能性も あるが、 ラ ンク を判断するに足り

る情報が得ら れていない。

概　 　 要

　 オスは全長約2 7 cm、 メ スは約3 0 cm。 日本のワシタ カ 類の中でも っ と も 小

型のタ カ 。 成鳥オスの頭部から 背は青黒色で喉から 腹は淡い橙色の横斑。 成鳥

メ スの頭部から 背はオスより も 少し 淡色で、 喉から 腹は灰褐色の横斑。 幼鳥の

背は濃褐色。 喉から 胸は褐色の縦斑で腹は横斑になる。 幼鳥、 若鳥、 成鳥メ ス

には喉の中央に灰褐色の腮線がある。 国内では本亜種が九州以北で夏鳥と し て

繁殖する。 平地から 山地の林に生息し 、 アカ マツに好んで営巣するこ と が知ら

れている。 近年では住宅地や公園の緑地、 街路樹などでの繁殖が確認さ れるな

ど、 関東地方では増加傾向にある。 おも に小鳥類を捕食するが、 昆虫や小型の

哺乳類を捕食するこ と も ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 国内の分布では夏鳥と さ れ、 雲南市では造巣行動が観察さ れたこ と があるほ

か、 夏季の記録も 散見さ れるが、 確実な繁殖の記録はまだない。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採や開発、 松枯れなどの林相変化による生息適地の減少、 ハシブト

ガラ スなどによる繁殖の妨害など。

（ 執筆者： 星野　 由美子）
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星野由美子・ 市橋直規・ 中森純也（ 2 0 1 0 ） ふれあいの里奥出雲公園の鳥類相（ 中間報告） . 島根県立三瓶自然館研究報告, 8 : 3 3 -3 9 .
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハンディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1年. 1 7 5 p p . 日本繁殖分布調査会, 東京.

選定理由

　 食物連鎖の頂点に位置するタ カ の1 種で、 その生息は生態系が豊かで

あるこ と を証明する。 県内ではおも に冬鳥と し て渡来し ていると 考えら

れるが、 夏季の観察例も ある。 ラ ンク を判断するに足り る情報が得ら れ

ていない。

概　 　 要

　 オスは全長約3 2 cm、 メ スは約3 9 cm。 成鳥オスは頭から 背が暗青灰

色。 胸から 腹は白く 、 橙褐色の横斑が密にある。 国内には本亜種がおも

に本州中部以北で繁殖し 、 冬期は全国で見ら れる。 平地から 亜高山帯の

林に生息し 、 秋冬には平野部の農耕地やヨ シ原にも 現れる。 おも に小鳥

類を捕食するが、 小型の哺乳類も 捕ら えるこ と がある。 全国鳥類繁殖分

布調査によれば、 1 9 9 0 年代から 記録地点は大き く 減少し ている 。 一方

で全国越冬分布調査で は、 1 9 8 0 年代と 比べ2 0 1 6 ー2 0 2 2 年は大き く

増加し た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬季に平地や農耕地などで観察さ れるこ と が多い。 夏季に山地などで

観察例があり 、 繁殖の可能性も あるが、 実態は把握でき ていない。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採や開発、 林相変化などによ る生息適地の減少など。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）
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中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

選定理由

　 本種（ 亜種） は北海道以外では珍し く 、 本県にはまれな冬鳥と し て渡

来する。 以前は、 宍道湖西岸部に毎年のよ う に渡来し 越冬し ていたが、

近年確認さ れるこ と が少なく なっ ており ラ ンク を判断するに足り る情報

が得ら れていない。

概　 　 要

　 その名のよう にく さ び型の白い尾羽を 持ち、 畳のよう に幅の広い翼を

持つ褐色のワシ。 全長6 9 ー9 2 cmで、 翼開長は2 m以上にも 及ぶ。 ロシア

のカ ムチャ ツカ やサハリ ン、 沿海地方などで繁殖し ており 、 少数が北海

道の東部と 北部の海岸に近い森林や、 内陸の湖沼周辺の森林で繁殖する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬鳥と し て渡来し 、 宍道湖西岸部や神西湖、 江の川などで比較的よく

見ら れたが近年はほと んど見ら れなく なっ た。

存続を脅かす原因

　 休息場など への人の立ち 入り （ 特にカ メ ラ マン）、 塒に利用し ていた

大木の消失、 有害化学物質の体内蓄積、 風力発電施設への衝突など。

（ 執筆者： 佐藤　 仁志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類
撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

オジロワシ
タ カ 目タ カ 科

H aliae e tu s a lb ici l la  a lb icil la  ( Lin n aeu s, 1758)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

情報不足
（ DD）

●参考文献

環境省（ 2 0 1 8 ） 平成 2 9 年度オジロワシ営巣状況等調査業務（ 道北地域） 報告書. 環境省北海道地方環境事務所, 札幌.
森岡照明・ 叶内拓哉・ 川田隆・ 山形則男（ 1 9 9 8 ） 図鑑日本のワシタ カ 類 第2 版. 6 3 1 pp . 文一総合出版， 東京．
杉山弘・ 斎藤満（ 2 0 0 3 ） 北海道天塩川中流域のオジロ ワシの繁殖状況と 繁殖期の食物資源について. Str ix , 2 1 : 1 5 1 -1 5 8 .
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選定理由

　 国内では個体数の減少が著し く 、 繁殖地も 局地的で絶滅に瀕し ている

と さ れる。 県内でも 繁殖し ていたこ と があるが、 近年は確認さ れていな

い。 県内の生息状況を十分に把握でき ていない可能性も あり 、 ラ ンク を

判断するに足り る情報が得ら れていない。

概　 　 要

　 国内では、 亜種アカ モズと 亜種シマアカ モズが記録さ れており 、 夏鳥

と し て北海道、 本州中部以北、 四国などで繁殖する のは亜種アカ モズ。

全長約2 0 cm。 成鳥は頭部から 背が赤茶色で過眼線は黒く 、 白い眉斑は

頸までつながる。 平地から 山地の明るい林や低木のある草原などに生息

する 。 全国的には1 9 7 0 年代以降、 記録メ ッ シュ 数が激減し た。 越冬環

境の悪化が減少の一因であると 考えら れているが、 生息に適し た農耕地

や里山の環境が消失し たこ と が繁殖の減少につながると さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 海岸近く の林や農耕地、 河川敷などの草地に木が適度に生

える開けた環境などで観察情報があり 、 近年は渡り の時期に亜種アカ モ

ズや亜種シマアカ モズがまれに観察さ れる状況と 考えら れる。 過去には

大社町で亜種アカ モズが繁殖し ていたが、 近年は確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 生息適地の環境変化などが考えら れるが、 県内の状況は不明。

（ 執筆者： 星野　 由美子・ 森　 茂晃）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類（ C R ）
撮影者（ 提供者）： 秦智秋

情報不足（ D D ）

アカ モズ
スズメ 目モズ科

Lan iu s crista tu s Lin n aeu s, 1758

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

原星一（ 2 0 1 6 ） アカ モズ． B ird  Resea rch  N ew s， 1 3 (5 ):1 -2 .
叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.

選定理由

　 県内でも 繁殖が確認さ れたこ と があり 、 定着し ている可能性は低いか

も し れないが、相応の認識と 配慮は必要と 思われる。 また、旅鳥と し て、

特に秋にはかなり 多く の個体が山陰を通過し ており 、 渡り の中継地と し

て重要な地域と 考えら れる。

概　 　 要

　 全長1 3 cm前後で、 スズメ よ り 小さ い。 雌雄同色で、 オオヨ シキリ に

似た羽色だが白い眉斑の上にある 黒い線が目立つ。 国内には夏鳥と し て

渡来し 、 おも に本州中部以北の草原で繁殖する。 オオヨ シキリ と 同じ よ

う な環境に生息するが、 オオヨ シキリ が草丈の高い密生し たヨ シ原で繁

殖するのに対し 、 より 丈の低い草原に営巣する傾向がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に渡り の時期に水辺のヨ シ原や河川敷の草原など で観察さ れる

が、 こ れまでに宍道湖西岸部で繁殖し た事例がある。 ほと んど草原の中

にいるため存在に気づき にく いが、 春の渡り ではさ えずる 声が聞こ える

こ と があるほか、 秋は数が多いためかヨ シ原の縁など草の中を移動する

姿が比較的見ら れる。

存続を脅かす原因

　 生息適地は河川敷の草原などだが、 こ う し た環境は河川の工事や植生

の遷移などで不安定と 考えら れる。 また、繁殖期に極端な降水で増水し 、

河川敷の草原が浸水するこ と による影響も 懸念さ れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）
撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

コ ヨ シキリ
スズメ 目ヨ シキリ 科

Acro cep h a lu s b istrig icep s Sw in h oe, 1860

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

濱尾章二（ 2 0 1 4 ） コ ヨ シキリ . B ird  Resea rch  N ew s , 1 1 (1 2 ): 6 -7 .
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
日本野鳥の会島根県支部（ 1 9 9 7 ） 第5 1 回愛鳥週間「 全国野鳥保護のつどい」 記念誌「 し まねの鳥」 . 1 9 8 pp . 島根県農林水産部森林整備課, 松江.

選定理由

　 東アジア固有の希少種であり 、国内希少野生動植物種でも ある。 近年、

県内で冬季の記録が複数得ら れているが、 非繁殖期は観察さ れにく いこ

と から 生息状況について十分に把握でき ていない。

概　 　 要

　 全長約1 3 cm。 上面は薄い黄土色で、上尾筒を除いて黒い軸斑がある。

本亜種は日本の固有亜種と さ れ、 海岸から 遠く ない湖沼周辺や河川沿い

の、 おも にヨ シやススキなどのイ ネ科やイ グサ科が生育する湿っ た草原

に生息する。 東北や関東地方の限ら れた地域で繁殖し 、 東北から 九州に

かけて越冬する。 繁殖期はさ えずり 飛翔を する など 確認さ れやすいが、

非繁殖期は草むら に潜んでいるこ と がほと んどで観察が難し いため、 そ

の分布の全体像は明ら かではないと さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 冬季に県東部の河川敷や湖岸のヨ シ原、 耕作放棄地などの草原で数例

の確認がある。 渡り の時期には、 情報は少ないが県東部のほか中部でも

観察さ れている。 こ れら の場所は、 どちら かと いう と 背丈の高いヨ シが

密集し た環境より 、丈の低い草原かそれら が混在するよう な湿地が多い。

存続を脅かす原因

　 湿性草原の減少や消失。 本種が好むヨ シが疎ら に生え、 下草が豊富で

地面が湿っ ている植生環境は遷移でも 縮小し やすく 不安定と 考えら れる。

（ 執筆者： 森　 茂晃）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類
撮影者（ 提供者）： (公財)ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

オオセッ カ
スズメ 目センニュ ウ科

Lo cu ste l la  p ryeri p ryeri  ( Seebohm , 1884 )

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

濱田義治・ 長廻哲雄・ 森田進・ 石本賢治・ 安井賢次（ 1 9 9 4 ） し まねの野鳥Ⅱ. 1 2 3 pp . 山陰中央出版社, 松江.
環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室編（ 2 0 1 4 ） レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅のおそれのある 野生生物-2  鳥類. 2 5 0 pp . ぎょ う せい, 東京.
高橋雅雄・ 宮彰男・ 古山隆・ 三戸貞夫・ 日比野政彦（ 2 0 2 3 ） 中国四国地方における オオセッ カLoc u ste lla  p r y e r i の越冬状況. 日本鳥学会誌, 7 2 (2 ): 2 3 5 -2 3 9 .
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選定理由

　 本種は、 三瓶山で繁殖が確認さ れたほか、 島根半島の一部でも 繁殖期に観察

さ れている。 既知の繁殖地がきわめて局地的で存続基盤は脆弱である。

概　 　 要

　 全長約2 3 cm。 オスは頭頂から 背、 尾羽までが青灰色で、 喉から 胸はそれよ

り も 淡色。 腹から 下尾筒は白く 、 胸から 脇腹が橙色。 メ スは上面が灰褐色で、

胸と 脇に黒い斑点がある。 ロシア東部から 中国東北部で繁殖し 、 冬は中国南部

やベト ナム北部で越冬する。 国内では数少ない旅鳥や冬鳥と し て、 おも に日本

海側の島々などで観察さ れていたが、 近年、 各地で繁殖期にも 観察さ れるよう

になっ た。 繁殖は三瓶山のほか対馬でも 確認さ れており 、 石川県や広島県北部

では営巣が観察さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐も 含め各地の樹林や林縁部で渡り の時期に観察さ れる こ と がある ほか、

島根半島の一部では繁殖期にも 観察さ れている 。 三瓶山では2 0 1 6 年から 繁

殖期に確認さ れて以降、 毎年観察さ れており 、 2 0 2 4 年には複数ペアの生息、

2 0 2 5 年には標識調査により 顕著な抱卵斑があるメ スが複数確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 繁殖に適し た森林環境の人為的な改変やニホンジカ の増加による 林床の攪乱

と 植生の変化。 繁殖地への立ち入り などの人為的な影響。

（ 執筆者： 星野　 由美子）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

カ ラ アカ ハラ
スズメ 目ツグミ 科

Tu rd u s h o rtu lo ru m  Scla te r, 1863

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

福島英樹・ 中村豊・ 湯淺芳彦（ 2 0 1 2 ） カ ラ アカ ハラ の越冬に関する事例報告． 宮崎県総合博物館研究紀要， 3 2 ； ， 1 -1 0
星野由美子・ 市橋直規（ 2 0 2 0 ） 三瓶山におけるカ ラ アカ ハラ の確認記録． 島根県立三瓶自然館研究報告， 1 8 ： 7 9 -8 1 ．
市橋直規・ 米田重玄・ 山崎智子， 2 0 1 8 ， 美保関における 渡り 鳥長期調査報告． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 2 1 ： 2 7 3 -2 8 0 ．
小海途銀次郎・ 和田貞次・ 奥野一男（ 2 0 1 8 ） 日本におけるカ ラ アカ ハラ の完成し た巣と 卵の初確認記録． Strix ， 3 4 ： 1 0 5 -1 0 9 ．
上野吉雄・ 伊東進也・ 原竜也・ 石井秀雄・ 前田要（ 2 0 2 1 ） 広島県臥竜山麓における カ ラ アカ ハラ の繁殖確認.高原の自然史,2 1 ： 1 -2

選定理由

　 本種（ 亜種） は、 県内でも 夏鳥と し て渡来するが、 近年は繁殖の確認

が減少し ていると 考えら れる。 ただし 、 ラ ンク を判断するに足り る十分

な情報は得ら れていない。

概　 　 要

　 全長1 3 cm。 成鳥の頭から 背は灰褐色で白いアイ リ ン グがあり、 目先

は白っ ぽい。 嘴の大半は黒いが、下嘴の基部に黄色味がある。 雌雄同色。

北海道から 九州までの全国各地に夏鳥と し て渡来する。 平地から 標高

1 ,0 0 0 m程度まで分布し 、 落葉広葉樹林、 雑木林、 カ ラ マツ やスギ、 ヒ

ノ キなどの人工林などに営巣する。 木の枝に椀型の巣を 作り 、 表面にコ

ケを貼り 付けるのでこ ぶのよう に見える 。 飛んでいる昆虫類を、 飛翔し

て空中でく わえと り 、 再び同じ 枝に戻る 。 全国鳥類繁殖分布調査による

と 、1 9 7 0 年代から 1 9 9 0 年代にかけては、確認メ ッ シュ 数が減少し たが、

2 0 1 0 年代には観察地点が大き く 増加し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 夏鳥と し て丘陵から 山地の森林に渡来する。 密生し た林より 明るい林

を好み、 比較的大き な樹木がある公園や社寺林で営巣し た例も ある。 過

去に営巣し ていた場所で見ら れなく なっ たと こ ろ が複数ある。

存続を脅かす原因

　 繁殖に適し た森林環境の改変などが考えら れるが、県内の状況は不明。

（ 執筆者： 星野　 由美子）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

情報不足（ D D ）

コ サメ ビタ キ
スズメ 目ヒ タ キ科

M u scica p a  d au u rica  d au u rica  Pa llas, 1811

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

叶内拓也（ 2 0 2 4 ） 山渓ハン ディ 図鑑 新 日本の野鳥. 7 1 9 pp . 山と 渓谷社, 東京.
中村登流・ 中村雅彦（ 1 9 9 5 ） 原色日本野鳥生態図鑑＜陸鳥編＞. 3 0 1 pp . 保育社, 大阪.
植田睦之・ 植村慎吾（ 2 0 2 1 ） 全国繁殖分布調査報告 日本の鳥の今を 描こ う  2 0 1 6 -2 0 2 1 年. 1 7 5 pp . 日本繁殖分布調査会, 東京.
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